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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　頰ほおに触ふれる風が冷たい。思わずそっと手を当てて、その手の冷たさに身を震ふるわせる。

　冬が近づいていた。

　あの日、ついに願いが叶かなって世界の境さかいを越こえた日、社やしろを守る木々には青い葉が茂しげっていた。抜ぬけた先はまだ春の名残なごりを含ふくんだ柔やわらかい光に包まれていて、傷きずだらけで身体からだが悲鳴を上げているのに、胸むねは幸福感で満たされていた。

　そして、ただひたすらにあの人を護まもりたいと、折れそうな身体を抱だきしめて身を投げ出したあの日、受け止めてくれたのが懐なつかしい故郷ふるさとと知り、感じたのは安あん堵どだけではなかった。

　それが何だったのか、とりたてて考えることはなく、日々の忙いそがしさに紛まぎれて、次し第だいに薄うすれていってしまった。

　たったの二月──でも、とても濃のう密みつな日々の思い出が胸の奥おくにしっかりと刻きざみ込まれていて、それが心にある限かぎり大だい丈じよう夫ぶだと、そう、信じていた。

『その手が、君の手でなかったとしても？』

　小さな手は、けしてきれいとは言えない。それでも、あのときのように骨ほね張ばった硬い手ではなく、ふっくらと柔らかい、女の子の手だ。

　あの日摑つかんだ手も、こんな風に柔らかくて、でもこの手よりもすべすべとして滑なめらかな女じよ性せいらしい手だった。

　大切な人の手──その感かん触しよくを胸に抱いていればいいと思っていたのに。

　ことり、と小さな音がして、はっと目を見開く。見下ろしている長い石いし段だんを、小石が転がり落ちていく。

　あの日の自分のように。

　小石を追っていきたい衝しよう動どうを抑おさえて、一つ深しん呼こ吸きゆうをすると、大きく後ろに一歩引いた。

　もうすぐ、朝の仕事が始まる。早く戻もどらなければ──あの館やかたで、自分を待っている人がいる。







　一、開ひらかれた扉とびら







　冬の気配はいよいよ色濃こくなってきて、朝あさ晩ばんは冷え込みも厳きびしくなってきたけれど、日中は窓まどから日も差し込んで、ほんわかとした暖あたたかさに包まれる。

　玄げん関かんホールから東とう翼よくへと向かう廊ろう下かには、前庭に面した窓まどがあって、中なか程ほどにある噴ふん水すいはもちろんのこと、門もん扉ぴまで見み渡わたせる。

　気持ち背せ伸のびして窓の外を見やっていた市いち川かわ吉よし香かは、人気のない前庭を見て首を傾かしげた。

「そろそろ来てもいい頃ころなのに……」

「まだみたい？」

　隣となりで同じように窓を覗のぞき込み、眼鏡めがねの奥の大きな目をぐっと細めているのは柏かしわ春はる生きだ。吉香がうなずくと、春生はホールにある大きな時計を見上げた。

「あと五分、か……。初日からこれだと、ちょっと心配だね」

「でもまだ五分あるんだもん。大丈夫だよ」

「少なくとも十五分前にあの門扉にいなきゃ、真ま琴こと様との面会時間には間に合わないでしょ？」

　春生の言葉に、吉香は今一度門扉を見やってうなずいた。門扉から玄関まで、ゆうに五分はかかる。

「吉香さん、コーヒー入りました！」

「あ、はーい！」

　厨ちゆう房ぼうの方から身を乗り出して吉香を呼よんだ松まつ戸ど諒りよう子こは、トレイを手に吉香たちのところまでやってきた。トレイを吉香に渡しながら二人と同じように窓の外を見やって言う。

「私、その辺りを見てこようと思うんですけど」

「でも、諒子さんは八や千ち代よさんの手伝いがあるでしょ？　私が──」

「何言ってんのよ！　吉香ちゃんこそ、真琴様のお世話があるでしょ。ほら、コーヒー冷めないうちに行って。お客様は私が捜さがしに行くから、諒子さんも厨房に戻った戻った」

　春生に肩かたを押おされ、諒子は小さく笑いながら厨房へと戻っていった。それを見送って、吉香も書しよ斎さいへと急ぐ。

　カフェで働いていたというだけあって、諒子の淹いれるコーヒーは香かおりが高い。これが温あたたかく香かぐわしい内に真琴へ届とどけたい。

　会社が軌き道どうに乗るまで、寝ねる間も惜おしんで働いていた真琴は、軌道に乗ってからはますます忙しくなり、邸てい内ないではほとんど書斎を出ることはない。真琴付きのメイドである吉香にできるのは、真琴が少しでも心やすく仕事ができるように心を尽つくすことだけだ。

　ノックをするとすぐに応おう答とうがあり、吉香は書斎へと入っていく。真琴一人きりかと思っていた書斎には、漆しつ黒こくのワンピースに身を包んだメイド頭がしら・館たて山やま千ち尋ひろがいた。

「コーヒーをお持ちいたしました」

「ありがとう、吉香。では千尋、あちらは指し示じ通り続けてくれ」

「わかりました。失礼します」

　礼をとった千尋は、そのまま書斎から出て行った。

　真琴は立ち上のぼるコーヒーの香りを嗅かぐと、少しだけくつろいだ表ひよう情じようになる。吉香は、この瞬しゆん間かんの真琴のほっとしたような笑え顔がおが好きだった。

「それで、雅まさ成なり君は？」

「それが、まだいらっしゃらなくて……」

「そうか……。時間には正せい確かくな方だと聞いていたが」

「真琴様は、前にお会いしたことがあるんでしたよね」

「ああ。一度だけだが、誠せい実じつそうないい青年だった。電話で話したときも、東とう金がねに似にて真ま面じ目めで礼れい儀ぎ正しい感じでね。東金も彼の人となりには太たい鼓こ判ばんを押していたんだが……」

「今、春生ちゃんが見に行ってます。久ひさしぶりだし、もしかして、道に迷まよったのかもしれませんから」

「とにかく、彼に来てもらわないことには、パーティーの準じゆん備びも再さい開かいできないからね」

　真琴は机つくえの上の予定表を眺ながめて、小さく息を吐ついた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　話は三日前に遡さかのぼる。

　一年の最後の月ともなると、家か格かくにかかわらずどこの家でも忙せわしないものだが、華か族ぞくは年末から年始に掛かけてのこの時期、特に忙いそがしくなる。

　一年を無事に過ごしたことへの祝いわいと、新しく迎むかえる年への願いを込めて、年末年始に大がかりなパーティーを催もよおすのが、華族の世界では恒こう例れい行事となっているのである。

　しかしながら、佐さ倉くら公こう爵しやく家けは春先に先代夫ふう婦ふを亡なくし、先々代も別べつ荘そうに隠いん居きよしてしまったため、本家でのパーティーは行わないことを早々に決めていた。

　それがここへ来て、急きゆう遽きよパーティーを執とり行うことになったのだ。

　きっかけは、真琴が休学していた学校を辞やめたことだった。

「千尋さーん！　丸でしたっけ？　角でしたっけ？」

「丸テーブル。居間に置くからサイズを考えて」

「えーっと、紫むらさきの部屋のサイドテーブルくらいですか？」

「あれ以上、黄金の部屋未満」

「はーい！」

「春生、返事は延のばさない」

「はい！」

　そんな賑にぎ々にぎしいやりとりを耳にした吉香は、花か瓶びんを抱だきしめる手に力を籠こめ、慌あわてて階かい段だんの端はしへと身を寄よせた。案の定、下から濃のう緑りよくの裾すそを翻ひるがえした春生が、前も見ずに駆かけ上がってくる。すれ違ちがいざま、吉香の足が目に入ったらしく、春生はぎょっとしたように顔を上げたが、すぐににこっと笑って上を指さした。

「行ってきます」

「いってらっしゃい」

　ぴょんぴょんと跳はねる黒いお下げ髪がみを見送って、吉香は足あし下もとを確認してから階段を下りた。階下では春生に指示を出していた千尋が待機していて、吉香の手から青せい磁じの花瓶を受け取ってくれた。

「これでいいですか？　白磁の方は、やっぱり少し小さくて」

「ああ、だったら白磁は黄金の部屋に運んで。カーテンの柄がらが少し派は手でだからね」

　吉香は一昨日取り替かえたばかりのカーテンを思い返して、小さくうなずいた。冬場に掛ける厚あつ手でのカーテンは、夏のそれよりも大おお柄がらで色味も華はなやかなものだった。

「わかりました。それと──」

「千尋さん！」

　とん、と軽く肩かたを押されて、吉香はよろめいてしまう。後ろからやってきたのは諒子だ。先さき程ほどの吉香のように胸むねの前に大きな籠かごを抱かかえていて、前が見えなかったのだろう。

　籠を下ろした諒子は、すぐ横に立っている吉香に気がついて、びくりと全身を震ふるわせた。

「吉香さん、いたんですか!?　やだ、あのごめんなさい！　いま私、ぶつかりましたよね!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。それよりこれ──」

　諒子の持ってきた籠を見やった吉香が言葉を発するよりも先に、諒子はまっすぐに千尋を見つめ、声を上げた。

「あの、これでいいんですよね？　千尋さんが言っていたのって」

　にっこりと満面の笑えみを浮うかべた諒子とは対照的に、千尋は微かすかに眉まゆを寄せている。日ひ頃ごろ無む表ひよう情じようであることの多い千尋にしては珍めずらしい。

「……これではなくて、布ぬのを貼はった籠がいくつか入っている箱。持ってくるのは箱」

「あーっ!!　そ、そういえば……」

　しゅんとなった諒子だったが、すぐさまその大きな籠を持ち上げると「ごめんなさい！」と頭を下げて、階段を駆け上がっていった。メイド四人の中では一番の新米である諒子は、担たん当とうである接せつ客きやくと料理補ほ助じよについては誰だれもが太鼓判を押す仕事ぶりなのだが、時折こうしたドジをやらかす。

「確たしかにあれも、あの部屋にある籠ですもんね」

「だから、結けつ構こう細かく説明したつもりなんだけど」

　千尋は諒子の去っていった方を見やって、ふっと息を吐いた。その表ひよう情じようがどこか曇くもっているような気がして、吉香はそっと下から覗のぞき込こんだ。

「千尋さん？」

「……なに？」

「なんだか、難むずかしい顔してるから。仕事なら手伝いますよ」

　吉香がそう言うと、千尋はうっすらと微笑ほほえんで首を横に振ふった。

　諒子が接客と料理補助の担当であるように、春生は掃そう除じと洗せん濯たく担当で、吉香は当主である真琴付きのメイドである。千尋はその三人をまとめるメイド頭がしらで、裏うらの一いつ切さいを取り仕切り、采さい配はいするのが仕事だ。

　しかしながら、執しつ事じと料理人の他ほか、たった四人きりのメイドが各々担当の仕事にだけ専せん念ねんしていては、家が回っていかない。ゆえに、誰もが担当以外の仕事を常つねに抱えていて、午前五時に仕事を始めても就しゆう寝しんは午前零れい時じを過ぎてしまう。

　使用人を増ふやせば状じよう況きようは改かい善ぜんするだろうが、佐倉家は家名こそ立りつ派ぱだが内情はゆとりがあるとは言えず、家に見合うだけの使用人を雇やとう余よ裕ゆうはまだない。時間のやりくりとチームワークで、メイドたちはこの苦く境きようを乗り切っているのである。

　その采配をしている千尋が、仕事が多くて回せないということなどあるはずもない。しかし半年以上前にメイド頭に任にん命めいされた千尋は、その実メイド頭歴わずかに二週間という、傍はたからは理り解かいしがたい状況にあった。

　そのことを知っているのは真琴と吉香だけで、他の人間に知らせるわけにもいかない。だから吉香は、二人きりのときに限かぎって、仕事の手伝いを申し出るようにしていた。千尋がそれに応おうじることはほとんどなかったけれど。

「仕事にも──この身にも、もう馴な染じんだから」

　感情をあまり表には出さない千尋が一いつ瞬しゆん見せた憂うれいに、吉香はただゆっくりとうなずいた。千尋は口の端はを少し上げ、目を細める。

「途と中ちゆうで増えたら、あとは全部吉香に任まかせるよ」

「全部はひどいですよ！　三つだけ、三つだけですからね」

「わかった。その前に」

「ワゴンですよね？　取ってきます」

　吉香は小さく手を振って、階段を駆け上がった。

　パーティーの開かい催さいが真琴の口から告げられたのは、一週間前のことだ。

　真琴はその日、退たい学がく届とどけを学校に提てい出しゆつした。両親を亡なくすと同時に、佐倉公こう爵しやく家けと両親が始めた会社である佐倉貿ぼう易えきの二つを継つぐことになった真琴は、いつか復ふく学がくできることを願いながら休学し、家を建て直し、会社を軌き道どうに乗せるために日夜励はげんでいた。

　その努力は実り、真琴を押おし潰つぶそうとしていた莫ばく大だいな借金は消えた。そして会社はひょんなことから有名になり、その名を無実にしない更さらなる真琴の努力が、佐倉貿易を一回り大きくした。

　けれど、ここが踏ふん張ばりどころだ。

　真琴は会社に専念するために、退学という道を選んだ。

　パーティーを開くのは、今後事業家としてやっていくことを周囲に知らせるためと、会社を支ささえてくれる社員や取引先への感かん謝しやのためだという。

　急であるのは真琴も承しよう知ちの上で、だから招しよう待たい客はあまり多くはなく、こぢんまりとしたものにするつもりだと言ってはいるが、それでも公爵家の名を貶おとしめるようなパーティーにはできない。

　たった四人きりのメイドと、執事の東金善ぜん一いち、料理人の山さん武ぶ八千代は、主人の区切りの日、新たな旅立ちを飾かざるために、パーティーの準じゆん備びに全力でとりかかっていた。

「春生ちゃん、丸テーブルあった？」

　かつては使用人たちの部屋として使われていた三階は、今は物置と化していて、日頃使われない家具や道具類が納おさめられている。春生がいる東から二番目の部屋に入った吉香は、その春生の格かつ好こうを見てぱっくりと口を開けてしまった。椅い子すの上に乗った春生は、横に積み上げられた椅子の足に左手を載のせ、右足を浮うかしてバランスを取りながら、奥おくの方を覗き込んでいる。

「ちょ、ちょっと春生ちゃん、危あぶないよ！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫……ぅあっ！」

　ぐらり、と春生の摑つかまっている椅子が揺ゆれる。吉香は慌あわてて駆かけ寄よって、椅子を押さえ込んだ。

「もう……無ぶ精しようしちゃだめだってば。ちゃんと前のものどかしなよ」

「だって、奥になかったらどかして戻もどす分、無む駄だじゃ──あった！」

　小さく「うりゃ！」と気合いをかけた春生は、器用に上げた右足を動かして、椅子の上に身体からだを戻した。そこでワンクッション置いて、床に飛び降りる。

「ね？　確かく認にんしてからの方がいいでしょ？」

「はいはい。この奥なのね？」

　吉香は春生とともに手前に積まれた椅子を脇わきへ避よけながら、奥へと掘ほり進む。その先に、春生が見つけた小さな丸いサイドテーブルがあった。

「これこれ。ありがとうね。ところで、吉香ちゃんは何？」

「料理用のワゴン。多分、隣となりの部屋だと思う」

「手伝うよ」

「ううん。確たしか一番手前にあったから平気」

「んじゃ……よっと。お、そんなに重くない。先行くね」

　テーブルを抱かかえ上げた春生は、東とう翼よくの階かい段だんへと向かった。ふらつきもせずに階段を下りていく春生を見送って、吉香は隣の部屋へと移動する。求める物はここにあるはずだ。

「確かこの辺りに……あ！」

　埃ほこりよけのために掛けた白い布ぬのの海の下、ワゴンが三台並んでいる。木もく製せいだったり金きん属ぞく製だったり、大きさも意い匠しようもまちまちで統とう一いつ感がない。元々はいずれも数台ずつ揃そろいであつらえた物を、隠いん居きよした先々代が隠居先へと持ち出したり、あるいは気まぐれに処しよ分ぶんしたりで、ばらばらに一台ずつ残っていた。

　吉香は布を外してしばし検けん分ぶんした後、真ん中に置かれていた金属製のワゴンを選び出した。他の二台よりも多少装そう飾しよく性せいには欠けるが、この中では一番たくさん料理が運べそうだ。

「よいしょ、と……」

　きいきいと音を立てながらワゴンを運び出し、吉香は慎しん重ちように階段を下りていった。日ひ頃ごろのメイド稼か業ぎようで鍛きたえた腕うででも、さすがに三段の金属製ワゴンは堪こたえる。キャスターで滑すべらないように注意して、一段ずつ下ろしていく。

（油を差して……少し磨みがかないとだめね。春生ちゃんに道具を借りなきゃ）

　そんなことを考えながら二階まで下ろしたところで、吉香は東金にばったりと出くわした。東金はワゴンを一いち瞥べつし、小さくうなずく。

「ああ、やっぱりそれにしたのかい」

「はい。ちょっと地味なんですけど」

「しかし、厨ちゆう房ぼうとの行き来にはそれが一番便利だろうね」

「ですよね」

　東金のお墨すみ付つきももらい、残りの一階分を下りようとしたそのとき、東金が駆け寄ってきて、ワゴンに手を掛けた。

「手伝うよ」

「いえ、大丈夫です。あともうちょっとだし」

「二人でやれば早いから」

　そう言ってにっこりと笑った東金は、ワゴンの縁ふちに手を掛けて、ぐいっと持ち上げた。

　その瞬間。

「ん……っ……ぐっ……」

「東金さん……？」

　ワゴンに手を掛けた、その状じよう態たいのまま、東金は固まっていた。微び動どうだにしない……いや、できなくなっていたのだ。

　みるみるうちに東金の顔は脂あぶら汗あせにまみれ、苦く痛つうに歪ゆがめられる。

「東金さん、大丈夫ですか!?　東金さん!!」

　ひっひっと引きつけるように呼こ吸きゆうして、東金はその息の合間に吉香に訴うつたえた。

「ひっ……こ、腰こし……ひっ、腰……っ」

「腰？　腰が痛いたいんですか!?　東金さん！」

　しかし、それが東金の限げん界かいだったらしく、しゃべるどころかうなずきもしない。

　異い常じようを見て取った吉香は、すぐさま千尋を呼よびに行き、そこからはもうばたばたと半日が過すぎていった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




『ぎっくり腰』

　それが、佐倉家の主治医である松まつ尾お医い師しの診しん断だんだった。全治一ヶ月と言われた東金は、なんとか減へらせないかと交こう渉しようしていたが、連日のパーティー準じゆん備びで疲ひ労ろうを蓄ちく積せきし続けた東金の腰は、そう簡かん単たんに回かい復ふくするものでもなかったようだ。一ヶ月でも短い方よ、と松尾医師は東金の口に飴あめ玉だまを放ほうり込んだ。

　なんとか入院だけは免まぬがれたものの、運転手はもちろんのこと、執しつ事じとしての務つとめを果はたすことも到とう底てい適かなわない。二階で腰を痛めた東金は、もはや階段を下りることもできなくなっていたため、そこから一番近い小さな客間に居きよを移うつし、療りよう養よう生活に入ることとなってしまった。

　それが、三日前のことだ。

　裏うらの采さい配はいをするのがメイド頭なら、表を取り仕切るのが執事で、小しよう規き模ぼとはいえ公こう爵しやく家けのパーティーを開く上で、執事の存そん在ざいは欠かすことができない。当然の如ごとくパーティーの中止を考えた真琴だったが、招しよう待たい状じようを発送してしまった今からではそれもかえって難むずかしい。

　次じ善ぜん策さくとして上がったのが、代わりの執事の手配である。

　メイドと違ちがい、執事はそれなりの専せん門もん教育が必要で、そのための養成機関がある。名のある家の執事になるには、養成機関の修しゆう了りよう証しようが欠かせない要よう件けんとなっている。ゆえにその機関では修了者の登録をして、各家への派は遣けん業ぎよう務むも行っていた。

　真琴もすぐにそこへ連れん絡らくを取ってみたのだが、いかんせん時期が悪かった。年末年始はどこもパーティーを控ひかえているし、執事連れで休きゆう暇かに出かける華か族ぞくも少なくない。そのために複ふく数すうの執事を臨りん時じに雇やとい入れるのが普ふ通つうで、とてもじゃないが、今からでは手配できないと断ことわられてしまった。

　そのとき、病びよう床しようの東金が心当たりがあるのですが、と切り出したのである。

　それが、彼の甥おいに当たる東金雅成だった。

「学校がお休みに入ったのって、昨日でしたよね？」

「それは間違いない。約束は今日で合っている」

　真琴はスケジュールを確かく認にんしながらうなずく。そこには時間とともに、雅成の名がはっきりと記されていた。

「やっぱり、道に迷まよってらっしゃるんでしょうか」

「前に来たのは……そうか、養成機関に入る前だから、もう三年も前になるな。でも、あのときも確たしか、一人で東金を訪たずねてきたはずだ」

　東金の実家は病院で、一族郎ろう党とう医者だらけという家だったが、東金は中学を出た時点で執事の養成機関に入り、卒業してから二十五年間執事一ひと筋すじという、一族の中では変わり種だった。

　その甥である雅成も、最初は親の言うままに医師への道を歩んでいたが、突とつ如じよその学校を辞やめて、執事の養成機関に入ってしまったのだという。

　学校を辞める前に一度、東金を訪ねてきたことがあり、たまたま家にいた真琴は、二、三、言葉を交かわしていた。

　いまだ養成機関に在ざい籍せきしている雅成は素人しろうとではあったが、あと何ヶ月かすれば修了し、執事として独ひとり立ちすることになる。まったくの素人よりは、頼たよりになるはずだ。

「私も少し、外を見てきます」

　吉香の言葉に、真琴は短く「頼たのむ」と答えると、コーヒーへと手を伸のばした。こくりと一口飲んで、カップを軽く掲かかげる。

「ありがとう、吉香」

「……いえ。失礼します」

　そっと書しよ斎さいのドアを閉めて、吉香は音を立てないように廊ろう下かへと出た。ホールまで行くと、雅成を案内する役目を言いつかっている諒子が、所しよ在ざいなげに立っている。吉香に気がついて、ただ黙だまって首を横に振ふって見せた。

「春生ちゃんは？」

「まだ戻もどって──あ、今」

　重い玄げん関かん扉とびらが開かれ、ひょっこりと春生が顔を覗のぞかせる。その表ひよう情じようの明るさに、吉香はほっと息を吐ついた。

「いらっしゃいました！」

　そのまま体重を掛かけるようにして扉を押し開いた春生の後ろに、ひょろりとした若わかい男だん性せいが立っていた。春生に促うながされ、慌てて扉の中へと入ってくる。

　あらためて雅成の姿すがたを確認した吉香は、思わず眉まゆをひそめてしまった。

　飾かざり気のない黒のスーツのそこかしこが薄うす汚よごれている。まるで土の上を転がってから来たかのようだ。よく見れば、袖そでのところのボタンは取れかかっていて、スラックスにも変な皺しわが寄よっている。頰ほおにも擦すり傷きずのようなものがあるのを見ると、本当にどこかでつまずいたか何かして転んだのかもしれない。

　その出いで立ちだけでも十分に妙みようなのだが、雅成当人もどこかおかしい。

　抹まつ茶ちや色の髪かみは服ふく装そう同様乱みだれているのに整える様子もなく、眉を寄せて玄関ホールをじろじろと眺ながめ回している。

（前にも来ているはずなのに……）

　まるで初めて来た場所であるかのように、雅成は落ち着かない様子だった。

「あの、吉香さん」

「え？　あ、はい」

「書斎にお連れすればいいんですよね？」

　小声で尋たずねてきた諒子も、不安げな表ひよう情じようを浮かべている。東金の代理を務つとめるべくやってきた人間にしては、雅成はあまりにも頼りなさそうに見えた。

　吉香がうなずくと、諒子はおずおずと雅成に近づいていき、軽く頭を下げた。

「いらっしゃいませ、東金様。書斎にご案内致いたします」

　諒子の声にびくりとして振り向いた雅成は、ぎこちなくうなずいて、諒子の後について東とう翼よくの廊下へと入っていく。それを後ろから見送っていた吉香は、どこか引っかかるものを覚えていた。

「ねえ、なんか変わった人だね」

「え？　あ、うん……あれ？　春生ちゃん、荷物は？」

　雅成は手ぶらだったので、てっきり春生が荷物を預あずかっているとばかり思っていたのに、その春生の手も空だ。春生は手を広げながら、軽く肩かたをすくめた。

「持ってなかったよ」

「あとで送ってくるのかな？」

「それにしたって、身の回りの物くらいは持ってくるよねぇ。それにさ、手ぶらでぼーっと門の外に立ってて」

「……門のとこにいたの？」

「いつからかはわかんないけどね。『東金さんですか？』って聞いたらすごいびっくりしてたから、よっぽどぼーっとしてたんだね」

（なんだろう、この感じ……）

　言葉にできないもやもやとした感覚に、吉香は首を傾かしげた。

「どうしたの、吉香ちゃん」

「あの人、東金さんの甥おいっ子さん……だよね？」

　吉香の言葉に、春生はぷっと吹ふき出すと肩を叩たたく。

「何言ってんのよ、吉香ちゃん！　決まってるじゃない。噓うそついたって、真琴様は会ったことあるんだし、第一、実の叔お父じさんがいるんだよ？　すぐばれちゃうよ」

「そうだよね」

　三年前、雅成が東金を訪ねてここへやってきたとき、吉香は用事を言いつかって不ふ在ざい、千尋は今の千尋ではなく、春生と諒子はまだここで働いていなかった。厨ちゆう房ぼうにこもっていた八千代も顔を合わせていないし、面めん識しきがあるのは身内である東金と、たまたまそのとき東金の部屋に顔を出した真琴だけだ。

　それが吉香をこんなに不安にさせているのだろうか。

　しかし、誰だれかが成りすまそうにも、春生の言うように、すぐに露ろ呈ていしてしまうだろう。

　吉香はお茶の支し度たくを調えると、書斎へと向かった。雅成を案内した諒子は既すでに書斎を辞じした後のようで、中には相変わらず落ち着かない様子で部屋を眺め回している雅成と、困こん惑わくの二文字を顔に刻きざんだ真琴の二人だけだった。

「雅成君、お茶も来たし、座すわらないか？」

「…………」

「あの、こちらにどうぞ」

　真琴の言葉に反はん応のうを示しめさない雅成を見るに見かねて、吉香が促すと、雅成ははっとしたように吉香を見つめ、遠えん慮りよがちにソファの端はしに腰こしを下ろした。

（やっぱり、どこか変だわ）

　雅成という人間の人となりがどうというのではなく、その挙動のすべてに何とも言えない違い和わ感がある。

　そしてその違和感に、吉香は覚えがあった。

（まさかとは……思うけど）

　そんなことが、そう簡かん単たんに起こるとは思えないけれど、ぎこちない動きや身の置き所のないそんな感覚を、かつて吉香も味わったことがある。

　吉香は真琴の背はい後ごに立って、その耳元に口を寄せた。

「真琴様、もしかしたら雅成さんは……」

　言いかけてためらったが、ちらりと吉香を振ふり返った真琴は、軽く目を見開いて二度三度とうなずいた。真琴も雅成の様子に感ずるところがあったのだろう。

「東金……さん？」

　姓せいで呼よびかけると、雅成は目を瞬しばたたかせて真琴を見つめた。先さき程ほど下の名を呼んでもまったく反応しなかったというのに。

「あなたは、東金さんですよね？」

「はい、そ……っ!?」

　雅成は答えた途と端たん、口に手を当てる。そのまま何度か咳せき払ばらいをくり返し、小さく「はい」とつぶやいたが、腑ふに落ちないように更に数度咳払いをした。

「東金さん。あなたは……東金雅成さん、ではありませんね？」

　真琴がゆっくりと一語一語区切るように話しかけると、雅成はためらわずうなずいてみせた。
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　あの神社を訪おとずれたのは四年ぶりだったと、彼──いや、彼女は語った。東金雅まさ音ねと名乗るその女じよ性せいは、怪け訝げんそうに二人を見やっている。

「雅成……雅音さんは、どうしてあそこに？」

「……兄と、初はつ詣もうでに来たことがあって……久ひさしぶりに来てみようかな、って。昔のことを思い出しながら歩いてたら、足を」

「落ちたんですか？」

　真琴の問いに、雅音は少し首を傾げてから軽く振った。

「落ちるというか、滑すべった感じです。二十段だんくらいじゃないかと思うんですけど。私、怖こわくて貧ひん血けつを起こしたようになってしまって、ちょっとの間、気を失っていたみたいでした」

　気がついたとき、身体からだのあちこちが痛いたんだが、誰もいない場所で転んだ気き恥はずかしさから逃のがれるように、雅音は急いで石段を下りた。そこで道を取り違ちがえていることに気づかず歩き続け、佐倉邸ていの前に出たのだという。

「大きなお屋や敷しきだなぁ、と思って見ていたら、中から出てきた女の子が『東金さんですか』って言うんでびっくりしてしまって。しかも、なんでだか皆みなさん、私を知っているみたいだし。あの、私、前にここに来たことありますか……？」

　幾いく度どかまた咳せき払ばらいをして、雅音は怪け訝げんそうな表ひよう情じようで吉香たちを見やった。

　東金雅成は、一度だけここへ来たことがある。けれども、東金雅音という人物がここを訪おとずれたことは一度もない。

　佐倉邸の人々が待っていたのは、間もなく執しつ事じとなるはずの東金雅成なのだ。

　吉香は真琴と目を見み交かわして、そっとため息をついた。

　雅音はまだ、自分の身に起こったことを理り解かいしていない。

　さっきからああやって咳払いをくり返しているのも、喉のどを痛めたと思っているからだろう。吉香も、自分の口から男だん性せいの声が出てくることになかなか慣なれなかった。

「真琴様、よろしいですか？」

　どう言ったものか、言葉を探さがしていた真琴は、しばし逡しゆん巡じゆんした後「頼たのむ」とうなずいた。

「雅音、さん」

「はい？」

「今、ご自身がどんな格かつ好こうをされているか、説明していただけますか？」

「格好……？　花はな柄がらのシャツに茶のロングスカート、少し寒かったから、煉れん瓦が色の上着を──」

　言いながら自分の身を見下ろした雅音は言葉を失った。
















　シャツは無地の白、薄うす汚よごれてしまったスーツは上下揃そろいの黒だ。袖そで口ぐちから覗のぞいている腕うで時ど計けいにも違い和わ感があるらしく、ためつすがめつしている。

「私、どうして……いつの間に着き替がえたの……？」

「着替えたんじゃないんです。あの、胸むねを」

「胸……？　胸がどう──うそっ!!　なにこれ!?　パッド落とした!?」

　勢いきおいよく立ち上がった雅音は、ぱたぱたと胸から腹はらにかけて叩たたき始めるが、その手が再ふたたび胸に戻もどってきたとき、顔を歪ゆがめた。

「いくらなんでも……ここまで平らじゃなかったよね、私……」

　そう言いながら首くび筋すじに手をやった雅音は、今度は何かを追うように左右に首を振り始めた。

「今日は髪かみ、下ろしたままだったのに……なんで!?　なんでショートになってるの!?　お兄ちゃんと約束してたのに！　ずっと伸のばして……なんなの、これ!?」

　自分の身体が変化していることに、すっと馴な染じめる者はいないだろう。そもそもが、理解を超こえた出来ごとなのだ。

　すべてを了りよう解かいした上であちらへ行った吉香でさえ、いざ入れ替かわってみれば混こん乱らんしてしまった。思った通りに動く手も足も、慣れ親しんだ自分のものではない。鏡を見たときの違和感と来たら、言葉では言い表せない。

「雅音さん、あの、落ち着いて下さい」

「落ち着けって、だってこんな……これじゃまるで……私、男にでもなったみたいで」

「そう、なんです」

「……え？」

「今の雅音さんは、男性になってしまっているんです。正せい確かくには、男性の身体からだに入り込こんでしまっているんです」

「身体？　男性になった？　あの……一体それ、何の冗じよう談だんなんですか……!?」

　雅音は咳払いをくり返し、喉のどに手を当てた。その瞬しゆん間かん、雅音の表情が変わる。一度当てた手を離はなし、指先で、喉に突つき出した突とつ起きに触ふれた。

「のど……ぼとけ」

　しっかりと突き出たそれに何度も触れて、雅音は糸が切れたようにすとんと腰こしを落とした。

「じゃあこの声も……風か邪ぜを引いたりしたんじゃ……」

「はい……」

　雅音は先さき程ほどまで喉に触れていた手を、膝ひざの上で何度もひっくり返してはまじまじと眺ながめ、はっとしたように左手首に右手の指を何本か這はわせる。そのまましばらく押おし黙だまっていたが、やがて何ごとかつぶやくと、ふうっと息を吐ついた。

「夢ゆめなら、こんなリアルな数すう値ちで脈打たないよね……」

「え？」

「いえ……。あの、取り乱みだしてすみません。まだよくわからないんですけど、とりあえず、男になってるっていうのはわかりました」

　もう一度自分の全身を見下ろして、雅音は言った。すっかり落ち着いているというわけではないけれど、パニックは収おさまったようで、吉香はほっとした。

　これからまだ、聞いてもらわなければならない話があるのだから。

　雅音の様子を見て取って、真琴が吉香をちらりと見やる。うなずいて返すと、真琴は手を組んで一息ついてから切り出した。

「雅音さん」

　真琴の声に、雅音はびくりと肩かたを揺ゆらす。

「あの……はい？」

「あなたの身体が男性になったのではなく、あなたは今、先程そこにいる吉香が言ったように、ある男性の身体に入り込んでいる状じよう態たいなんです」

「入り込んで……？　それってもしかして……私」

「いえ、亡なくなったとか、魂たましいになってということじゃないんです。きっと今いま頃ごろ、あなたの身体にはこの身体の持ち主が入ってしまっていると思います」

「この身体……？　どういうことですか？」

「東金雅成さんという男性です。あなたに名前がよく似にている」

　雅音は雅成の名を何度も口の中で唱え、確たしかに、と小さくつぶやく。

「雅成さんと雅音さん、あなたがたのような関係を、我われ々われは写し身と呼よんでいます。どこかにある、こことよく似た別の世界に、自分によく似た写し身が暮くらしている」

「写し身……別の、世界………………えっ!?　それって、それってここが日本じゃなくて──ていうか地球ですらないかもしれなくて、異い世せ界かいとか異次元とかライオンの王様が住んでるとかスケートを履はいた馬がいるとかそういうこと!?　私、タンスの中なんか入ってないけど……!?」

「あの、雅音さ──」

「なんか見たこともない宝たからを探さがしたり、悪者をやっつけたりしないと元の世界に戻れないとか、そういう無体な条じよう件けんがあって試練に出かけたり……まさか、そんな！」

　再びパニック状態に陥おちいった雅音は、立て板に水の如ごとくしゃべり倒たおして、なかなか口を挟はさむ隙すきが見つからない。困こん惑わく顔の真琴と顔を見合わせた吉香は、テーブルの上に置かれたまま手のつけられていない紅こう茶ちやに気づき、ソーサーごと持ち上げて雅音の視し界かいに入るところへと持っていく。

　雅音は、はっとしてカップを見やり、ついで吉香に目を向ける。吉香がカップを差し出すと、受け取って一口飲んだ。喉のどを鳴らした雅音は、驚おどろいたように目を見開いて、更さらに二口飲む。そして長い吐と息いきをつくと、カップをテーブルに戻した。

「すみません……また取り乱しちゃって……」

「お茶、冷めてしまいましたね。淹いれ直してきます」

「いえ、いいんです。とてもおいしいから……。それより、ここって本当に別の世界なんですか？　お茶だって普ふ通つうの──にしてはかなりおいしいけど、それでもやっぱり普通の紅茶の味だし、この部屋もちょっと豪ごう華かだけど普通だし、神社があっていかにも日本って感じで」

「それでも、あなたのいた世界ではないんです。かといって、馬がスケート靴ぐつを履いていたり、宝探しのような冒ぼう険けんもありませんけどね」

　真琴の言葉に、雅音はふっと小さく笑った。

「すいません、子どもの頃、兄の影えい響きようでそんな本ばかり読んでいたんで、つい……。でも、こんなことって……こんな、別の世界だなんて、それこそお話の中でしか見たことなくて、どうすればいいのか」

「帰る方法はあります。私たちも今はこうして自分の世界にいますが、かつては雅音さんがいらした世界にいたことがあるんです」

「え……？」

「でなければ、私だってこんな話は荒こう唐とう無む稽けいだと思ったでしょうね。私も吉香も、あなたの世界で異い性せいになって過すごしたことがあるんですよ」

「本当に……!?」

　勢いきおい込んで身を乗り出した拍ひよう子しに、雅音の腹はらがぐうと鳴る。雅音はそれが自分の腹の音だとわからなかったようで、きょとんとしていたが、もう一度小さく鳴ったときに、驚いて腹に手を当てた。

「私、お昼はちゃんと食べたのに……」

「それは、雅成さんの身体ですから。吉香、食事とお茶のお代わり、それから」

「コーヒーですね。かしこまりました」

　吉香が書しよ斎さいを出る間ま際ぎわ、真琴があちらの世界にいたときのことを話し始めるのが聞こえた。

　吉香はただひたすら真琴を護まもることで精せい一いつ杯ぱいで、こことは違ちがう世界をじっくりと眺ながめる余よ裕ゆうはなかったけれど、好こう奇き心しんや知ち識しき欲よくの旺おう盛せいな真琴のことだから、世界の違いを見み据すえていたに違いない。

　真琴はどんな風に話すのだろう。真琴には、あちらの世界はどんな風に見えていたのだろうか。

　華か族ぞくとしてではなく、平へい凡ぼんな学生として過ごした日々、そして男性となった吉香のこと──

（私の……こと）

「吉香」

　急に声を掛かけられて、びっくりして顔を上げると、東とう翼よくの廊ろう下かを抜ぬけた先、玄げん関かんホールに千尋が立っているのが見えた。その隣となりには諒子もいる。

「なんですか？」

「雅成さんが来たと聞いたから」

　千尋には、雅成が入れ替わってしまっていることを話しておくべきだと思うが、諒子の前ではそうもいかない。

「ええ。今、真琴様とお話を。それで、雅成さん、お昼を召めし上がってないそうで、すぐに用意をと」

「えっ、そうなんですか!?」

　ホールの時計を見やった諒子は驚いて口に手を当てる。昼をとっくに回っていて、メイドたちですら食事を済すませた後だ。

「すぐ用意しますね」

「あの、お茶とコーヒーもお願いします」

「わかりました。千尋さん、また後で」

　小さく手を振ふりながら諒子が厨ちゆう房ぼうへと入っていくのを確かく認にんし、更に辺りを眺め渡わたしてから、吉香は千尋に向き直った。しかし、吉香の機き先せんを制して、千尋が口を開く。

「それで、秘ひ密みつの話は何？」

「え!?」

「なにか用心しているようだったから」

「雅成さんのことで、ちょっと」

「彼が何か？　諒子の話では少し変わったところがあるそうだけど」

「彼じゃなくて……彼女、だったんです」

　千尋は吉香の言葉に一いつ瞬しゆん考え込むように目を伏ふせた。

「実は姪めいっ子だった──ということではないのでしょう？」

　千尋の表情は変わらないが、冗じよう談だんのつもりなのだろう。でも、その冗談の方がどれだけましだったろう。

「お名前は、雅音さんです」

「……なるほど。薄うす汚よごれていたっていうのは、そのせいだったってわけね」

「みたい……あ！」

「なに？」

「雅音さん、手ぶらだったんです。でも、ここへ来るはずの雅成さんが手ぶらというのは変だなって思って。もしかして、神社に荷物を落としてきたんじゃないでしょうか？」

「わかった。それは私が見てくる。ついでもあるし」

「ついで？」

「真琴様の用でね。荷物があったら、東金さんの部屋に入れておく」

「お願いします」

　吉香は礼をして、そのまま厨房へ向かおうとしたが、千尋が考え込むように顎あごに手を当てているのを見て立ち止まった。

「千尋さん？」

「随ずい分ぶんとスパンが短い、と思ってね」

「スパン……？　何のこと、ですか？」

「この一年で三人、私の戻もどりを入れれば四人でしょう？」

「あ……」

　考えてもみなかったが、確たしかにたった一年の間に、四人の人間があちらの世界と行き来している。これほど頻ひん繁ぱんに起こるのであれば、少しくらい入れ替かわりを示し唆さする何か──たとえば神社には何かあるのだといった噂うわさ話ばなしなどがあってもよさそうなのに、これまで一度も聞いたことがない。

（今いま有ある太夫だゆうという人だって何百年も前のことだし……そもそも、千ち広ひろさんがいなければ、わからなかった話だもの）

　あの石いし段だんから落ちたところで、必ず入れ替かわるわけではないということは、吉香が一番よく知っている。真琴の下もとへ行くために、幾いく度どとなくあの石段を転げ落ちたのだ。成功したのはたった一度きり。入れ替わったそのとき、吉香の写し身は石段の下で倒たおれていた。

　写し身が同時に同じ場所で同じように転がるというのは、行動や思考のパターンが似にていてもなかなか難むずかしい。だから、やはりそう頻繁に起こる事じ態たいではないのではないか。

「言われてみれば……そう、ですよね」

「やっぱり急いだ方が──」

「なにをですか？」

「いや、なんでも」

「吉香さん、用意できましたよ」

　諒子が厨房から声をかけてくる。その途と端たん、千尋は弾はじかれたように顔を上げた。

「それじゃあ、千尋さん。荷物お願いしますね」

「わかった」

　そう言って千尋は、厨房へ向かう吉香と一いつ緒しよに西せい翼よくへ入ったが、そのまま厨房の前を通り過すぎて勝手口の方へ向かった。

「あれ？　千尋さんは？」

　トレイを手に出てきた諒子が、怪け訝げんそうな顔で左右を見やっている。そのトレイを受け取って、吉香は右へと視し線せんをやった。

「勝手口に行きましたけど……何か用でした？」

「用ってほどのことじゃないんだけど」

　そう言って勝手口の方を見やる諒子の顔は、なんだか曇くもっている。このところ、諒子と千尋がよく一緒にいるのを見かける気がするが、何かあるのだろうか。

「ごめんなさい、引き留とめて」

「いえ。それじゃ」

　ホールへと出た後、なんとなく気になって振ふり返ってみれば、諒子はまだ厨房の入り口に立って、勝手口の方を眺ながめている。

（本当は、用があったのかな）

　千尋にあったら伝えようと心にメモを取って、吉香は書しよ斎さいへと戻った。







　雅成の腹はらが満たされる頃ころには、雅音もすっかり落ち着いていて、表ひよう情じようもかなり和やわらいでいた。吉香が書斎を出た後、真琴がどう説明したのかわからないが、雅音は入れ替わりのことだけでなく、こちらの世界、この家のこと、雅成が招まねかれた理由についても理り解かいし始めていた。

　二杯はい目めの紅こう茶ちやを飲み終えて、雅音は神しん妙みような顔つきで切り出した。

「……それで、これからのことなんですけど」

「雅音さんさえよければ、こちらに滞たい在ざいして下さい。その方が、帰る機会を待つにもいいと思いますし」

「でも……」
















　雅音は、汚よごれてしまったスーツの腕うでをそっと撫なでた。

「この人は目的があって、ここへ来たんですよね？」

「そう、ですが……」

「だったら、私が代わりをすることはできませんか？」

「代わり──」

　東金の代わりに執しつ事じを務つとめるために、雅成はやってきた。それは佐倉家にとっても苦肉の策さくであったのだが、まもなく養成機関を修しゆう了りようする雅成ならば、なんとかこなせるだろうという期待も少なからずあったのである。

　もし雅音があちらの世界で執事になる勉強をしていたのだとしたら、こちらとしても願ったり叶かなったりであるが、吉香は自分の経けい験けんに照らし合わせてその可か能のう性せいは低いと判はん断だんした。

　あちらの世界では華か族ぞくというものが存そん在ざいせず、吉香たちのように中学を出た後メイドとして働くような者はほとんどいないのだということは、麻ま琴ことや千広から聞いて知っている。

　いくら写し身が似ていても、メイドの吉香があちらでは学生の吉よし朗ろうであったように、まったく同じ職しよく業ぎよう・境きよう遇ぐうにあるとは考えにくい。

「失礼ですが、執事の経験はおありですか？」

「いえ、それは……。でも、接せつ客きやくの経験ならあります。もちろん、執事の仕事とは全然違ちがうと思いますし、かえってご迷めい惑わくをおかけすることになるかもしれませんけど、何もしないでここにいるというのも……」

「ですが」

「ためしにやらせてもらえませんか？　一生懸けん命めい頑がん張ばります！　だめなら、そのときは大人しくしてますから、だから──」

『わ……私に真琴様を護まもらせて下さい！　何もできないかもしれませんけど、でも、お側そばで……真琴様を護らせて下さい！』

　吉香の耳元に、半年前の自分の台詞せりふが甦よみがえってくる。麻琴から聞いた話を懸命に思い出して、彼女の通っていた学校にたどり着いて、真琴によく似たその姿すがたを見つけ出して、最初の一言がこれだった。

　そのときの吉香と今の雅音とでは、まったく状じよう況きようは違う。それでも、吉香はあのときの自分を重ねてしまう。

　一生懸命やることが、必ずしも成果を生むわけではないけれど、その気持ちをむげにしたくはない。

「ま、真琴様……！」

「なんだ？」

「差し出たことを申しますが、雅音さんのおっしゃるように、やらせて差し上げて下さい。私もお手伝いします」

「吉香……」

　真琴は考え込むように、しばらくうつむき加か減げんで手を組んでいたが、やがてためていた息を一気に吐はき出すと、吉香を、そして雅音を見やった。

「これからは、雅音さんではなく、雅成さんと呼よび、雅成さんとして扱あつかいます。部屋も当然、客間ではなく、東金が使っていた執事用の部屋をそのまま使うことになる。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　自分の名前を封ふうじられ、その上見ず知らずの中年男性の部屋を使うということに、二十一の女性が耐たえられるのか。しかし、こんな条じよう件けんすら吞のめないようでは、当然やっていけない。

　雅音は一いつ瞬しゆんひるんだように身を硬くしたが、しっかりとうなずいてみせる。

「大丈夫です。お部屋も、そのままで構かまいません」

「この後、当然東金と会ってもらうことにもなります」

「それも、大丈夫です。頑張ります！」

　検けん分ぶんするように雅音を見つめていた真琴は、その決意に揺ゆらぎがないことを見て取って、ゆっくりとうなずいた。

「わかりました。どちらにせよ、こちらは手が足りないのだし、東金や他の使用人の手前、あなたには雅成さんとして振る舞っていただくしかない。そうして下さるというのですから、むしろ感かん謝しやすべきかもしれない」

「じゃあ──」

「吉香、雅音──いえ、雅成さんのお世話はお前に任まかせる。仕事のことは、千尋にも相談して協力するように」

「はい」

「……ありがとうございます！　あの、吉香、さんも、本当にありがとうございます」

「わからないことや、私でできることがあったら、何でもおっしゃって下さいね。お手伝いいたします」

　吉香がそう言うと、急に雅音はそわそわし始めた。ちらりと真琴を見やり、困こまったように顔を伏ふせる。膝ひざの辺りを握にぎり締しめ、忙しなく動かしているのを見て、吉香はあ、と口を開けかけて、慌あわてて手で口元を隠かくした。

（もしかして……アレ、かな）

「真琴様、早さつ速そくですが、雅音──雅成さんを、お部屋に案内してよろしいですか？　身なりも整えなければなりませんし、他の人たちに気づかれる前に、いろいろと準じゆん備びもありますから」

「わかった。下がっていい」

　吉香に促うながされ、そろりと立ち上がった雅音は、真琴にぎこちなく会え釈しやくすると、吉香とともに書しよ斎さいを後にした。

　しばらく黙だまったまま廊ろう下かを歩いていた雅音だったが、玄げん関かんホールに差し掛かかった辺りで、小さく吉香を呼んだ。

「あの……」

「お部屋はすぐそこですから、もう少し、我が慢まんして下さいね」

「あ……」

　吉香の返答を聞いて、雅音はまた黙りこくった。

　執しつ事じである東金の部屋は、西せい翼よくに入ってすぐのところにある。玄関ホールに面した控ひかえ室と中で繫つながっていて、深夜でも明け方でも、不意の来客にすぐ応おう対たいできるようになっていた。ただし部屋の主である東金は二階で療りよう養よう中で、今は十分に機き能のうしているとは言えない。

「ここが、東金さんの部屋なんですけど……」

　メイドたちの部屋より幾分大きなその部屋は、ベージュを基き調ちようとした落ち着いた雰ふん囲い気きの内ない装そうだったが、今の雅音にそれを味わう余よ裕ゆうはまったくないようで、部屋の中には入ったものの、中を見回したりもせず、顔を赤らめてもじもじと足を動かしていた。

「こちらがバスルームです。どうぞ」

「…………！」

　奥おくにある小さな扉とびらを引き開けると、雅音は一目散にその中に駆かけ込んでいく。吉香は代わって扉を閉しめ、その外で待機しながら、自分が初めてあちらの世界でトイレに入ったときのことを思い出した。

　入れ替かわってることなどすっかり忘わすれてトイレに入り、腰こしを下ろそうとして気がついたのだ。何をどうしたらよいのかわからず、限げん界かいギリギリまで狭せまいトイレの中であたふたしていた。結局腰を下ろす方法を選せん択たくしたのだが、その後がまた一苦労だった。

「……っ!!」

　案の定、小さな悲鳴がバスルームから洩もれ聞こえてくる。軽いパニック状じよう態たいなのか、何ごとかぶつぶつとしゃべっているような声も聞こえるが、声が小さく内ない容ようまでは聞き取れない。

　徐じよ々じよに途と切ぎれがちになっていった声は、最後にはまったく聞こえなくなり、十分ほど経けい過かしたところで、吉香は扉をノックした。

「大丈夫ですか？」

「……だ、大丈夫……じゃ、ないかもしれないです……」

「なにか、お手伝いできることはありますか？」

「…………」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、扉のすぐ裏うら側がわから雅音の声が聞こえてきた。

「……吉香さんも、男だん性せいになったことがあるんですよね……？」

「はい」

「……これ、どうやってしまったらいいんですか!?」

　半べその声に、吉香は心から同どう情じようを覚えた。







　二、閉とじていく気持ち







　吉よし香かが吉よし朗ろうの身体からだに慣なれるまでに、さほど時間はかからなかった。一いつ刻こくも早く身体に馴な染じまなければ、真ま琴ことを護まもることができなかったからだ。日にち常じよう生活の上で避さけられない入浴や排はい泄せつも、必死に戸と惑まどいや羞しゆう恥ちを押おし殺した。

　だが、雅まさ音ねはどうしても最後の一線を受け入れられずにいる。

　意思通り動くので、最初はまるで自分の身体のように思えるのだが、周囲は雅音を雅まさ成なりとして扱あつかう。真琴の宣せん言げん通り、慣れてもらうために、事情を知っている真琴も吉香も千ち尋ひろも、彼女を雅音とは呼よばない。そのたびに雅音は、この肉体が自分ではない別の人のものであることを、実感させられてしまうのだ。

　似にているというだけで知りもしない他人の、それも異い性せいの身体を触さわることなんて、なかなかできることではない。年頃の女性となれば尚なお更さらだ。

　トイレはもちろんのこと、一番の問題は風ふ呂ろで、どうしても目をつむってしまうから、雅音は身体を洗あらうことができない。

　その感覚は吉香にも覚えのないことではない。だからこの三日間、吉香は雅音とともにバスルームに入り、その入浴を手伝っていた。

　けれど、そうした身体のことを除のぞけば、雅音は雅成であるということに十分すぎるほどに馴染んでいた。

　雅成であること──吉香たち事情を知る者以外の前で、雅成として振ふる舞まうことには戸惑ったりすることもなく、堂々とさえしている。

　一種の才能ともいえるそれは、最大の難なん関かんである、身内の東とう金がねとの初対面時にも、遺い憾かんなく発はつ揮きされた。

「兄をモデルにしているんです。兄だったらこんなしゃべり方、こんな歩き方、それにこんな風に振る舞うんじゃないかって」

「お兄さん、ですか」

　吉香は泡あわ立だつスポンジを雅音の背せ中なかに滑すべらせながら、相づちを打った。

「雅成さんって、似てるんです。もちろん、髪かみはこんなお抹まつ茶ちやみたいな色じゃないし、目だって金色なんかじゃないけど、黒髪に黒目だったら、兄にそっくりだと思います」

　雅音が初めて鏡を見たとき、吉香がそうだったように、てっきり髪や目の色の相そう違いで驚おどろいているものとばかり思っていたのだが、そうではなかったらしい。

「見た目が似てると、中身も似るってこと、あるかもしれませんよね」

「ああ！　だから、東金さんも信じてくれたのかもしれないですね」

　吉香は東金と雅音の対面時を思い出して、微笑ほほえんだ。

　雅成本人と会ったことがあるのは真琴だけ、それも三年前の数分間だけだから、参考にすべき雅成像ぞうはない。そのときの、礼れい儀ぎ正しく真ま面じ目めそうだという印象だけが、真琴にできる唯ゆい一いつのアドバイスだった。

　それだけでは当然身内である東金を騙だましきることなどできないだろうと思っていたのだが、三年というブランクがいい方に働いた。

　東金は執しつ事じとなってからは忙いそがしいこともあり実家とは疎そ遠えんになっていて、三年前の雅成との再さい会かいも数年ぶりだったらしい。距きよ離り感が摑つかみきれず、身内と接せつするにしてはやや過か剰じようと思われた雅音の礼儀正しさも、東金には違い和わ感を与あたえなかったようで、雅成であることを疑うたがいもしていなかった。

　無む論ろん、見た目が雅成である以上、中身が違ちがっているなどと考える人間は少ないだろうが。

　それに今の東金に、そこまでの気持ちの余よ裕ゆうはない。なんとかパーティーまでに復ふつ帰きしようと無理やり動いては、じりじりと全治までの期間を延のばしてしまっていて、雅成だけがよすがとなっているのだ。

　東金は雅成のために、病びよう床しようで『佐さ倉くら家執事覚書』なるものまで作成し、なにとぞよろしく頼たのむとその手を硬かたく握にぎっていた。

「流しますね」
















　吉香はシャワーを摑み、レバーに手を伸のばす。そのとき、雅音が目をこすりながら、何かを求めて手を伸ばした。目をつむったままの雅音の手は、レバーに突つき当たり、レバーは一気に最さい大だい値ちまで振り切られてしまった。

「きゃ……っ！」

「え……？」

　シャワーヘッドは吉香の手の中で生き物のように暴あばれ出し、噴ふき出すお湯が吉香に襲おそいかかる。慌あわててレバーに手を伸ばしたが、吉香の上半身はすっかり濡ぬれてしまっていた。

「ご、ごめんなさい！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　吉香の声で自身のミスに気がついた雅音は、勢いきおいよくバスタブから立ち上がり、吉香の方へ身を乗り出した。その動きで、バスタブの中の湯がざぷんと揺ゆれ、今度は下半身が水みず浸びたしとなる。

「うわぁ！　……もう！　本当に、重ね重ねごめんなさい!!」

「私は平気ですけど……その……大丈夫、ですか？」

「え……？　あ！」

　雅音は目をしっかりと見開いて、吉香を見つめている。いつもは入浴後、バスローブを着るまで頑かたくなに目を閉とじていたのに、全ぜん裸らで、しかも膝ひざから上は全部バスタブの外に出てしまっているのに、雅音は目を開けていた。

　吉香の目線であらためてその事実に気がついた雅音は、ゆっくりと雅成の身体からだを見下ろして、「あれ？」とつぶやいた。

「なんか……いざ見てみたら、わりと平気、みたいです」

「本当に？」

「はい。……実は、恥はずかしいと言いつつ、一度もちゃんと見たことなかったんです。なんていうかその……」

「食わず嫌ぎらい？」

「そう、それみたいな感じだったのかも……。私、その……あんまり、男の人の裸はだかって見たことがなかったから」

　雅音は微かすかに頰ほおを赤らめて笑った。

「風か邪ぜ、引いちゃいますから、まず身体流しましょうか？」

「あー！　吉香さんこそ、風邪引きますよ！　身体、拭ふいて下さい」

「でも──」

「私、あとは自分でできますから……ね？」

「本当に、大丈夫ですか……？」

「ええ。これ、使って下さい」

　雅音は手を伸ばし、籠かごの中に入っているフェイスタオルを摑むと、吉香に手て渡わたした。

「でも、着き替がえちゃった方が早いかもしれないですね」

　雅音の言葉に自分自身を見下ろした吉香は、その濡れっぷりに苦く笑しようする。笑った拍ひよう子しにヘッドドレスからしずくが落ちてきて、慌ててタオルを当てた。

「……そうですね。お言葉に甘えて、着替えてきます」

　タオルを広げ、頭にかぶせながら、吉香はバスルームを出た。

（雅音さん、もう大丈夫そうね）

　食わず嫌いというのも妙みような話だが、吉香が最初そうであったように、普ふ段だん、あまり男性の裸体を見る機会がないと、見ること自体が失礼なような恥ずかしいような気がしてしまって、ちらとも見る勇気が出ない。

　けれど、いったん見てしまえば、それは現げん実じつとなる。馴な染じむ以前の問題だった雅音も、これで大丈夫だろう。

　笑った拍子に、また頰を水すい滴てきが伝う。頭からかけたタオルを押しつけるようにして髪の毛の水分を拭ぬぐい、扉とびらに手をかけたそのとき、ノックの音が響ひびいた。

「はい？」

「……あれ？　雅成、さん……？」

　ドアの向こうから聞こえてきたのは、不ふ審しんそうな春はる生きの声だ。春生は少しだけ開けたドアから半分だけ顔を出し、そこに吉香を見つけて、更さらに「？」を顔中に散らした。

「なんで吉香ちゃんがいるの？　それに、なんか髪かみの毛濡ぬれてるし……雅成さんは？」

「今、バスル──」

　肩かた越ごしに指さしたバスルームが不意にがちゃりと開いて、中からバスローブを羽は織おった雅音が出てきた。

「吉香さん、服が濡れちゃ──」

　言いかけて、春生に目を向けた雅音は口を「あ」の形にしたまま動きを止めた。

　そして春生はと言えば、雅音の声に誘われるようにぐいっと半身を部屋にねじ込んで眼鏡めがねの向こうで目をそれは大きく開いて、雅音と吉香とを見み比くらべていた。

　高速で行き交かう目の奥おくで、何か怪あやしい計算がなされているのを感じて、吉香は春生の肩に手を伸ばす。しかし、一いつ瞬しゆん早く、春生は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「え──っ!?　よ、吉香ちゃんと雅成さんて……！」

「春生ちゃん、何を──」

「吉香ちゃんから!?　ううん、吉香ちゃんはそんな器用なタイプじゃないよね。ってことは、雅成さんから!?」

「だからその──」

「一、二──来て三日なのに、手早すぎ……!!」

　春生の興こう奮ふんした叫さけび声から、高速で弾はじき出された計算結果の内ない容ようをようやく理り解かいして、吉香ははあっとため息をつく。日ひ頃ごろから恋れん愛あい至し上じよう主しゆ義ぎを標ひよう榜ぼうする春生の前では、まったく関係のない偶ぐう然ぜん通りすがっただけの男女でも、即そく座ざにめくるめく愛の歴史が紡つむぎ上げられてしまうのだ。

「雅成さんて、諒りよう子こさんみたいなのがタイプなんじゃないかと思ってたのに、吉香ちゃんに行ったか……。巨きよ乳にゆう好きとはちょっと意外……」

「えっと、あの……」

　雅音は怒ど濤とうのように叩たたきつけられる春生の攻こう撃げきに、何をどうしていいのやらわからず、バスルームの入り口でおろおろしている。吉香は濡れたタオルを頭から外して軽く畳たたむと、春生の前にぐいっと突つき出した。

「あのね。よく見ればわかるでしょ？」

「だから、今二人でバスルームにいたんでしょ？　それって──」

「いたけど、タオルを持っていっただけよ。そうしたら、シャワーのレバーに引っかけて、頭からお湯をかぶっちゃったの。服も濡れてるでしょ？」

「……服着たまま……!?」

　春生は頰を赤らめながらも、興きよう味み津しん々しんといった様子で吉香の方へ身を乗り出してくる。

「だからそうじゃないんだってば！　それより春生ちゃん、なんでここへ来たの？」

「あ！」

　ようやく本来の目的を思い出したのか、春生はいまだバスルームの扉に半身を隠かくしている雅音に手を振ふった。

「真琴様が書しよ斎さいに来て欲ほしいって。パーティーの」

「招しよう待たい客きやくの件けんでな」

　突とつ如じよ背はい後ごから言葉尻じりをすくい上げられ、驚おどろいた春生が振り返ると、そこには眉まゆを寄よせた真琴が立っていた。

「うわっ！」

「随ずい分ぶん騒さわがしくしてたが、いったい何事だ？」

「それがその、濡れた吉香ちゃんがバスルームから──」

「春生ちゃん!!」

　慌てて大声を上げたが、真琴は春生の言葉を確たしかめるように、吉香を見やる。その視し線せんに、どこか責せめるようなものを感じて、吉香は目を伏ふせた。

　一いつ緒しよにバスルームにいたのは事実だが、相手は雅音で、何のやましいところもない。けれどそれを、春生もいるここで言うわけにはいかないし、そもそも入浴を手伝っていたこと自体、雅音の手前、真琴には言っていないのだ。

「違ちがうんです。あの、タオルを──」

　仕方なく、春生にしたのと同じ説明をしようとした吉香を、真琴は手を挙げて制せいした。そして、無言のまま、吉香の手の中のタオルを取り上げると、首くび筋すじにあてがう。思いがけない行こう為いにびくりと肩をすくめると、真琴はそのまま手を離はなした。床ゆかの上に、ふぁさりとタオルが落ちる。

「……早く着き替がえなさい」

「はい……申し訳わけ、ありません」

「それから雅成」

「は……はい！」

　バスルームの入り口に立ちつくしていた雅音は、バスローブの胸むな元もとをかき合わせて大声で答える。

「終わったら、書斎へ来てくれ」

　それだけ言って、真琴は東とう翼よくへ行ってしまう。脇わきで口を押おさえて一部始終を見守っていた春生は、ぷはぁと大げさに息を吐はき出した。

「怒おこってたよね？」

「え……？」

　吉香は、さっき感じた真琴の視線が間違いではなかったのかとどきりとした。

「結局、真琴様自身が呼よびに来ちゃったんだもん。私、頼たのまれてたのに……あーもう、どうしよう！」

「それは……大だい丈じよう夫ぶだと思うよ？　だって、そういうのは元々私の仕事なんだし」

「それもそっか。あ、こんなところで騒いでたせいかも」

「あのぅ……」

　バスルームの方から遠えん慮りよがちに雅音が声をかけてくる。その姿すがたに、春生は声を上げた。

「そうだ！　元々雅成さん呼びに来たんだったよね。すみません、ここにいたら着替えられませんよね。すぐ出ますから──ほら、吉香ちゃんも早く！」

　春生に引っ張ぱられるようにして廊ろう下かに出た途と端たん、吉香は小さくくしゃみをした。

「うわっ、今見たら本当に全身ずぶ濡れじゃない！　早く着替えないと風か邪ぜ引いちゃうよ」

「うん、だいじょ──」

　言いかけて、再ふたたびくしゃみをする。もう夜も遅おそく、スチームの入らない廊下は冷え切っている。きっと、ここまで来た真琴も寒い思いをしただろう。

（早く着替えて、何か温かいものでも──）

　そう思う吉香の脳のう裏りに、先さき程ほどの真琴の視線がよぎる。

（なんだったんだろう、さっきの……）

　うつむいた拍ひよう子しに、ぽたりとしずくが垂たれる。慌あわてて頭に手をやると、ずぶ濡れのヘッドドレスはぺたりと髪かみに張はりつき、きっちりまとめてあったはずの髪も、タオルを当てたせいかすっかり乱みだれてしまっていた。

「やだ……！」

「どうしたの？」

「……さっきの真琴様の、これかもしれない」

　ほつれておちた後れ毛を一ひと房ふさ持ち上げて、吉香はため息をついた。

　真琴はあまり厳きびしい主ではないが、身だしなみや礼れい儀ぎに気を配ることは常つねに使用人に求めている。今のような少人数体たい制せいになってからは、メイドたちには文字通り、なりふり構かまっている余よ裕ゆうはない。けれど、そんなときでも皆みな互たがいに気を配り、乱れていれば注意しあうようにしていた。

（やましいとかやましくないとか、そんなこと考えてバカみたい）

　自分の馬ば鹿かさ加か減げんに今一度ため息をついて、吉香は恨うらみがましく春生を見やった。

「……こんなにひどかったなら、教えてくれればよかったのに……」

「だって、さっきはそんなこと言ってる余裕──あ、そうだ」

　春生はにんまりと笑って、雅成の部屋を指さした。

「雅成さんとのこと、あとでちゃんと聞かせてよ？」

「だから──」

「ほら、今はさっさと着替えた着替えた。風邪引いて戦線離り脱だつなんて、ぜーったい、許ゆるさないんだからね！」

「わかってるってば──くしゅん」

　春生の言う通り、今は一人でも欠けたら回っていかない。吉香は風邪に追いつかれないように、自分の部屋へと急いだ。
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　今月のメインイベントは間ま違ちがいなくパーティーではあったが、だからといって、日にち常じようの業ぎよう務むがなくなるわけではない。メイドたちはない時間をやりくりして、日常業務の外でパーティー準じゆん備びを進めている。雅音には基き本ほん的にパーティー準備にのみ専せん念ねんしてもらう予定で、それも千尋や吉香がなるべく側そばにいてフォローに当たることになっていた。

「吉香さん、ゆうべいただいた宿しゆく泊はく客のリストなんですけど」

「それなら千尋さんに──」

「そうじゃなくて、部屋割わりを考えてみたんです」

　雅音が差し出した紙を一いち瞥べつし、吉香は内心で舌したを巻まいていた。

　遠方から来る客のうち何組かが、パーティーの当日から数日の間、館やかたに滞たい在ざいすることになっている。それに対たい応おうできるだけの客間が佐倉邸ていには用意されていたが、単たん純じゆんに端はしから割り振ふっていけばいいというものでもない。華か族ぞくか否いなか、会社同士の関係はどうか、人数と滞在日数、客の好みなどなど、考こう慮りよすべき点は多い。

　通常、客間の割り振りはメイド頭がしらである千尋が担たん当とうしており、それを執しつ事じである東金に確かく認にんを取って許きよ可かをもらうという形になっているが、今回のパーティーはなにぶん急だったため、客の方でも泊とまる泊まらないがはっきりせず、日ごとに変わっていく。

　昨夜遅く、真琴が雅音を呼よび出したのは、押し迫せまったこの時期になって、招しよう待たいしろとごり押ししてきた遠とお縁えんがいたからだった。これまでにも何組か、自身で見切っておきながら再ふたたび交流を持つきっかけとして、パーティーへの招待を求めてきた華か族ぞくがいたが、もとより浮うわついた気持ちであったのか、慌あわてて送った招待状じように欠席の返事を寄よ越こしてきたりする。

　それゆえに、部屋割りはぎりぎり前日まで延のばし、最終的なチェックだけ、東金に頼たのむことにすると、千尋が朝のミーティングで言っていたのだ。

　しかし雅音は、その流動的な変へん更こうの可か能のう性せいも加味した部屋割りを提てい唱しようしてきた。邸内の略りやく図ずが宿泊客のパターンによって色分けされ、簡かん単たんに部屋を割り振ることができるようになっている。

「──いくら流動的って言っても、使える客間は限かぎられてますから、部屋割りのパターンも無む限げんではないですよね？　当日になって泊まられる方のことも考えて、予備の客間をここに取っておくとして、多分、青か赤のパターンが濃のう厚こうじゃないかと思うんですけど……吉香さん？」

「あ、ごめんなさい。びっくりしちゃって」

「あ……勝手にこんなことしちゃってすみません」

　先さき程ほどまでの明るい饒じよう舌ぜつな感じとはうってかわって、しゅんとしおれてしまう雅音に、吉香は慌あわてて首を振った。

「違うんです。すごいなって。だって雅成さん、お客様方とは面めん識しきないでしょう？　このお屋や敷しきのことだって、まだよくわかってらっしゃらないだろうに、一ひと晩ばんでこんなに……」

「お屋敷は一通り、案内してもらったじゃないですか。その後も、勝手に回らせてもらったし。お客様のことは──これがありますから」

　雅音はテーブルに置いてあった『佐倉家執事覚書』を取り上げた。

「この家を訪おとずれるお客様方の特とく徴ちようだとか好みだとか人間関係とか、とにかく細かくメモされてるんですよ……ほら」

　適てき当とうに選んだページを開き、吉香の方へと向ける。

　受け取った吉香は、そのノートの黒々とした様さまに圧あつ倒とうされた。どのページも、東金の几き帳ちよう面めんな字で埋うめ尽つくされている。

　思わず裏うら表おもてを見やった吉香を、雅音が不思議そうに見ている。

「あ……前から書いてたのかな、と思って。でもこのノート、新しいですよね」

「ええ。代理が来ると決まってから書き始めたんですって。きっと戸と惑まどうだろうからって。あんな寝ねたきりの状じよう態たいで、しかも短期間にこんなに」

「ほんと……って、もしかしてあれから東金さんに会ったんですか？　一人で？」

「はい。だって、一応叔お父じと甥おいですし、顔を見せないのも不自然じゃないですか。それに、このノートの補ほ足そくも欲ほしかったし」

「すごい……」

　自分からやらせてくれと言った以上、雅音は仕事をしっかりやるだろうことはわかっていた。けれど、そこまで積極的に動き回っているとは、吉香は思ってもみなかったのだ。真琴からは彼女をフォローするように言われていたが、そのための時間を思ったほどには捻ねん出しゆつできない。何かあったら声をかけて欲しいと言ってあっても、この広い屋敷の中、いつ頃ごろどこにいるというのは、吉香自身でさえわからないのだから、声をかけることもままならなかったろう。

　その間、雅音はこの黒々とした『佐倉家執事覚書』を必死に読み込こみ、屋敷中を歩き回り、東金雅成でいる上で地じ雷らいとも言うべき存そん在ざいに、自ら働きかけていたのだ。

「あのね、吉香さん。病人って、一日がすごく長いんですよ。東金さん、すごく真ま面じ目めでしょう？　だから余よ計けい気が滅め入いっちゃうし、無理に動こうとして悪化させちゃうんだと思うんです。動けなくてもできることはある、ってわかってくれれば、治ち療りように専念してくれるから──あ、もちろん、負ふ担たんのかからない範はん囲いで、ですけど」

「そういえば、雅成さんが来てから、東金さん随ずい分ぶんおとなしくなりましたね。食事も素す直なおにベッドの上で取ってくれるようになったし、パーティーのことを聞いてくる回数も減へって。あれ、雅音さんのおかげだったんですね」

「報ほう告こくと質しつ問もんなら、大たい義ぎ名分になるでしょう？」

　雅音は屈くつ託たくなく笑った。

　その笑え顔がおを見ながら、自分はどうだったろうかと考えてしまう。自分が吉朗としてあちらの世界にいるとき、吉朗として生活することに、ここまで注意を払はらっていただろうか。両親との接せつ触しよくも必要最さい低てい限げんにして、学校の友人は、それが春生の写し身であるとわかっても、どこか距きよ離りを置いてしまっていた。自分が吉朗になりきって積極的に何かしようとは、思っていなかったと思う。

　たった一つの願いだけを抱いだいてあちらの世界へ行ったから、そのことだけで頭がいっぱいになっていた。ただ、真琴の居い場ば所しよを探さがして、その身を護まもることしか考えていなかった。それ以外のことは二の次で、それは真琴第一である吉香にとって、ないも等しい。

「この部屋割わり、千尋さんに見せましょう。千尋さん、私たちよりも仕事多くて大変だから、きっと喜びますよ」

「そうだといいんですけど……ん？」

「今、ノックの音が」

「しました、よね？」

　雅音は吉香に確たしかめてから、扉とびらを見やった。今二人がいるのは、日中執しつ事じが詰つめねばならない控ひかえ室だ。この扉の向こうは玄げん関かんホールになっていて、扉のノッカーが打たれれば、すぐにわかるようになっている。

「でも、今日は来客の予定は」

　吉香は朝のミーティングを思い返して眉まゆを寄よせた。東金が倒たおれて以来、ミーティングで真琴のスケジュールを説明するのは千尋の仕事になっている。その千尋が、真琴は今日一日会社にいるので、来客はないと言っていたのだ。

「ないって……でも、一いち応おう、出てみないと……」

　雅音はそう言って、控え室を出て行ってしまう。慌あわててその後を追った吉香だったが、足を止めるとくるりと振ふり返り、反対側の東金の部屋へ抜ぬけて西せい翼よくの廊ろう下かへと出た。そして、玄関ホールぎりぎりのところへ立ち、様子をうかがう。ここにいれば、何かあっても偶ぐう然ぜんを装よそおって雅音のフォローができる。

　襟えりと袖そでの確かく認にんをした雅音が、扉を開けているのが見える。その隙すき間まから半ば強ごう引いんに押おし入ってきた男の顔を見て、吉香は目を見開いた。

（蓮はす沼ぬま様だわ……！）

　吉香は天を仰あおぎたい気分になる。

　雅音がこの家に来て四日、代理の執事として働き始めて三日となるが、その間、来客がなかったわけではなく、雅音はその客を失礼のないように迎むかえ入れ、来客担たん当とうメイドである諒子へ引き継つぎ、あるいは自ら主の下へと客を案内した。

　しかしそれは皆、もとより来らい訪ほうの約束があった客で、ミーティングの後、千尋や吉香が客の情じよう報ほうを伝え、その対たい処しよ法を学んでいたのだ。

　予定外の来客はこれが初めてで、これをうまくあしらえれば、今後、来客の際さい雅音につきっきりになる必要もなくなるかもしれない。

　けれど、その試金石がよりによって蓮沼男だん爵しやくだというのが問題である。

　彼の持つ会社が佐倉貿ぼう易えきと取引があり、華か族ぞく同士というよりは社長同士としての付き合いの方が深く、日頃から仕事の話で佐倉邸ていを訪おとずれることの多い蓮沼は、メイドの受けがあまりよろしくない。

　華族であることを笠かさに着ているのならば、かえって接するのも楽なのだが、そうではなく、とにかく頑がん固こで気き難むずかしいのである。

　メイドの立ち居振る舞まいはもちろんのこと、お茶の温度や種類にまでこだわる。注意されることは納なつ得とくのいくことばかりとはいえ、一挙手一投足を見定められれば緊きん張ちようして、日頃はしない失敗をしてしまうこともままあった。

　最近では、一番接することが多いのはやはり諒子で、さすがにお茶のことで何か言われることはなかったが、緊張から右足と右手が一いつ緒しよに出てしまったり、トレイを取り落として高らかに鳴り響ひびかせてしまったりする。

　諒子でさえそうなのだから、素人しろうと執事である雅音がうまく応対できるだろうか。握にぎりしめた手にじっとりと汗あせが滲にじむ。

　蓮沼は入ってくるなりじろりと辺りを睥へい睨げいし、ひたりと雅音に目を向けた。

「あんたは？」

「当家の執事をしております、東金と申します」

「ここの執事は、もっと年上だったと思うが？」

「ええ。おっしゃる通り、私よりも年かさでございます。彼はただいま主の用で留る守すにしておりまして、その間、代理を務つとめさせていただいております」

「それで、公爵はどこだね？　書しよ斎さいか？」

　そういって蓮沼は書斎のある東とう翼よくへ向かおうとするが、さりげなくその視し界かいに入り込んだ雅音は、ゆっくりと一礼してみせた。

「コートをお預あずかりします」

「う、うむ」

　蓮沼からコートを受け取った雅音は、腕うでに掛かけながら、軽く目を見開く。その表ひよう情じように引っかかりを覚えたのか、蓮沼は眉まゆを寄よせて雅音を見やった。

「なんだ？」

「外は随ずい分ぶん冷え込んでおりますね。すぐに温かいものをお持ちいたしますので、あちらでお待ちいただけますでしょうか？」

　雅音は応おう接せつ間まの方をやんわりと指し示しめした。その言葉を耳にして、吉香は厨ちゆう房ぼうへ駆かけ込む。突とつ然ぜん飛び込んできた吉香に、作業台の向こうで昼食の仕込みをしていた八や千ち代よは、びくっとして顔を上げた。

「なんだい、そんな勢いきおいで」

「今、蓮沼様がいらして」

「えぇ!?　なんだってんだろうね、急に」

　言いながらその手は、すでに茶器の棚たなに伸のびている。記き憶おくを探さぐるようにぐるりと目玉を動かすと、八千代は茶葉を選び出した。

「これなら大だい丈じよう夫ぶだろう」

「あの、すみません、お茶を──あ」

　吉香同様駆け込んできた雅音は、お茶の用意をしている八千代を見て、ぽかんと口を開けた。

「今やってるよ」

「吉香さん、すみませんが応おう接せつ間まにそれを」

「はい……でも、どうす──あの、雅成さん！」

　吉香の言葉も聞かず、雅音はすぐに飛び出していってしまう。足音から居い間まへ向かったのがわかったが、後を追うわけにもいかず、指し示じされた通り、吉香は応接間へと茶を運んだ。

「失礼します」

「ふん、随分と待たせる」

「申し訳わけありません」

　深々と頭を下げて、吉香がお茶を用意すると、蓮沼はぶるりと一つ身み震ぶるいして、茶器を取り上げた。

「熱っ！　熱すぎるぞ！」

「申し訳ございません……！」

「ふん……。まったく、この家のメイドと来たら、茶葉に最さい適てきの温度というものを、まるでわかっていない」

　茶の味と香かおりと色を一番引き出す温度についての蓮沼の講こう釈しやくを、吉香はただひたすら頭を下げて聞いている。前にも一度、そのときは温ぬるいと言われたのだが、茶の温度をしくじったときに、やはり温度の話を聞かされた。しかし、そのときと今回とは違ちがう茶葉で、蓮沼の講釈の中でも、説明される温度や抽ちゆう出しゆつ時間は全然違っている。ただ難なん癖くせをつけているわけではないのだ。

　一くさり垂たれるだけのことはあって、蓮沼の茶に対する知ち識しきは広く深い。思わず感心しながら聞き入ってしまった吉香だったが、不意に響いたノックの音に、はっと顔を上げた。蓮沼のいらえを受けて入ってきたのは雅音だった。

「失礼します。蓮沼様」

「なんだ？」

「実は……主は先さき程ほど、仕事の資し料りようを取りに会社へ参りました」

「なんだと？　約束があるのにか！　十一時と言ったのは公爵だぞ」

「申し訳ありません。現げん地ちから品物が届とどいたとのことで、蓮沼様にお見せしたいと」

　その途と端たん、蓮沼の顔が奇き妙みように歪ゆがんだ。開きかけた口を、慌あわててぎゅっと結ぶ。顔には熱い茶を飲んだのとは違う赤みが差し、落ち着きなくあちらこちらへと目をやった。

　しかし雅音はそれに気づいた風もなく、申し訳なさそうに頭を下げた。

「本当に申し訳ありません。けして、蓮沼様とのお約束をないがしろにしていたわけではございませんが、このままでは蓮沼様をお待たせしてしまうことになろうかと」

「う……うむ、そうか。そういうことなら、仕方がない。儂わしが会社へ出向くとしよう」

「しかしそれでは──」

「構かまわん！　ああ、連れん絡らくもせんでいいぞ。どうせ大して時間もかからん」

　蓮沼はそういうと講釈の間に頃ころ合あいに冷めていた茶を一気にあおり、応接間を出て行く。雅音が追いついてコートを着せかけると、また顔に朱しゆを散らしたが、怒ど鳴なり散らすこともなく、そのまま玄げん関かんから出て行った。

（噓うそみたい……蓮沼様、一度も雅音さんに対して文もん句く言わなかったわ）

　諒子が見たら心底羨うらやましがるだろう、珍めずらしい光景だ。吉香が応接間の茶器を片かたづけてホールへ出てくると、ちょうど見送りを終えて中に戻もどってきた雅音が、吉香に向かって人差し指と中指だけを立てた右手を突つき出してみせた。

　ややあって、それがあちらでは成功とかプラスの意味合いを持つサインだと気づいた吉香は、目をぱしぱしと瞬しばたたかせた。

「あの、今のお話っていったい……」

「あの方、約束を間違えてらしたんです」

「……え!?」

「時間は合ってたんですよ。でも、場所はここではなく、会社の方だったそうです」

　蓮沼は『品物が届いた』という言葉で顔色を変えていた。それで思い出したのだろう。真琴が商品をこの家に運び込こんで商談することはまずない。

　ただ、学生という身分にあった真琴は、今まではあまり会社に顔を出すことなく、家で仕事をすることが多かった。蓮沼もよく商談に訪おとずれていたから、勘かん違ちがいしてしまったのだろう。

「……さっき居間に行ったのって、もしかして真琴様に電話を……？」

「はい、確かく認にんのために。でも、気き難むずかしい方のようだったから、そのまま本当のことを言ったら大変だろうなと思って。あとは……口くち裏うら合わせ、ですね」

「口裏……？」

「真琴様も『自分が間違ったことにした方がいいだろう』とおっしゃったんで、そういう方向で話を作っちゃいました」

「じゃああれ、雅成さんの作り話だったの……!?」

　またあのサインを作って、雅音は笑った。

「驚おどろいた……。今の会話、すごく自然だったから」

「そうですか？」

「ええ。確たしかに少し気難しいところのある方なのに、雅成さんのこと、一度も怒ど鳴ならなかったから」

　雅音について、一いつ緒しよに控ひかえ室に戻った吉香は、テーブルの上に置きっぱなしになっていた部屋割わり表を取り上げて、雅音に尋たずねた。

「コートや案内する間も随ずい分ぶん自然でしたけど、元々はどんなお仕事をなさってたんですか？　接せつ客きやくの経けい験けんがあるというのは聞きましたが」

「仕事、っていうほどでもないんです。レストランのウェイトレスとか、病院の受付とか、人の多いところで、ちょっと働いていたことがあって。人と会うのが好きなんです。だから、コンシェルジュとかグランドホステスに憧あこがれていて──」

　耳みみ慣なれない言葉に吉香がきょとんとしていると、雅音はあ、と口を開けて、照れくさそうに笑った。

「つい、世界が違っていること忘わすれちゃって。コンシェルジュっていうのは、ホテルのロビーにいて、お客様の要望に応おうじてお店を案内したり、必要なものを用意したり、お客様が気持ちよく過すごせるように努める職しよく業ぎようで、グランドホステスっていうのは、空港でコンシェルジュのような仕事をする人」

「それって……ちょっと、執しつ事じに似にてますね」

「私もそう思って……。実を言うと、だからやってみたかったんです。そんな浮うわついた気持ちでやられたら迷めい惑わくだろうってわかってはいたんですけど、でも、どうしてもやってみたくて」

「それで……どうですか？　執事は」

　吉香の問いに、雅音はにっこりと笑った。

「すごく楽しいです！　大変だけど、その分やりがいがあるっていうか……。今みたいな場面だとか、そういう部屋割りだとか。レストランでも、子ども連れとカップルの席は離はなすとか、その程てい度どの配はい慮りよはしますけど、やっぱり規き模ぼも違うし、負っている責せき任にんも違うから。……でも、やっぱり素人しろうとは素人ですよね。雅成さんの通っている養成機関、私も行ってみたいです」

「もしかして、そういう学校に……？」

　吉香が感心したように言うと、雅音はふっと淋さびしげに笑い、首を横に振ふった。

「学生なんです、本当は。医大の二年生」

「お医者様の卵たまご、ですか？」

「どう、だろう……割れない卵、かも」

　執事のことを語るときとは、あまりに落差のある憂うれいを帯びたその顔に、それ以上踏ふみ込むのがためらわれて、吉香は再ふたたび部屋割り表に目を落とした。

「これ、千尋さんに渡わたしてきますね」

「はい、お願いします」

　部屋割りを見やる目は、再び明るさを取り戻もどしている。吉香は微笑ほほえみ返して、控え室を後にした。

（随ずい分ぶんと馴な染じんでるみたいだな、雅音さん……）

　身体からだのことはともかくとして、執事仕事に関しては、ぎくしゃくしていたのは最初だけで、すぐに堂々たる執事ぶりを見せた。カフェや、別の華か族ぞくの家で働いていたことのある諒子の接客にもいつも感心させられていたが、それとはまた別の意味で、客あしらいがうまい。

　たまたまやってみたかった仕事だから──というよりも、写し身だから思考に似たところがあって、同じ方向を目指していたのかもしれないが、それにしても入れ替かわっているとは思えないほどぴたりとはまりこんでいる。これなら、雅成の評ひよう判ばんを落とすこともないだろう。

　雅音が見事な仕事ぶりを見せるたびに、すごいと驚いてしまう反面で、吉香は自分が吉朗だったときのことを思い返し、軽い自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいってしまう。きっと吉朗は、戻もどった後、自分を見る周りの目が変化していることに、驚いたに違いない。友だち付き合いも満足にせず、学校と家以外の場所では常つねに真琴に付き添そっていたのだ。恋こいに狂くるったと思われていたかもしれない。

「恋……」

　つぶやいて、吉香は首を横に振る。

（私はただ、真琴様を護まもりたかっただけ。真琴様を──）

『その手が、君の手でなかったとしても？』

　不意に耳元にその言葉が響ひびいて、吉香ははっと顔を上げた。そして、部屋割り表を持ったまま、その左手を胸むな元もとに当てる。

（大だい丈じよう夫ぶ。私は、覚えてる）

　あの日の温ぬくもりが逃にげてしまわないように、吉香は右手で左手を覆おおい隠かくした。
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　パーティーに関する采さい配はいは、東金の怪け我が以い降こう、表向きメイド頭がしらである千尋へと、その指し揮き権けんが委い譲じようされていた。しかし、千尋とて、戻ってまだ半月ほどにしかならず、最後に佐倉家のパーティーに関かかわったのは、入れ替わる前──つまり三年も前のことだ。しかも当時は、先々代・秀ひで麿まろ付きの複ふく数すういるメイドの一人で、メイド頭の采配など知るよしもない。

　結果的に入れ替わりという事じ情じようをすべてわかっていて、なおかつメイドとしてのキャリアが長く、ブランクの少ない吉香が、その裏うらに回ってフォローすることになっていた。

「吉香、食堂の壁かべ際ぎわに置く椅い子すなんだけれど」

「あといくつでしたっけ？」

「十脚きやく」

「食堂のと合うものだと──」

　吉香は三階の一室で、埃ほこりよけの布の下に潜もぐり、家具を改めていた。日ひ頃ごろ掃そう除じはしていても、そこにしまわれている家具の正せい確かくな数までは把は握あくしていない。入手当時のままのセットで残っていれば、数の見けん当とうもつくのだが、これまたワゴン同様先々代に持ち去られ、あるいは処しよ分ぶんされて、半はん端ぱな数になっているものも少なくない。

「こっちの布張ばりのは色味が厳きびしいですよね……」

　千尋は座ざ面めんの緑をちらりと見やって首を横に振った。

「少なくとも、食堂の椅子とは合わないと思う」

　千尋は、色しき彩さいや形けい状じようの組み合わせのセンスに優すぐれていて、客間のカーテンや花か瓶びん、リネン類などは、ほとんど千尋の意見で決められている。しかし、三年のブランクが、そこに一つの影かげを落としていた。

　この三年間で新たに買い足された物はまったくわからないし、先代が亡なくなった約一年前に、大々的な部屋替えと模も様よう替えが行われてしまったため、千尋にはどこに何があるかわからない状じよう態たいになってしまっている。日頃暮くらしていて、掃除もこまめに行っている吉香でさえ、即そく座ざには見つけられないのだから、三年ものブランクがある千尋には難むずかしいだろう。

　吉香はメイドになる以前からこの屋や敷しきで暮らしているから、大たい概がいの調度品については頭に入っている。現げん在ざい位置まではわからないにしても、こういうものがこの辺りにあるだろうというのは把は握あくしていて、それが千尋にとっては随分と助けになるらしい。千尋のフォローといっても、今のところ、吉香が役に立てているのはこの程てい度どのことだ。

「あとは……あ！　そういえばどこかに、黒いはしごみたいな椅子がありましたよ！」

「……はしご？」

「背せもたれが間かん隔かくの狭せまいはしごみたいになってて、背が高いんです。色も沈しずみすぎない黒でしたから、食堂の椅子とも壁とも合うと思いますよ」

「背が高いのね？」

　言いながら、白い布の海に潜り込んだ千尋だが、二人して探さがしているのに、なかなかそのはしご椅子は見つからない。

「おかしいなぁ……あれは、秀麿様もお持ちになってないはずなのに……」

「他ほかの部屋じゃないの？」

「私、隣となり見てきますね」

　吉香は千尋をその場に残し、三階の廊下へと出た。東側の二つはつい最近、別の家具を探しに入ったばかりだから、そこに件くだんの椅子がないことだけはわかっている。そして、今いた西の端はしの部屋にもない。

「三階、だったよね……」

　つぶやきながら、吉香はすぐ隣の部屋に入った。しかし、そこにあるのは他の部屋の物よりぐっと素そ朴ぼくな作りのタンスや、ベッドの木き枠わくばかりで、椅子の類は置かれていない。

「そういえば、前はこういうので寝ねてたんだよねぇ」

　吉香は木枠を軽くなでて笑う。ここにある木枠は、メイドたちのベッドの物だ。組み合わせて二段になり、これが一部屋に二組、多いときで三組置かれていた。

　この三階には、かつてたくさんの使用人たちが暮らしていた。吉香は両親と一いつ緒しよだったから、三人で一室を与あたえられ、少しだけ皆より広い空間を持っていた。もちろん、それも中学を出るまでのことで、両親の手伝いとしての下働きでなく、正式にメイドとなってからは、皆と一緒に一部屋に四人も五人も詰つめ込まれ、二段ベッドで眠ねむった。

　一年前、吉香はまだこの三階にいた。一階にある今の部屋に移うつったのは、先代が亡なくなり、先々代が隠いん居きよしてしまった春先のことだ。

　バスルーム付きの西せい翼よくのあの部屋は、もともと各担たん当とうの頭かしらであるメイドたちの部屋だった。本来なら、年とし若わかい吉香たちが入れる場所ではない。けれど、部下の一人もないとはいえ、唯ゆい一いつ無む二にの担当ならば頭と言えなくもないから、一いち応おう、その資し格かくはあるのかもしれない。

「吉香、そっちはあった？」

「ここにはないみたいです。そっちは？」

　千尋は両の人差し指をバツの形に作ってみせる。

「うーん……あ、あっちの物置かも」

　三階には使用人たちの部屋以外に、東とう端たんと西端に一つずつ部屋がある。ここは使用人部屋が物置になる以前から物置だった、元がん祖そ物置部屋で、他の階で使われなくなった家具は、元々はここにしまわれていたのだ。

　東と西とを見やった吉香は、東に当たりをつけ、千尋とともに東端の物置へと向かう。元々居きよ室しつだったところとは違ちがい、窓のない物置の中では布は掛けられていない。おそるおそる開け、電気をつけた途と端たん、探し求めていた黒いはしご様の椅い子すが目に飛び込んできて、吉香はぱん、と手を打ち鳴らした。

「これです、これ！」

「……なるほど。確たしかにはしごに似にてる」

　はしご椅子は二脚きやくずつ組み合わされて紐ひもで縛しばりつけられていた。それが少なくとも六組はある。求めている数には十二分に足りる。

「このまま下ろしちゃいましょうか？」

「二人で五回ずつ往おう復ふくするよりはいいと思うけど……重さは？」

「……ちょっと、重いかも」

「素す直なおに往復しよう」

　言うが早いか、千尋は椅子同士を縛りつけている紐をほどいていく。吉香もあきらめて、手近な椅子の紐に手をかけたが、ほどききったところで「あ」と声を上げた。

「なに？」

「これ、布なんですね」

「麻あさ紐ひもだと、椅子に疵きずがつくから、かな」

「多分。……でも、なんだかリボンみたい。つるつるしてて……昔、こういうリボン、よくつけてたなぁ」

　さらりとした表面に指を滑すべらせて、吉香は微笑ほほえんだ。

「今みたいに髪を伸ばしてたんだ」

「今よりも長かったかな。両側を編あみ込こんでもらったり、結ゆい上げたり。母は手先が器用で、いろんな髪型にしてもらいました。それで、こういうリボンを最後に結んでもらうんです」

「へぇ……」

　千尋がその紐をためつすがめつしているのを見て、吉香は苦く笑しようした。

「もちろん、こんな薄うす汚よごれて太さもばらばらだったりしないやつですよ？　色だって、こういう白いのじゃなくて、明るいピンクと、鮮あざやかな赤と、それから──」

「それから？」

「──空色の……とってもきれいな空色のリボンです。一番のお気に入りで……でも、あのリボン、どこかでなくしちゃったんですよね。片かた方ほうだけ」

「片方残っていれば、使えるでしょう」

「使えますけど、二つ揃そろってないと、なんとなく使う気にはなれないんです。子どものバカげたこだわりですけどね。それでも、捨すてられなくてずっと取っておいたと思ったのに……そういえば、なくさなかったもう一方も、いつの間にかなくしちゃいました」

　多分、吉香がまだ小さくて、ここが本当に吉香の家だと信じていた頃ころ……真琴と遊べることが特別でおそれおおいことだなんて、思いもよらなかった頃のことだ。この広大な館やかたの中、かくれんぼや鬼おにごっこで、二人して隅すみ々ずみまで走り回った。きっとその最中、どこかで落としてしまったのだろう。

　あれ以来、髪にはあまりリボンをつけないようになってしまった。今では、髪は編んで一つにまとめ、ピンで留とめてしまう。飾かざりらしい物といえば、ヘッドドレスの両りよう脇わきについた素そっ気けないくすんだリボンだけだ。

「一度二階へ全部下ろしてしまいましょう。それから」

「一階ね。わかった。じゃあ、お先に」

　ひょいと一いつ脚きやく持ち上げて、千尋は先に物置から出て行った。遅おくれて一組ほどき終えた吉香も、逆さかさに積み上げられた椅い子すを持ち上げるが、その途端、少しぐらついてしまう。

「おっと……」

　一脚になれば、けして持てない重さじゃない。しかし、千尋ほどの背せ丈たけはないから、アンバランスに背もたれの長い椅子を、そのまま逆さで運ぶのは難むずかしい。

　小こ柄がらな自分を恨うらめしく思いながら、吉香は椅い子すを抱かかえ直して、慎しん重ちように階かい段だんを下りていく。

（一脚ずつで正せい解かいだわ……）

　とにかく全長が長いので、方向転てん換かんにも気を遣つかう。もとより、布で縛ってあったほどだ。疵がつきやすいのだろうから、ぶつけないように注意しながら進むと、たった一階分、椅子一脚運んだだけで、軽い疲ひ労ろう感を覚えていた。

「あれ？　千尋さんの椅子がない……」

　先に下ろされたはずの椅子が、廊ろう下かに見あたらない。結局一階まで下ろしてしまったのだろうかと首を傾かしげつつ階段へ戻もどると、ちょうど千尋が二脚目の椅子を持って下りてくるところだった。

「あれ……？　千尋さん、椅子を取りに？」

「ええ。さっき吉香の後ろを──先に下へ？」

「千尋さんが、じゃなくて？」

　二人して顔を見合わせていると、階下から犯はん人にんが現あらわれた。

「もしかして……雅成さん？」

「え？　あの、いけませんでした？　てっきり食堂で使うものかと思って、下ろしちゃったんですけど……」

　不安そうな雅音に、吉香は慌あわてて首を振ふってみせた。

「いえ、ありがとうございます。でも、雅成さんどうして……？」

「今日はお客様もないですから、お手伝いさせて下さい。椅い子す運ぶのはどうってことないですから」

　そう言って雅成は千尋から二脚きやく目めの椅子を受け取ると、そのまま階段を引き返していった。雅音が手伝ってくれるのなら、椅子運びも楽になる。

「あの、千尋さん、ここは雅成さんとしますから、千尋さんは例の客間の絵画の方、やって下さい。先々代のお部屋に少し、残っていますから」

　すでに二段ほど三階に向かって登りかけていた千尋は、一いつ拍ぱくの間で考えて、小さくうなずいた。椅子運びに三人も使う余よ裕ゆうはない。

「……わかった」

「これが終わったら、手伝いに──」

「いい。そっちは一人でできるから」

　千尋と入れ替かわるようにして三階へ上がった吉香は、林立する椅子を見て思わずため息をつくが、無む限げんに終わらないというわけではない。一脚ずつ二階へ下ろしていくと、次の一脚を下ろす前に雅音の手によって一階へと下ろされていて、残り八脚の内の七脚までが、無事食堂の隅すみへと運び込まれた。

　最後の一脚と思うと足取りも軽く、吉香はそのまま一階へと下ろした。そこへ、雅音が戻ってくる。

「よかったのに、置いといてもらって」

「でも、自分だけ下りてくるのも変でしょう？」

「そうですけど……あ、持ちますよ」

「大だい丈じよう夫ぶ。これは私が運ぶから、雅成さんはもう控ひかえ室に戻って下さい。昨日みたいな不意の来客があるかもしれないから」

　食堂に運ぶべく椅子を持ち上げた吉香は、バランスの取り方を間ま違ちがえて、大きく身体からだをぐらつかせた。慌てて立て直そうと踏ふみ出した足は虚むなしく宙ちゆうを切り、余計に不安定な状態となる。

（うわ……っ）

「危あぶない……！」

　即そく座ざに後ろに回り込んでくれた雅音に、身体全体で受け止められて、吉香はほうっと息を吐ついた。このまま転んだら、椅子の下した敷じきになった吉香も怪け我がをするだろうが、何より椅子に疵が付いてしまう。

「……ありがとうございます。疵、つけちゃったらどうしようかと」

「嫁よめ入り前ですからね。間に合ってよかったです」

「……そうじゃなくて！　こっち、この椅子の方ですよ！　私が怪我したところで、この椅子直すよりうんと安くあがるもの」

　抱だき留とめられた姿し勢せいのまま下から雅音の顔を見上げて、吉香はにこりと笑った。椅子ごと吉香を抱かかえている雅音は、苦く笑しようしながら姿勢を立て直し、宙に浮ういていた椅子の脚あしを床ゆかにつける。吉香は椅子に引っ張ぱられる形でようやくまっすぐに立つことができて、笑いながら雅音の腕うでの中から抜ぬけ出そうとした、そのときだった。

「吉香……？　何をしている？」

「真琴、様……？」

　ちょうど東とう翼よくの書しよ斎さいから出てきた真琴は、吉香たちの格かつ好こうを見て眉まゆをひそめている。吉香は慌てて身を低くし、すっと雅音の腕から抜け出すと、椅子の前に回り込んだ。

「その……この椅子を、食堂に運ぼうと思って」

「それを……二人がかりで？」

　真琴は、雅音と吉香とを交こう互ごに見やりながら言った。吉香は真琴のその視し線せんに落ち着かないものを感じて、ゆるゆると目を伏ふせる。まるで、この間、東金の部屋で怒おこられたときのようだ。

　吉香は波立つ気持ちを抑おさえつつ、目の前の椅子を持ち上げた。

「……これくらいなら一人で持てますから」

「だったら、最初から一人で運びなさい。それから雅成」

「はい」

「また招しよう待たい客が増ふえた。リストを渡わたすから、書斎へ来てくれ」

　真琴は早口でそれだけしゃべりきると、あとは吉香に一いち瞥べつもくれず、今出てきたばかりの書斎へ舞まい戻もどってしまう。雅音は困こまったように、吉香と書斎とを交互に見やっていたが、吉香が椅子を持ち上げてにっこりと笑うと、ほっと息を吐いて真琴の後を追った。

　それを見送ってから、椅子を抱え直して、吉香はとぼとぼと東翼の廊ろう下かを歩き出す。

（また……あんな目で見られちゃった……）

　仕事で疲つかれている真琴に、余計な気を遣つかわせたくはないのに、また失敗してしまった。書斎の側そばで笑い声を立てるなんて、気が抜けている証しよう拠こだ。真琴が不ふ快かいに思うのも無理はない。

（もっと、しっかりしなきゃ）

　なんだか急に椅子が重みを増ましたように思えて、吉香は東翼の長い廊下で何度も椅子を抱え直した。







　三、開けない夢の果はて







　こちらへ来てから何度となくこうやって待ち合わせていて、随ずい分ぶんと慣なれたと思っていたのに、今日は胸むねのどきどきが止まらない。

　もしかして、外に洩もれていて、周りの人に聞こえているんじゃないかと、思わず胸に手を当てた。

　大きすぎるといつも春はる生きにからかわれていた胸は、今はまるでぺったんこで、ブラジャーをつけなくても揺ゆれたりしない。

　毎朝きっちりと編あみ込こんでヘッドドレスを載のせていた髪かみも、素そっ気けないショートヘアーになっている。

　一生懸けん命めいブローして直した寝ね癖ぐせが跳はねていないのを確かく認にんして、改札口に目をやった。

　待ち合わせ時間まであと十分。

　今が朝じゃないだけで、制せい服ふくを着ていないだけで、昨日と同じ場所に立っているとは思えないほど緊きん張ちようしている。でも、いやな緊張感じゃない。

　あと十分……この十分も、きっと大切な思い出になる。

　吉よし香かは目を閉とじて、大きく深しん呼こ吸きゆうした。そのとき。

「やっぱりだめだ」

「え!?」

　前から来るはずの待ち人の声が、耳のすぐ後ろから聞こえてくる。驚おどろいて振ふり返ると、穏おだやかに、でもどこかいたずらっぽい笑え顔がおを浮かべた少女が立っていた。

「真ま琴こと様……！　いらしてたんですか？」

「吉香が来るずーっと前にね。それで、吉香の人待ち顔を見ていようと思ったんだけど、やっぱりだめだった」

「だめって……？」

「ただ見てるだけなんて、もったいない」

　その一いつ瞬しゆんだけ、真琴の顔から笑みが消える。澄すんだまなざしに見つめられて、吉香の胸のどきどきは増ました。

「真琴、様……」

「さ、行こう」

　結ゆいもせず、ただ垂たらしただけの長い黒くろ髪かみをふわりと舞まわせて、真琴は優ゆう雅がに半回転する。そうして吉香を振り返って、その右手を差し出した。

　その手の意味が、わからないわけではない。小さい頃ころ、本当にずうっと小さい頃、まだ真琴をまあちゃんと呼よんでいた頃、吉香の手はいつもその中にあった。

　でも、誰だれに言われるでもなく、いつしか手を伸のばせなくなっていた。

　その手が今、吉香に向けられている。

　誘さそわれるように持ち上げた手は、やはりためらって途と中ちゆうで止まってしまう。しかし真琴はくすりと笑うと、その手を強ごう引いんに摑つかみ、ぐいっと引っ張ぱった。

「…………！」

　急に引っ張られた吉香はバランスを崩くずし、前のめりになる。転ばぬようにと無む意い識しきに籠こめた力で、吉香は真琴の手をしっかりと握にぎっていた。

「あ……」

「……行くよ、吉香」

　握り返す手は温かい。胸の鼓こ動どうがこぼれ落ちないようにと願いながら、吉香は真琴の隣となりに立って歩き始めた。







　いつも、歩くときは真琴の数歩後ろについていた。こちらへ来てからは、身体からだ一つ分、前に出る。真琴の身を護まもるためだ。

　学校へ行く前、学校から帰る途中、あの汚けがらわしい男の目に真琴がさらされることがないように、少し前を行った。

　でも今は、前でも後ろでもない、真横に立っている。そうしないと繫つないだ手が離はなれてしまいそうで、吉香は真琴と歩調を合わせて隣を歩いた。

「はぐれないようにしないと」

「え？　あ、はい。ここは随分と、人通りが多いですね」

　辺りを見回しながらそう言うと、真琴はにっこりと笑った。

「休日だし、こんなにいい天気なのに、外に出ないのはもったいないだろう？」

「そうですね。みんな……楽しそう」

　休日だといっても、まるで学校にいるみたいに、周りは吉香たちと同年代の若わか者もので溢あふれている。学校との違ちがいは制服でないこと、そしてその大半が、今の吉香たちのように手を繫いでいるということだ。

「吉香は、楽しくないのか？」

「い、いえ、そんな」

「それじゃあ、どう？」

「どうって……」

　真琴は吉香の顔を覗のぞき込んでくる。恥はずかしさから思わず目を伏ふせて、吉香は小さな声で「楽しいです」と答えた。

「それはよかった。吉香」

「はい？」

「……今日一日だけは、二人とも、楽しく過すごそう」

「……はい！」

　真琴を──正せい確かくには、真琴が宿っている麻ま琴ことという少女を狙ねらう貴たか史しという男は、蛇へびのようにしつこく真琴をつけ回していた。

　真琴と入れ替わりにやってきた麻琴から話は聞いていたのだが、そのあまりの執しつ拗ようさに吉香は心底ぞっとした。借金をちらつかせて婚こん約やく者しやの座ざにまんまと座すわった貴たか子こなど、まだ可愛かわいい方だったのだ。

　吉香は吉よし朗ろうとしての生活を送りつつも、常つねに真琴の身を護ることを最さい優ゆう先せんに考えて行動していたが、貴史は貴史で麻琴を奪うばうことを最優先に考えて行動しているようで、本当に大学に通っているのかと怪あやしんでしまうほど、いつどこからでも二人の前に現あらわれた。

　どうやら貴史は麻琴の行動パターンを完全に把は握あくしているらしい、というのが真琴の推すい理りだった。だったら、パターン外の行動をしてみましょうと提てい案あんした。吉香は真琴の姿すがたをした麻琴から、こちらの世界の話をたくさん聞いている。そこから類推して、麻琴が行かないような所へ行けばいい。

　いつもの待ち合わせ場所から電車に乗った後、真琴は電車の中にいた一組のカップルに目をつけた。いたずらっぽく微笑ほほえんで、その跡をつけようと言い出したのだ。

　カップルは電車を一つ乗り継ついで、繁はん華か街がいへとやってきた。麻琴が学校帰りに友達と立ち寄よったという地元近くの駅とは比くらべものにならないほど、人が多い。もし万が一、貴史がここまで追いかけてきたとしても、この人出では跡をつけるのも簡かん単たんではないだろうし、まくのも難むずかしくはなさそうだ。

　知らない街に降おり立って緊きん張ちようしたのは一いつ瞬しゆんで、吉香は久ひさしぶりに肩かたの力を抜ぬいて街を歩いていた。

「なんだろう、あれ」

　人だかりができていると、真琴はすぐにそちらに寄っていく。昔から好こう奇き心しんは旺おう盛せいな方だったが、こちらの世界は違うものや知らないものが多すぎて、存そん在ざいするすべてが真琴の興きよう味みを駆かり立てるらしい。

　その人だかりをかき分けて前へ出てみると、極ごく彩さい色しきの派は手でな衣い装しように奇き妙みような化け粧しようを施ほどこした道どう化け師しが、見事な芸を披ひ露ろうしていた。真っ赤な手玉を五つも六つも投げ上げては、落ちてくるまでのわずかな間に一回転したり、鼻の頭につけていた、手玉によく似にた真っ赤な鼻を投げ上げて混まぜてしまったり、地面すれすれまで落としてからさっと取り上げたり、動きの一つ一つがユーモラスで、自然に笑いがこみ上げてくる。

「すごいですね、真琴様！」

「吉香」

「はい、なんですか？」

「様は、なしだ」

　真琴は道化師の方を向いたまま、きっぱりとした口調で言う。しかし、真琴に仕えるメイドの身である吉香に、まさか呼よび捨すてなどできるはずもない。どうしたものかと口ごもっていると、隣となりで真琴が小さく吹ふき出した。

「難しい話じゃない。ただ、そんな呼び方をしているカップルはいないだろう？」

「そうですけど、でも……」

「それに、吉香というのも変だね。今はこんな姿なんだし。……そうだ！　今日だけ、よーちゃんと呼ぼう」

「えっ!?」

「私がよーちゃんと呼ぶんだから、お前はまあちゃんと呼べばいい」

　それは幼おさない頃ころ、真琴だけが呼んでいた吉香の呼び名であり、吉香にだけ許ゆるされていた真琴の呼び名だ。物心がつき、自分の置かれている立場をぼんやりとながら理り解かいしたときから、吉香の胸むねの奥おくに鍵かぎを掛かけてしまわれていた。

　使用人がそんな風に親しげに、主を呼ぶことは許ゆるされない。だから今は、思い出の中でしか聞けない。

「…………」

　本当に呼んでいいのだろうか。そんなためらいが伝わったのか、繫つないだ手に力が籠こめられた。

「今日だけ……今日だけ、だよ。よーちゃん」

　優やさしい響ひびきに、胸がとくんと一つ鳴った。思わず滲にじんだ涙なみだを振ふり払はらうように、吉香は目を瞬しばたたかせると、大切なその言葉を舌したの上にのせた。

「……まあちゃん」

　今度は、吉香の手に力が籠もる。二人してあんまり固く握にぎったものだから、手が痛いたくなってしまって、それがおかしくて笑ってしまう。笑いで力は抜けたけれど、それでも手は離はなさなかった。しっかりと、でも柔やわらかく二人の手は握られたまま、道化師の鮮あざやかな演えん技ぎに目をやる。

（……まあちゃん）

　吉香は嚙かみしめるように、心の中でもう一度、その名を呼んだ。すると、それが聞こえていたかのように、真琴が吉香に向き直る。

「よーちゃんに、食べさせたいものがある」

「食べさせたい……もの？」

「こっちだ」

　この街へ来るのは真琴も初めてだと言っていたのに、真琴は迷まよいのない足取りで歩き出す。

「こっちって」

「さっき、見かけたんだ。前に行ったのと同じ店ではないけど、味はそう変わらないと思う」

　気になった場所は片かたっ端ぱしから立ち寄っていたと思っていたのに、それ以外の場所まで目が行っていたことに、吉香は驚おどろいた。吉香はただ、真琴の隣にいるのだけで精せい一いつ杯ぱいで、辺りを見回す余よ裕ゆうなどなかった。

　やがて、目的の場所にたどり着いた真琴は、足を止めて店先に立つ大きな看かん板ばんを指さした。

「ほら、あれ」

「……クレープ……？」

　看板に書かれた文字を読み上げて、吉香は小首を傾かしげた。

　クレープなら吉香たちの世界にもある。八や千ち代よが食事やおやつとして出すことがあった。ただ、吉香の知るクレープはあんな風に折りたたまれてはいないし、中に何かをぎゅうぎゅうに詰つめるということもない。

「いろいろあるんだよ。チョコ入りとかバナナが入っていたりとか、生クリームのものにカスタード、アイスなんていうのもある」

　真琴の指先を追って、吉香も看板の写真を眺ながめる。同じように畳たたまれているように見えて、そこに写る十以上もあるクレープの写真は、どれもすべて中身が違ちがっているらしい。

「随分とたくさんあるんですね……」

「でも」

「でも？」

「クレープはなんといっても、苺いちご入りに限かぎる」

　吉香はその言葉に小さく笑った。真琴は果くだ物ものの中でも、一等苺が好きなのだ。

「どれがいい？」

「まこ……まあちゃんが、選んで下さい。こんなにあると、迷ってしまって」

「よーちゃんらしいな。じゃあ……これは？」

　真琴が選んだのは、生クリームに苺のスライスを載のせ、苺ソースとスプレーチョコを散らしたものだった。メニューの中では割わり合あいシンプルな部類に入る。それだけに、苺の味がよくわかるのだろう。

「おいしそうですね。それにします。まあちゃんは？」

「私も同じ物を」

　注文を真琴に任まかせ、吉香はどこか座すわれる場所はないかと辺りを見回した。だが、店は通り沿ぞいにあり、椅い子すなどは用意されていない。戸と惑まどっていると、目の前に筒つつ状じように折りたたまれたクレープが差し出された。

「はい」

「あ……ありがとうございます」

「さあ、行こうか」

「……？　どこですか？」

「どこでも。クレープというのはね、こっちではこうやって」

　歩き出した真琴は、クレープにぱくりと一口かぶりつく。

「え……!?」

「歩きながら食べる物なんだって。ほら、見てごらん」

　吉香たちの後で注文したカップルが、クレープを受け取って歩き出す。二人は一つのクレープを交こう互ごに囓かじりながら、そのままさっき道どう化け師しがいた広場の方へと歩いていった。

　もう一口囓ってみせた真琴にならって、吉香も歩きながら一口囓ってみる。

「うわ……ぁ」

　生クリームもクレープも、八千代の作ったものには敵かなうはずもないと、そう思うのに、とてもおいしかった。歩きながら食べるなんて初めてのことだったから、そのせいだろうか。それとも──

　クレープを持つのと反対側の手には、同じようにクレープにかぶりつく真琴の手がある。吉香が見ているのに気がついて、真琴は目を細めて笑った。

「おいしい？」

「……とっても、おいしいです」

「こんなところ、東とう金がねが見たらひっくり返ってしまうだろうけどね」

　マナー違い反はんも甚はなはだしい行こう為いに執しつ事じが目を回す光景は、容よう易いに想そう像ぞうがつく。東金だけでなく、八千代だってきっと、目を剝むくに違いない。

　真琴と吉香のままだったら、きっとこの味を知ることはなかっただろう。

「ありがとう……ございます」

「え？」

「なんでもありません。ええっと、次はどこに行きますか？」

「そうだな……あ！　あそこに、人だかりがあるぞ」

　クレープを食べて街を歩いて──緊きん張ちようを強しいられる日々の中、こんなに解かい放ほうされた気分でいられるのは今日だけかもしれない。こんな風に、手を繫つないで歩いていられるのも。

　今日を、ずっと覚えていよう。この日のすべてを、ずっと覚えていよう。

　真琴の隣に立って、その温ぬくもりを手の中に独り占めしていられたこの時間を、大切に大切に覚えていよう。

　そうすればきっと、誰だれが真琴の隣となりに来ても、笑ってお世話をすることができる。

「よーちゃん？」

「なんですか、まあちゃん」

「……なんでもない」

　にっこりと笑って、真琴は繫いだ手を振ふり上げる。

　この笑え顔がおも、きっとずっと覚えてる。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　一つ二つ瞬まばたきをして、吉香はゆっくりと目を開けた。ぼうっと眺ながめていく内に、闇やみの中から見み慣なれた部屋が浮うかび上がってくる。

　吉香は左手を顔の上にかざして、そうっと握にぎった。温ぬくもりが、まだ残っているような気がする。

「久ひさしぶりに……見ちゃったな」

　こちらへ戻もどってきた当初、吉香はあの一日の思い出をよく夢ゆめに見た。あちらにいる間、何度も何度も頭の中でくり返し思い浮かべていたから、どんな細かなことも忘わすれずにすべて記き憶おくに刻きざみ込こまれている。

　何時にどこへ行って何をしたという記録だけでなく、一いつ緒しよに食べたクレープの甘あまさや、路上で歌い踊おどる人々の声、そして何よりずっと握っていた真琴の手の温もりとその感かん触しよくは、今も鮮せん明めいに甦よみがえってくる。

　と同時に、差し出された手を握る勇気がなかったこと、握ってしまった後は、離はなすことができなくなるだろうという不安までもが、まざまざと思い出されてきた。

　それでもあの温もりを思い出すだけで、幸せな気分になれた。あの日々は遠く、二度と訪おとずれはしないだろうけど、こうして自分が覚えているのだから、それでいい。あの輝かがやく一日が、夜の夢となって甦るたび、吉香はあの日のときめきを思い出して微笑ほほえんだ。

　そして朝が来ると、この幸せな夢を抱だきしめていれば、一生ここで働くことだってできると、そう思っていた。たとえ真琴が誰と結けつ婚こんしようとも、真琴とその妻つまに仕えるメイドとして働いていけると。

　けれど。

『君自身の手で摑つかまなくちゃいけない』

　千ち広ひろが最後に残した言葉が、今は胸むねに重くのしかかっていた。あの記憶さえあれば幸せなんだと告白した吉香に、千広はそう言って、元いた世界に戻っていったのだ。

　吉香は確たしかに真琴の手を摑んだし、その温もりを感じた。けれど千広は、それではいけないと言う。

　千広の言いたいことはわかるような気もする。でも今は、その意味を突つき詰つめたくない。まだ、あの日差し出された手の中で、まどろんでいたい。

　ベッドの上で身を起こして、左手をじっと見つめる。やがて吉香はあきらめたように一つ吐と息いきを洩もらすと、ベッドから滑すべり降おりた。扉とびら脇わきにあるテーブルまで近づき、スタンドの紐ひもを引く。ぽうっと柔やわらかい光に照らされた小さな時計は、二時を少し回ったところだった。眠りについて、まだ一時間ほどしか経たっていない。

　体の芯しんには重さが残っているのに、すっかり眠気は覚めてしまっていた。

　手て編あみのカーディガンを肩かたから掛かけて、そっと廊ろう下かへと出る。冬の真夜中ともなれば、重ね着をしていても足あし下もとからぞくりと寒気が上ってくる。それでも吉香は音を立てないように気をつけて、玄げん関かんホールへと向かった。

　誰もいない真夜中の玄関ホールは静まり返っている。

　あと三時間もすれば、ここに佐さ倉くら邸ていの使用人たちすべてが集まって、一日の仕事が始まる。でも今は、その影かげも感じられない。

『まあちゃん、どこ……？』

　ふと、幼おさない声が聞こえた気がして、吉香は振り返った。あれはまあちゃんと──真琴とかくれんぼしていたのだから、このお屋や敷しきの中だ。いくら捜さがしても真琴が見つからなくて、段だん々だん心細くなってきて、もし見つけられなければそのまま真琴とは二度と会えないんじゃないかと、恐きよう怖ふに胸を締しめつけられた。

　あのとき、吉香は真琴を見つけられたんだったろうか。真琴は、一体どこにいたんだろう。

　真琴に関する記憶はすべて鮮明に思い出せると、そう思っていたのに、あの頃ころはまだ幼すぎて、目の前の相手とずっと一緒にいられるということが、どんなに幸せなことか、わかっていなかったのだ。

　吉香はそのまま玄関扉に手を掛けたが、扉は内側からしっかりと鍵かぎが掛けられている。真琴か千ち尋ひろの持つ鍵がなければ開けられない。

　そんなことわかりきっていたのにと苦く笑しようして、吉香は廊下を引き返すと、勝手口から外へと出た。

　屋敷の中も冷えていると思ったが、外の冷え込みはまた一段と厳きびしい。風の音すら凍こおりついてしまいそうなほど寒くて、静けさに耳の奥おくがつんとする。

　三日程ほど臨りん時じ雇やといの庭にわ師しが入ったおかげで、内庭も随ずい分ぶんと立りつ派ぱに見える。春生も頑がん張ばってはいたけれど、やはりメイドが一人で完かん璧ぺきに管理できるものではない。

　落葉した木々は、冬に向けて養生されている。むしろにくるまれた幹みきを見て、吉香もカーディガンの前をかき合わせた。

　ほうっと吐はき出した息がほのかに白く濁にごった。

「今年は……冬が早かったな」

　つぶやいて、小さく笑う。

　こちらからあちらの世界へ行ったのは夏の盛さかりだったのに、行ってみたら季節が巻まき戻っていて、もう一度春の終わりから夏の盛りへと日を過すごした。だから、夏は随分とたくさん味わったのだけれど、戻ってきたら一気に秋へと飛んでいて、すぐに冬が訪れてしまった。

　吉香は月明かりに照らされた小道をたどって、屋敷の前庭に出る。前庭の真ん中、車寄よせの前にある噴ふん水すいは、深夜だから水が止まっていて、ひそとも音がしない。近寄って覗のぞき込こまないと、そこに水があるとはわからないくらい、水面は穏おだやかで静まり返っていた。

　あれは五歳さいの頃ころだったろうか、その年の夏はひどく暑くて、真琴と二人、この噴水に手を浸ひたして涼りようを楽しんでいた。しかし真琴が手にすくった水を吉香に掛けたことから、二人して水の掛け合いに夢む中ちゆうになってしまい、最後には二人とも噴水の中に入って全身びしょぬれになって水遊びに没ぼつ頭とうした。

　当然と言おうか、吉香はひどく両親に叱しかられて、しばらくの間、真琴と遊ぶことを許ゆるされなかったのだった。

　どれくらいの間だったのか、さすがに幼くて覚えていないけれど、会えないことが辛つらくて、両親に隠かくれて泣いた。それくらい、真琴と遊ぶということは吉香にとって自然で、当たり前の日にち常じようだった。

　今はさすがに水浴びをしにここへ飛び込むことはない。春生を手伝って掃そう除じのために入ったことがあるくらいだ。深いと思っていた噴水も、実じつ際さいには膝ひざまで届とどかなくて、大人の背せ丈たけではここで水をすくって掛け合いをするのは、ひどく骨が折れそうだと、そんなことを思った。

　あの頃は、何をしても楽しかった。隣となりに真琴がいれば、それが水を掛け合うことだろうが、蛙かえるを捕つかまえることだろうが、ただひたすらに広い庭を駆かけ回るだけのことでも、楽しくて仕方がなかった。

　でも、もうそんな無む邪じや気きさはどこかでなくしてしまった。あの頃大好きだった、空色のリボンとともに──

　噴水の縁ふちから身を乗り出し、そっと手を差し入れてみる。思ったより水が冷たくて、慌あわてて手を引くと、水面が波立って乱みだれてしまう。赤くなった指先に息をかけて、再ふたたび水面が静まるまでじっと眺ながめていた吉香だったが、不意にその水面に逢あいたい人の面おも影かげが浮うかんで、はっと息を吞のんだ。

「真琴……様」

　自分でも聞き取れないほどの小さい声でつぶやいて、吉香は再び水面に手を伸ばす。そのとき、吉香の後ろで風が動いたような気がした。

「また……何か落としたのか？」

「え……っ!?」

　面影だけで、いるはずのない真琴の声に、吉香は慌てて上半身を後ろにひねった。

　しかし、上半身は噴水の上へと乗り出しており、その不自然な姿し勢せいにあっけなくバランスを崩くずしてしまう。

「あ……」

「吉香！」

　伸ばした手が届く一いつ瞬しゆん前に、吉香の身体からだは噴水に引きつけられるように落下した。あまりに勢いきおいよく落ちたので水が高く跳はね上がり、それを全身にかぶってしまう。

　刺さすように冷たい水なのに、それよりもなによりも、この深夜に、こんなところに立っているはずのない人物がいることに驚おどろいてしまって、冷たさはまったく気にならなかった。

「大だい丈じよう夫ぶか、吉香！」

　水の中に尻しり餅もちをついたまま、吉香は啞あ然ぜんとして真琴を見上げている。反はん応のうがないことに眉まゆをひそめた真琴は、ためらわず噴水に足を踏ふみ入れ、しゃがみこんだ。

「吉香、どこか痛いたむか？」

「いえ、あの」

「早く出ないと風か邪ぜを引く」

　真琴は水の中に手を入れて、吉香の膝の下と背せ中なかへ回す。あっという間もなく抱だき上げられた吉香は、噴水の外へと連れ出された。そのまま真琴は、屋や敷しきの方へと歩いていく。

「ま、真琴様、濡ぬれてしまいます……！」

「お前こそ、真冬にこんな……早く乾かわかさないと」

「いいんです、下ろして下さい！　私、歩けますから……」

　真琴はそれでも数歩足を進めたが、腕うでの中で吉香が身み震ぶるいするのに気がついて、ようやく立ち止まった。そうっと地面に足を下ろさせ、吉香をゆっくりと立たせる。

「あの……」
















「これを着ろ」

　羽は織おっていた上着をびしょぬれの吉香に掛かけ、その上から軽くこすり上げる。真琴の温ぬくもりの移うつった上着が、濡れた身体には火のように熱く感じられた。

「真琴様こそ、上着を着て下さい。風邪を──」

「私は大丈夫だから」

「でも」

　上着の合わせ目から両手を突き出して、吉香は上着を脱ぬごうとするが、真琴はそれを阻はばんで襟えりを押おさえようとする。しばらくのせめぎ合いの後、ついに吉香が競せり勝って、上着はその下のカーディガンを巻まき込んでばさりと地に落ちた。

　濡れた夜着一枚まいになった吉香は、途と端たんに小さくくしゃみをする。

「何をやってるんだ。だから風邪を引くと──」

　言いかけて、真琴もまたくしゃみをする。ふ、と顔を見合わせて、今度は同時にくしゃみをしてしまい、吉香はくすくすと笑い出した。

「真琴様こそ、風邪を引いてしまいますよ。上着を……」

　そう言いながら吉香が上着を持ち上げると、中からずるりとカーディガンが落ちる。はっとして上着の内側を探った吉香は、しっとりと濡れているのに気づき、顔を曇くもらせた。

「すみません……濡れてしまいました」

「それでも、ないよりはましだろう」

　真琴は吉香の手から自分の上着を取り上げ、吉香の後ろにふわりと広げる。真琴と上着の間に挟はさまれる形となった吉香は、それでも申し訳わけない気持ちが先に立って、ぱっと前に両腕を突き出した。

「本当に、大丈夫ですから……！」

「しかし──」

　真琴の言葉が不意に途と切ぎれ、吉香は訝いぶかしんで真琴の顔をそっと見上げた。

　真琴の視し線せんは吉香の頭を通つう過かして、腕の間に下りている。つられるようにして腕の間を見やった吉香の顔が、一瞬で赤く染そまった。

　前に突き出した腕は、吉香の豊ゆたかな胸むねを挟み込み、くっきりと谷間を作って持ち上げている。間にあるのは濡れた夜着一枚。ぴたりと貼はりついて、吉香の肌はだを透すかしていた。

「あ、あの、あの……っ、し、失礼しました！」

　恥はずかしくて顔を上げられず、そのまま自分を抱きしめるようにして胸を覆おおい隠かくすと、吉香はその場にしゃがみこんだ。

（どうしよう……もう、私のバカ……！）

　顔だけでなく全身が火ほ照てっている。このままここでこうしていても、真琴が吉香を置いて立ち去ってくれるとも思えないし、それでは真琴が風邪を引いてしまう。だからといって、真琴に見られてしまったという恥ずかしさに、顔を上げるタイミングを摑つかめなかった。

「私こそ……すまない」

「……え？」

　思いがけずすぐ側で聞こえた声に顔を上げると、真琴は吉香に目線を合わせるようにしゃがみこんでいる。そして、上着を吉香の肩かたに掛けて、その襟えりを喉のどもとに引き寄よせた。少しだけ視線を外したその目元が、夜目にも赤らんでいるのがわかる。

「真琴様……」

「さあ、中へ入ろう。これでは二人とも、風邪を引いてしまうよ」

　伏ふし目がちに笑って立ち上がった真琴は、しゃがんだままの吉香に手を伸のばす。すべらかだが少し節ばった大きな手だ。

（男の人の……手）

　真琴のその指先につと手を伸ばしかけた吉香は、触ふれる寸すん前ぜんで手を止め、きゅっと握にぎりしめた。

「……吉香？」

「真琴様、先に入って下さい。冷えますから」

「いいから、さあ」

　真琴の指先は軽く振ふられ、摑むようにと吉香の手を誘さそっている。けれど吉香はその手を避さけるように、勢いきおいよく立ち上がった──つもりだった。

「一人で平──!?」

　中ちゆう腰ごしになった辺りで不意に身体からだが傾かしぎ、前へと倒たおれていく。ぐんと首の後ろに力がかかったことで、吉香は夜着の裾すそを踏ふんでしまっていたのだと気づいた。でも、倒れゆく過か程ていで気づいたところでもうどうしようもない。

（……っ!!）

　石いし畳だたみに投げ出される痛いたみを覚かく悟ごし、吉香はきつく目をつむった。

「……え……？」

　予想していた痛みは微み塵じんもなく、石ほど硬くはないがしっかりとした感かん触しよくが、吉香をふんわりと受け止めてくれている。思わず手に触れたものを摑むと、覚えのある温ぬくもりが伝わってきた。

　おそるおそる目を開け、そうっと顔を上げると、吉香の上にあるはずの月は見えず、すぐ目の前に真琴の顔があった。

「ま、こと、さま」

　先さき程ほど、噴ふん水すいの水面に浮うかんだ顔のように、揺ゆらいではいない。さっと一ひと筋すじ、目元に刷はいた朱しゆは残っていたけれど、その目はそらさずにまっすぐ吉香を見つめている。

　こちらを見下ろして影かげになっているから、空色の瞳ひとみが何を映うつしているのかはわからない。けれど真琴には、吉香の濃茶の瞳に映る自分の姿すがたが見えているに違ちがいない。

「吉香……」

　それを確たしかめるように、真琴は吉香に更さらに顔を近づけてくる。腰に回された腕うでに力が籠こめられ、吉香は身体からだごと真琴に引き寄せられた。

　そんなに近くで覗のぞき込こまれたら、瞳に映るものだけでなく、吉香の心にあるものまで見えてしまうんじゃないか。そんなことを考えて、吉香はぎゅっと目をつむってしまう。

（……これで、真琴様には何も見えないはず）

　だから怖こわくないと、そう思ったのに、微かすかに身体が震ふるえる。それを感じ取った腕が、更さらにきつく吉香を抱だいた。

　冷え切った頰ほおに、温かい息がかかる。それが真琴のものだとわかった途と端たん、吉香はシャツを摑む手に力を籠めた。どこかに落ちてしまわないようにと。

　温もった息は頰から鼻先へと移い動どうし、そこからためらうようにゆっくりと下へ移動してくる。

　風のない深夜、静かすぎてもう、自分の鼓こ動どうしか聞こえない。

　ついに、その熱が唇くちびるに下りようとした、そのとき──

「吉香ちゃん？」

　少し寝ねぼけたような声が、吉香の名を呼よんだ。その途と端たん、吉香は強くその手を突つき出していた。同じように声に驚おどろいていたのか、緩ゆるんだ真琴の腕から、吉香はぽろりとこぼれ落ちるようにして後ろへ二歩三歩と下がった。

「どーしたの……？」

　眼鏡めがねの下に指を差し入れ、目をこすりながら、とたとたと歩み寄ってきたのは春生だった。しかしその足がぴたりと止まる。

「……真琴様……!?」

　驚いて跳はね上げた眼鏡がずるりと落ちて、春生は慌あわてて眼鏡をかけ直す。そうして、夜着姿すがたの真琴をしげしげと眺ながめ、ついで吉香へと目をやり、一いつ拍ぱく置いて「あ」の形に口を開けた。

　春生の思考の流れが手に取るようにわかった吉香は、少し大げさな動作で地面に落ちたカーディガンを拾い上げて、春生の前に突き出す。反はん射しや的に受け取った春生だったが、予想外に冷たく重いそのカーディガンに、「うわぁっ！」と声を上げた。

「何これ!?　濡ぬれてるの？」

「ちょっと……落ちちゃって」

「落ちたって──やだ吉香ちゃん、ずぶ濡れじゃない！　落ちたって、それじゃさっきのあの水音……まさか、吉香ちゃんが落ちた音……!?」

　今やはっきりと目を開いた春生は、吉香に駆かけ寄って、頰にぺたりと貼はりついた髪かみの毛を手で払はらう。

「聞こえてたんだ」

「夢ゆめかと思ったんだけど、一いち応おうね。あの、ええっと──」

「真琴様も、音に気がついて来て下さったの」

　それは事実ではない。けれど、深夜に二人きりでいたのだと言えば、春生は雅まさ音ねのときのようにいいように誤ご解かいするだろう。それでは真琴に申し訳わけない。

　だからそれは噓うそとも言えないような小さな偽いつわりだったのだけど、それでも心はやましさを感じてしまうのだろうか、真琴の方を見られなくて、吉香は春生を見み据すえたままそう言った。そのとき真琴がどんな表ひよう情じようをしたのかはわからなかったが、真琴は「ああ」と幾いく分ぶんかすれた声で答えた。

「春生、吉香の面めん倒どうを見てやってくれ。全身濡れてしまっているから」

「わかりました。真琴様も、早く中へお戻もどり下さい。すぐに温かいものをお持ちしますから」

「いい。すぐに床とこに入る」

　そう言い置いて、真琴は一人先に屋や敷しきへと戻ってしまった。

　ぼんやりとその後ろ姿を見送っていると、ぐいっと腕うでを引っ張ぱられる。

「ほら、吉香ちゃんも早く！　お風ふ呂ろに入って温まらないと」

「そう、だね」

「まったくもう、こんな夜中になんだって噴ふん水すいで水浴びなんかしてるのよ。冬だよ、冬」

「……そう、だね」

　さっきまで微み塵じんも感じていなかった冷たさが、頭のてっぺんから下りてきて、かたかたと歯が音を立てる。頰にはまだ吐と息いきの感かん触しよくが残っていて、吉香はそっと指でたどってみるが、髪からしたたり落ちた水に濡らされ、ひんやりと冷たかった。

「この間はバスルームでシャワーでしょ、今日は噴水で水浴びでしょ。最近吉香ちゃん、どうかしてるよ」

「うん……」

「やっぱり、あのときのこと……気にしてる？」

「あのとき……？」

　春生は一いつ瞬しゆん、足を止めたが、吉香が濡れているのを思い出し、再ふたたび歩き出す。そうっと館やかたの中に入り、そのまま吉香の部屋に入ると、春生は当然のように、バスルームの扉とびらを開けた。

「お湯、ためるから、とりあえずそれ脱ぬいで、これ着て」

　春生は棚たなの上の籠かごからバスローブを取り上げると、吉香の方へ放ほうり投げてきた。

　濡れた夜着は貼りついて脱ぎづらい。皮をはがすように脱ぎ、裸はだかになってバスローブを羽は織おると、それだけで随ずい分ぶんと暖かい。

「今、何か飲み物いれてくるから。たまったら入るんだよ」

「いいよ」

「いいから！　命令だからね！」

　厳きびしい顔をして、春生は出て行ってしまった。







　吉香は春生の命令をすっかり忘わすれ、ベッドに座すわってぼうっとしていたのだが、やがて開け放ったままのバスルームからもわりとした湯気が流れ出てくるのに気がついて、慌あわててバスルームに飛び込んだ。

　バスルームは湯気で温ぬくもっている。バスローブを脱いで、バスタブに足を差し込むと、火がついたように痛いたんだ。それでも、我が慢まんしてゆっくりと身体を浸つけていく。

　肩かたまで浸かると、自分が随分と冷え切っていたのだと実感する。真琴といたときはまったく感じなかった冷たさは、真琴が去った後、吉香から離はなれようとしない。

「吉香ちゃん、はい」

　公言通り、春生はマグカップを手に戻もどってきた。受け取ると鼻先にレモンの香かおりが漂ただよう。透すき通ったそれに口をつけると、レモンの酸さん味みと蜂はち蜜みつの甘あまさがのどを滑すべり降おりて、お腹なかの中からじんわりと温まってきた。

「……おいしい」

「でしょう？　春生特とく製せいレモネードだもん」

「八千代さんの蜂蜜漬づけで作ったんじゃない」

「あーもう、そういうことは言わないの！」

　春生はマグカップを取り上げて、二口三口と飲んでしまう。してやったりといった様子で得意げに胸むねを反らすが、レモネードの湯気とバスタブの湯気とですっかり眼鏡めがねが曇くもってしまっていて、吉香は思わず吹ふき出してしまった。

「もう！　だから眼鏡はいやなのよ」

　マグカップを乱らん暴ぼうに突つき出して返すと、春生は夜着の袖そでで眼鏡を拭ふき始める。不意に静けさが戻ったバスルームで、吉香は先さき程ほど春生が何か言いかけていたことを思い出した。

「春生ちゃん、さっき何言おうとしたの？」

「さっき？　なんだっけ？」

「あのときのこと、気にしてるの、とかって」

「ああ……」

　拭き終えた眼鏡をかけ直し、春生は少しためらった後で切り出した。

「ほら、真琴様の……花はな嫁よめ候こう補ほが押おしかけてきた、あれ」

　ぶすっとした口調で言う春生に、吉香は思わずくすりと笑ってしまう。そういえばあのとき、春生は随分とその候補者たちに対して憤いきどおっていた。

「なんでそこで笑うのよ！」

「だって、春生ちゃんがすごい仏ぶつ頂ちよう面づらするから」

「そりゃするよ！　あの頃ころさ、吉香ちゃんってすごくいい顔で笑ってたんだよね。御おや社しろの石段から落ちて、大怪け我がした後なのに、にこにこ笑って仕事して、真琴様といると、まるで花が咲さくみたいにふわっとした笑え顔がおで、こっちまでへにゃーってなっちゃいそうな、すごくいい顔してた」

「春生ちゃん……」

「そりゃあね、私だってわかってるよ。あの人たちとは身分が違ちがうってこと。でも、それでも私だって女の子だもん。吉香ちゃんの気持ちもわかっちゃうから」

　三週間ほど前、佐倉邸ていに花嫁候補が五人も押しかけてきた。いずれ劣おとらぬ良家の子女で、誰だれが真琴の妻つまになってもおかしくなかった。

　しかし、佐倉家に代々伝わるという嫁取り神事で全員が選ばれなかったため、彼女たちは真琴と何の約束もすることなく帰っていった。

「数合わせだって言ってたけど、あのとき吉香ちゃんが選ばれて、私すごく嬉うれしかった。神様はちゃんと見てるんだって、わかってるんだって。でも、あの神様はやっぱりわかってないよ」

「……どうして？」

「だってあれ以来、吉香ちゃん、あのときみたいな笑顔、見せなくなっちゃったから。真琴様があのお嬢じよう様さまと婚約してた頃に逆ぎやく戻もどりしたみたいだった。だから……」
















　確たしかに、あちらの世界から戻ってきてから、吉香はいまだに夢ゆめに見るほど鮮あざやかなあの日の思い出を胸に生きてきた。あの日のことを思い出すだけで、体中がぽかぽかと温かくなって、自然に笑みがこぼれた。自分でも、頭のネジを向こうに二つ三つ落としてきちゃったんじゃないかと思うくらい、しまりなく笑っていた。

　今でも、あの日の思い出はきらきらと輝かがやきを失ってはいない。夢に見れば幸福感いっぱいで目覚める。

　でも、前みたいに屈くつ託たくなく笑えなくなったのは事実だ。

『その手が、君の手でなかったとしても？』

　千広の残した言葉が、楔くさびのように吉香の心に穿うがたれている。

（そういえば……）

　千広が元の世界へ帰っていったのは、あの嫁取り神事の翌よく日じつだった。だから春生は、原げん因いんはあの押しかけ候補たちにあると思ったのだろう。

「……違うよ、春生ちゃん」

「でも──」

「本当に……違うの」

　吉香は優やさしい温もりのマグカップを傾かたむけた。少し冷めてしまったが、それでも今の吉香には十分すぎるほど温かい。

　あまりに温かくて、目が熱くなって、開けていられないくらいだ。

「吉香ちゃん……？」

「……やっぱり、春生ちゃん特製だね。すごく、あったかい」

　レモネードの表面が、しずくを受けて波は紋もんを描えがく。




　次の一口はきっと、少しだけしょっぱい。







　四、閉とじられた世界に







　噴ふん水すいに落ちた、あの静かな夜から二日が過すぎようとしていた。その間、吉よし香かは変わることなく真ま琴こと付きのメイドとして勤きん務むし、真琴もその世話を当然のように受けている。書しよ斎さいでは二人きりになることも多かったが、あの夜、最後に二人を近づけた何かについて、語ることはなかった。

　けれど、吉香の中からあの夜のことが消えてしまったわけではない。真琴の温ぬくもりに触ふれたことで、前よりも強く、千ち広ひろの言葉が耳に甦よみがえるようになってしまったのである。

『君自身の手で摑つかまなくちゃいけない』

　吉香は、結局真琴の手を摑むことはできなかった。真琴が伸のばしてくれた手を取ることはできない。

　あちらの世界では、あんなにしっかりと繫つないでいたのに──

　あの日のことを思い出しかけて、吉香は首をゆるゆると横に振ふった。

（春はる生きちゃんも……変だって、思ってたんだ……）

　思い出に浮うかれすぎていたのか、千広の言葉に悩なやまされすぎているのか、どちらにせよ、想おもいを隠かくしきれていないのかもしれない。

　廊ろう下かを歩きながら、ぼんやりと左手を見やっていた吉香は、勝手口の方から聞こえてくる声に、思わず足を止めた。

「千ち尋ひろさん、少しでいいんです！　話を」

「……今は忙いそがしい」

「いつもそう言って──」

「パーティーまで間がないことは、あなたも承しよう知ちしているでしょう？　仕事がなくなることはないのだから、手が空くこともない。だから──」

「だったら、いつ話ができるんですか!?　そんな長い話じゃないんです。私はただ、あの日の……あの朝のことを」

　廊下の角に半身を置いてそっと覗いてみれば、勝手口の内と外とで、諒りよう子こと千尋が声こわ高だかに──といっても、声高なのは諒子だけだが、口こう論ろんしているように見える。吉香の側からは諒子の表ひよう情じようはまったく見えないが、勝手口の外に立ち、諒子を見下ろしている千尋の顔は微かに歪ゆがんでいた。

（千尋さん……最近よく、あんな顔を……）

　もともと千尋は、あまり感情を表に出す方ではない。だがしかし、その千尋の困こまったような顔を、このところよく見るような気がする。三年も過ごした世界と別れ、戻もどってきてからまだ一月も経たっていないのだから、それは困ることもあるだろう。そのことは気になってはいたものの、雅まさ音ねの件けんやパーティーの準じゆん備びなど忙しさにまぎれて、なかなか千尋自身に尋たずねる機会を持てずにいた。

（でも、そういえば……）

　千尋が戻ってきてからこっち、彼女の隣となりに諒子の姿すがたを見つけることが多かった。一いつ緒しよにいないときでも、すぐに諒子が現あらわれて、千尋に何やかやと話しかけている。そのたびに千尋は今みたいな表情を浮かべ、「仕事があるから」と切り上げていたように思う。

　千広がいた頃ころは、まだ諒子は佐さ倉くら邸ていに来たばかりだったから、むしろ千広の方が諒子に気づいて面めん倒どうを見ていたようだったが、いまやその関係は完全に逆ぎやく転てんしている。

　誰よりも仕事に馴な染じむのが早かった諒子が、いまだに千尋に頼たよるというのも考えてみれば妙みような話だ。諒子が担たん当とうしている仕事で、千尋にしかわからないものというのもないわけだし、吉香や春生に聞いてもらっても構かまわないのだ。けれど吉香は、パーティー準備の件でも日にち常じよう業ぎよう務むでも、何かを諒子に尋たずねられた記き憶おくはなかった。

（千尋さん、だけ……？）

「諒子、そろそろ八や千ち代よさんの手伝いをする時間じゃないの？」

「まだ平気です。五分くらいのことですもの。千尋さんだって、それくらいの時間はあるでしょう？　こうしてくだらないやりとりをしている間に、五分は過ぎてしまうのだから」

「…………」

　千尋は額ひたいに指を添そえて、ほうっと吐と息いきを洩らす。その様子を見て、吉香は二人の方へと踏ふみ出していた。

「よかった、千尋さん。探さがしてたんですよ」

「吉香」

　ふと、その目元が緩ゆるむ。

「何か、用？」

「さっき、雅まさ成なりさんが──」

　適てき当とうな口実を切り出したそのとき、振り返った諒子が、すっとその身を半歩横にずらした。吉香の視し界かいを遮さえぎるように。

「ごめんなさい、吉香さん。私、千尋さんと話があって……。仕事なら、私が後でお手伝いしますから」

　諒子の顔には笑えみが浮かんでいる。けれどその目は、どこかきついものが宿っている。いつも柔やわらかく微笑ほほえんでいる諒子には似つかわしくないその目つきに、一いつ瞬しゆん怯ひるみかけた吉香だったが、負けじとにっこり笑って、千尋の方へ歩み寄よった。

「でも、メイド頭がしらでないとわからないことだから……。雅成さんの仕事も、千尋さんに聞かないと進められないし。諒子さんの用は？」

「わ、私は……」

　言葉に詰つまった諒子に畳たたみかけるように、吉香は言った。

「私にできる仕事なら、お手伝いしますから、遠えん慮りよなく言って下さいね。千尋さん、いいですか？」

　後半を千尋に向けて語ると、千尋は諒子から視線を外し、小さくうなずいた。それを横目で見やっていた諒子は、悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだが、すぐに表情を笑みに変えて、千尋の脇わきをすり抜ぬけるようにして、勝手口から飛び出していった。

　すり抜けざまぶつかられた千尋は、諒子の触ふれた辺りをぎゅっと摑つかんでいる。しかし、やがて顔を上げると、いつものように無表情な千尋に戻っていた。

「紫むらさきの部屋のカーテン、やはり変えようと思うの。手伝ってくれる？」

「はい」

　千尋の方でも、吉香の言葉が口実にすぎないことはわかっていたのだろう。

　吉香は千尋の後について、東とう翼よく一階にある客間へと向かった。

　一階にあり、当主である真琴の部屋に近いこの客間は、普ふ段だんあまり使われることはない。使う人間は限かぎられていて、最近は佐倉家の顧こ問もん弁べん護ご士しである四よつ街かい道どう聡さとしの長男・薫かおるの専せん用ようとなっている。しかし薫は年末、別の華か族ぞくのパーティーに先に招まねかれてしまっていて、真琴の招しよう待たいに応おうじることができなかった。つまり、この部屋は使われないのである。

　千尋は部屋に入るなり、窓際に椅い子すを寄せ、音もなくそれに上ると、何も言わずカーテンを外し始める。吉香も反対側のカーテンの前に椅子を置いて、カーテンフックに手を掛けた。

「吉香」

「なんですか？」

「千広というのはどういう男だった？」

「千広さん、ですか？」

　吉香は、かつて千尋の身に入り込んでいた男のことを思い返してみる。千広がこちらの世界に来てしまったのは三年前のことだが、その頃はあちらは先々代付き、こちらは真琴付きのメイドということで、ほとんど交流がなく、親しくなったのはお屋や敷しきのメイドたちのほとんどが先々代の隠いん居きよ先に行ってしまって、メイドが四人きりになってからのことだ。

　しかも千広は完かん璧ぺきに女じよ性せいとして振ふる舞まっていて、吉香もまったく疑うたがいもしなかった。千尋ではなく千広だったとわかったのは、吉香と真琴がこちらの世界に戻もどってきてからのことだから、千広としての付き合いは二ヶ月に満たなかった。

「どんなって……頭が良くて、結けつ構こう冗じよう談だんが好きで、面めん倒どう見みもいい、頼れる感じかな。でも、千尋さんとそんなに変わらないですね」

「変わらない……？　私は千広と似ているということ？」

「似ているかって言われると……やっぱりちょっと違ちがうかな。──あ」

「なに？」

「前に千広さんが、私が私でなかった頃の話をしてくれたことがあって。私と吉よし朗ろうさんって、全然似てないみたいなんですけど、時々『ああ、繫つながってるんだな』って感じることがあったって、そんな風に言ってました」

　普段は完全無欠のメイド頭にしか見えなかったのに、吉朗の話をするときだけは、千広の中の男性を感じていた。親しい友を語る、そういう男性らしさが見えたのだ。

「繫がってる……」

「千尋さんは見ませんでしたか？　私、ちょっとだけ見たんです。吉朗さんのこと。あの神社の石段を転がりながら」

「……確たしかに見た。それに──」

「それに？」

「目が合って……それで私は、笑ったんだ」

「笑った……？」

　カーテンを外し終えて、千尋は椅子から下りると、カーテンフックを一つ一つ、時間を掛けながら丁てい寧ねいに外していく。少し遅おくれて吉香がその隣となりに立ち、同じようにフックを外し始めると、小さくふっと笑った。

「千広が学んでいたのは、こちらの世界にはない学問で、私はそれに強く引きつけられた。メイドの仕事が嫌きらいだったわけではないけど、学問に没ぼつ頭とうできる世界というのは、随ずい分ぶんと魅み力りよく的で、こちらのことは考えないようにしていた」

　千尋があちらの世界のことを話すのは、これが初めてだった。千尋であるという確かく認にんが取れた後は、吉香もあえてあちらのことを聞こうとはしなかった。

　華族がいない世界で、吉香や千尋の年とし頃ごろの若わか者ものの大半が、勉強をするために上の学校に進む。吉香も、吉朗として通った高校での授じゆ業ぎようがやけに新しん鮮せんで、難むずかしい物理だとかやったことのない球きゆう技ぎでも楽しくて仕方がなかった。

　佐倉家に仕えていた親を見て育った吉香は、中学を出たら真琴のために働くのだと当然のように思っていた。だから、上の学校へ進むなんて考えたこともなかったのに、それでもわくわくするような体験だった。

　頭が良く、進学が決まっていたのに、家の事じ情じようで佐倉家に奉ほう公こうすることになった千尋ならば、その喜びはおそらく、吉香の比ひではない。

「それでも、もしも私がたった一人きりだったら、三年もの間、千広として過すごせていたかどうか自信はない。彼も私と同じく肉親の縁えんは薄うすいようだったけれど、いつも彼のことを助けてくれる友人がいて、その人の存そん在ざいがあったからこそ、私は──」

　吉香が過ごしたのは二ヶ月ほどのことで、生活の八割わりが真琴を護まもることに費やされていたが、それでも残りの二割で吉朗として紡つむがれる部分もある。両親や学校の友だちなど、それは吉朗の人間関係だけれど、吉香の人間関係にもなるのだ。

　千尋が過ごしたのは三年。それはけして短い時間ではない。千広の友人であるという男性との間で築きずかれた信しん頼らいや友情は、千尋自身のものだ。

（あ……）

　果たして、信頼や友情だけだったのだろうか。三年もの間、見知らぬ世界で支ささえてくれていた男性に、本来女性である千尋は、惹ひかれていたのではないだろうか。

　千尋の表情は、今までに見たこともないほど柔やわらかく穏おだやかだった。普ふ段だんはまったく見せることのない色気さえ感じられる。

　その男性のことを、今、思い出しているのだろう。

　学問に没頭する一方で、千尋はきっと一人の男性に焦こがれていた。女性としての心が、学問への情熱を上回る瞬しゆん間かんが、きっと千尋にもあったのだ。

「千尋さん、その人のこと……」

「諒りよう悟ごというの。松まつ戸ど諒悟」

「え……っ!?」

「写し身が繫がっているのなら、その周囲の人間もやっぱり、繫がっているのかもしれない」

　千尋はカーテンを丁てい寧ねいに畳たたみ、テーブルの上に置く。そして、すっかり手がお留る守すになっていた吉香の手からカーテンを取り上げて、残りのフックを外した。

　吉朗の側そばに麻ま琴ことがいたように、そして親友の晴はる生きがいたように、千尋の側には諒子の写し身がいたのだ。そしてきっと、千広の中で千尋は、その諒悟に惹かれていった。

　吉香は、先さき程ほどの諒子の強い瞳ひとみを思い出した。写し身の思考や行動はよく似ている。千広が諒子を気に掛かけて、その面めん倒どうをよく見ていたのが、メイド頭がしらとしての義ぎ務むからだけではないとしたら。吉香の目が知らず知らずの内に真琴を追ってしまうように、千広の目の中には、常つねに諒子がいたのかもしれない。

『……その人の手を、けして離はなしちゃいけない』

　あのとき千広は、どんな想おもいでこの言葉を吉香に告げていたのだろう。千広は、諒子の手を離してあちらの世界へ帰ってしまった。

　そして手を離された諒子の中にも、千広を想う気持ちがあったのだとしたら。

　諒子が常に千尋の側にいたことも、千尋を追いかけて話がしたいと訴うつたえていたのも、その原動力がなんであるかわかってしまえば、不思議なことではない。

（それは千尋さんじゃなくて千広さんなんだけど……）

　入れ替かわりという現げん象しようを知らない諒子に、それを言うのは酷こくかもしれないが。

（……じゃあ、千尋さんは？）

　自分が千広ではなく、好きなのは諒子ではなく諒悟だと知っている千尋自身はどうなのだろう。

　目の前には自分が愛した人の写し身がいて、でも、入れ替わりのことを告げることはできない。まさに生殺しだ。

「千尋さん」

「……なに？」

「あちらに、戻もどりたいですか……？」

　愛する人のいる世界に行きたいと願わない女の子はいないだろう。真琴があちらの世界に行ってしまったと知ってから、吉香は後を追うために何度も神社に行ったのだ。真琴と世界を分かたれていることが不安でたまらなくて、すぐ側に行って、その身を護りたいと、そう願って。

　千尋は一瞬だけ、作業の手を止めて、吉香の言葉を音もなく唇くちびるだけでくり返す。そうして今度は声に出して「戻る……？」とつぶやくと、小さく吹ふき出した。

「諒悟の写し身だからといって、諒子に恋こいをすることはないから」

「……え？」

「彼を笑った私こそ、笑われるべきだったってこと」

　千尋の言葉の意味がわからなくて眉まゆを寄よせてしまった吉香に、千尋は畳たたんだカーテンを手て渡わたした。

「私が戻ってきたのはこの世界。ここが、私の生きていく場所」

「千尋……さん？」

「それに、もう向こうへ行く人はいなくなる」

「……それ、どういう意味ですか？」

　吉香はカーテンをぎゅっと握にぎりしめる。あちらへ行く人がいない──あちらへ行けなくなるというのは一体どういうことなのだろう。

「言葉通り」

「だから」

「あの石段は封ふうじられる」

「封じる……？」

「行って帰ってきた私たちにも、その仕組みはわかっていない。でも、確かく実じつに言えるのは、あの石段がスイッチだってこと。だから、あれを封じてしまえば、入れ替わりは起こらない」

　千尋の言う通り、どうやったらあちらへ行けるのか、その核かくとなる部分はまったくわからない。何度もあの石段を転げ落ちた吉香にも、その石段がどんな作用を及およぼしたのか、想そう像ぞうもつかなかった。

　あるのはただ、入れ替わってしまったという事実だけだ。条じよう件けんが合がつ致ちしたとき、石段はその魂たましいを写し身の下もとへ運ぶ。

　だからその石段を使えないようにしてしまえば、入れ替わりは起こらない。

「それって……石段を壊こわす、っていうことですか？」

「それが手っ取り早いでしょう。とりあえずは、人が入れないように囲うか何かするんじゃないかと思うけど」

「それは……千尋さんの考え……？　千尋さんがそうしようって言ったんですか？　もう、あちらへ戻るつもりはないから、だから──」

「発案者は真琴様。私も賛さん成せいはしたけどね。真琴様は私が戻ってきた後、すぐにでも取り壊しにかかるつもりだったらしい」

「真琴様が……？」

「パーティーのために先送りにしていたら、雅音という新たな入れ替わりが起こってしまって。彼女が帰るまでは無期延えん期きになる」

「石段が……」

「吉香？」

「千尋さん、私……他ほかに、用事が」

「──わかった。後は私がやっておくから」

　千尋の言葉を最後まで聞かない内に、吉香は紫むらさきの部屋を飛び出した。







『諒悟の写し身だからといって、諒子に恋をすることはないから』

　千尋の言葉が、頭の中でぐるぐると渦うず巻まいている。

（千尋さん……一体何が言いたかったんだろう……）

　これを真琴に置き換かえてみれば、吉香にも理り解かいできる。真琴の中に麻琴がいたとき、吉香は何とも言えない違い和わ感を感じていた。たとえ写し身であっても、吉香は麻琴には恋をしなかった。

　言葉通りに捉えれば、いくら諒子が言い募つのっても、千尋は千広ではないから、その想おもいを受け入れることはないということだろう。

「……でも、なんだか違ちがう気がする」

　吉香はあちらの世界への入り口である、あの神社までやってきていた。

　この石段を、幾いく度どこうして眺ながめ下ろしたろう。

　真琴を探さがして、真琴の下もとへ行きたくて、何度も階段に身を投げた。

　今はもう、真琴はあのお屋や敷しきの中にいて、探しに行く必要などどこにもない。この神社の石段で転がる必要なんてないのだ。

　それなのに。

　吉香は踏ふみ出そうとしている自分の左足に気がついた。それを前でなく後ろへ引いて、更さらに二歩後じさる。

（真琴様はここにいるのに、どうして私はまだ、あちらの世界のことが忘わすれられないの……？）

　千尋と紫の部屋で交かわした会話を思い返して、吉香は胸むねに手を当てた。

　千尋の言葉の真意は、まだ吉香には見えない。けれど千尋があちらへ行くつもりがないことだけは伝わってきた。学問に専せん念ねんできて、好きな人もいて、それなのに、どうして千尋は戻ろうとしないのだろう。

　左手に感じる温ぬくもりは、あの日繫つないだ真琴のものだ。こうして胸に抱だけば、そのたびに温もりとクレープの味と、「よーちゃん」と呼よぶ甘あまい声が甦よみがえってくる。たった数時間、街を歩いただけの、人から見たらどうってことのない光景は、吉香の中できらきらと輝かがやいている──いや、輝いていた。

　けれど今は、少しくすんで見える。拭ふき掃そう除じする前のガラス窓まどのように、一枚まい何かを透すかして見ているような遠さがあった。

　それをもう一度引き寄よせたくて、左足は石段の先を求めるのかもしれない。

　けれど、この石段を真琴が壊してしまえば、その願いも叶かなわなくなる。

「真琴さま──まあ……ちゃん」

　思いもかけないその響ひびきの苦さに、吉香は下した唇くちびるを嚙かみしめる。小さい頃ころ、当たり前のように毎日呼んでいたその名が、こんなに苦くなるなんて思わなかった。

　真琴にとって、あちらの世界の、あの日の思い出は吉香ほどの重みはないのだろうか。あの日を与あたえてくれたあの世界に、二度と行けないようにしようと、どうして真琴はそんなことを考えたのだろう。

「私……どうしたいんだろう」

　千広に向かって大だい丈じよう夫ぶと告げたのは、たった三週間前のことだ。でも今、同じことが言えるだろうか。

「吉香さーん！」

「……雅成、さん？」

「千尋さんが、呼んできてくれって」

「千尋さんが……私がここにいるって言ったんですか？」

「はい。何しに行ったかまでは聞いてませんけど」

「何って……」

　自分でも何をしにここへ来たのかわからない。ただ、ここが壊こわされると聞いて、いても立ってもいられない気分になってしまったのだ。あのときのように、あちらへ行きたいというはっきりとした意い志しがあるわけでもないのに……。

　吉香は雅音の顔を見て思い浮うかぶままを口にした。

「あの、雅成──雅音さんが帰るのに必要な条じよう件けんって何かなって……。もう十日になるでしょう？　有ゆう能のうだからつい頼たよりすぎちゃって、肝かん心じんなことを考えてなかったから」

「帰る条件……」

　雅音は吉香の横までやってくると、神社の長い石いし段だんを見下ろした。

「……私、ここへ来るために、あの日、神社にいたのかなって、そんな風に思うんです」

「ここへ来るために？」

「前に言いましたよね？　あの神社、兄と二人で初はつ詣もうでに来たことがあるって。四年前だから、私はまだ十七歳さいで、兄は今の私と同じ、二十一歳だった」

「仲のいい、ご兄妹なんですね」

「医大に通っていた兄は忙いそがしくて、なかなか前のように二人で出かけることができなかったから、その初詣の前日は眠ねむれなかったくらい、楽しみで仕方がなかったんです」

　でも、と雅音は振り返って社しや殿でんを見上げた。

「その帰り道、兄の人生は終わってしまいました」

「……え？」

　雅音の口からは、いつも兄という言葉が出てきた。兄がこうした、兄ならこう言う──雅音というフィルターを通して語られる兄は生き生きとしていて、常つねに現げん在ざい形けいであったように思う。だから、まさか亡なくなっている人だったとは、考えもしなかった。

　その兄に似にているという雅成の顔が、少しだけ歪ゆがんだ。

「車にはねられて……私の、目の前で。救急車が来るまで、私、兄の名前を一生懸けん命めい呼んだんです。呼んだんですけど、結局兄は眼めを覚ますこともなく、そのまま」

　雅音はこぼれ落ちたものをそっと拭ぬぐい取り、吉香に笑ってみせる。

「私、すごいお兄ちゃん子で、しばらくはその事実を受け入れられなかった。でも人って悲しいもので、毎日ご飯食べてお風ふ呂ろ入って寝ねてると、受け入れがたかったことがいつの間にか過か去こになって刻きざみ込こまれてしまって、現実を生きるしかなくなっちゃう。その現実の一つが、医大に行くことで……兄がいなくなったから、私が医者になって、家を継つぐ必要があったから」

　東とう金がねの実家が代々医者であるように、雅音の家も医者の家だったのだ。執しつ事じのような仕事につくのが夢ゆめだと語っていた雅音が、なぜ医大に行っていたのだろうと気にはなっていたのだが、それは兄の遺い志しを継ぐためだったのだろう。

「もともと兄ほど優ゆう秀しゆうじゃなかったから、すごく頑がん張ばって頑張って、浪ろう人にんしてやっと兄と同じ医大に入って、兄が目指したような医者になるんだってそう思ってたのに……解かい剖ぼうが」

「カイボウ……？」

「亡くなった人の身体からだをいただいて、実じつ際さいに切ってみるんです」

「……!?」

「そうしないと、人の身体の中がどうなってるかわからなくて、医者になったときに困こまるでしょう？　そういう勉強をするところなんですよ、医大って。動物の解剖は経けい験けんがあったから、大丈夫だって思ってた。でも、そこに横たわっている遺い体たいを見たとき、あの日の……血を、流し続けるお兄ちゃんの姿すがた、が……どうしても……」

　口元を押おさえ、雅音はその場にしゃがみこんだ。その肩かたが、小さく震ふるえている。

「それが男だん性せいだろうが女性だろうが、老人だろうが子どもだろうが関係なく、全部が兄に見えてしまうんです。私が助けられなかったから、今ここにいるんだって、そんな気がしてならなくて、だから、私……学校に行けなくなって」

　最初は解剖実習だけ避さけていたのが、そのうち一日丸々休むようになって、気がついたらまったく学校に行かなくなっていた。

　兄の夢を叶かなえたいという気持ちはあるのに、どうしても学校に行けない。どうしたらいいのかいくら考えても答えが見つからなくて、そんなときにふと思い浮かんだのが、兄と最後に訪おとずれたあの神社だったのだという。

『……割われない卵たまご、かも』

　そんな風に語っていた雅音の寂さびしそうな横顔が思い出された。

「どこかへ……私の夢の在処ありかがある場所へ行きたいって、そう思っていたら、この世界に来られて。ここには解剖もないし、兄に代わって後を継げという親もいないし、一度はあきらめたコンシェルジュの真ま似ね事ごとのようなこともできて、ああ、ここが私の夢の在処なんだなって」

「それで、ここへ来るために神社にいたって……」

「……兄が、連れてきてくれたのかもしれないって思って。コンシェルジュのこと、最初に教えてくれたのも兄で、お前に向いてるって、言ってくれていたから」

　そのまま雅音は、しばらく膝ひざを抱かかえるようにして黙だまり込んでいたが、やがてすっくと立ち上がると、長い長い石いし段だんを見下ろした。

「ここが、私の夢の在処なら、帰る必要ってあるんでしょうか？　この階段、結けつ構こう急だし、来たときはかすり傷きずで済すんだけど、その程てい度どの怪け我がで済むって保ほ証しようもないんだから」

「雅音さん……」

「私のために考えてくれてありがとう。でも、私は来るべくして来たんだって、そう思ってますから。それに吉香さん」

「……？」

「雅成って呼よばなくちゃ。私は今、雅音じゃなくて、雅成として暮くらしてるんだから」

　振ふり返った雅音は、もう涙なみだを流してはいなかった。その金茶の瞳ひとみにははっきりと意い志しの光が宿っている。

『私が戻もどってきたのはこの世界。ここが、私の生きていく場所』

　千尋の言葉と、雅音の物言いは良く似ている。

　どちらも、ここが自分のいるべき場所であり、あちらへ戻るつもりはないと言っているのだ。

　けれど、恋こいと学問と、その両方を置いてまで佐倉家のメイドである自分に戻ってきた千尋と、大好きな兄を亡くし、その兄の夢も失いそうになってこちらへとやってきた雅音では、大分意味合いが違ちがう。

（雅音さん……前向きとも思えるけど、でも……）

　雅音の夢を、雅成として叶えるのは、果たして前向きなことなのだろうか。

『私の中にあるこの思い出が、私をいつでも幸せなあの日に連れていってくれるから。だから、大だい丈じよう夫ぶなんです』

　千広にそう語ったあのとき、吉香は自分のその言葉を信じていた。今だって、そう信じている。だから、真琴が誰だれを妻つまに迎むかえようとも、一生、真琴の側そばでメイドとして仕えていけると胸むねを張はっていられた。

　けれど今、あの日のように抑おさえきれずに笑えみがこぼれるような、そんな幸せな気分を、どうしてだか思い出すことができない。

　吉香は石段から空へと視し線せんを移うつした。冬の空は澄すみ切って、どこまでも青い。まるで、真琴の瞳みたいに。

　一いつ緒しよにクレープを食べて、手を繫つないでよーちゃんと呼んでくれたのは黒い瞳だったけれど、今、吉香の心に甦よみがえってくるのは、この空のように澄んだ瞳だ。二日前の夜、吉香をまっすぐに見つめていた、あの瞳だ。

「吉香さん、そろそろ戻りましょう。きっと、千尋さん、待ちくたびれてますよ」

　雅音はそういって屈くつ託たくなく笑った。あちらの世界の話をしたときとは対照的なまでに、その顔は明るい。

（私……どうしたいんだろう）

　答えの出ない問いをもう一度心の中でくり返して、吉香はまぶしい空に目を細めた。







　五、開け放はなたれた思い出







　前庭にある駐ちゆう車しや場じように黒くろ塗ぬりの車が何台か停とめられ、応接間や居間では、人々が賑にぎやかに言葉を交かわしている。パーティーまではまだ間があったが、招しよう待たい客きやくは昼下がりにはちらほらと現あらわれ始め、メイドたちは、館やかたの中を忙せわしなく動き回っていた。

　吉よし香かは、朝一番に真ま琴ことの身の回りの支し度たくを調えた後は、ほとんどパーティー準じゆん備びと招待客の世話に忙ぼう殺さつされている。

（雅まさ音ねさん、大丈夫かな……）

　案の定と言おうか、東とう金がねは復ふつ帰きできず、今日はやはり雅音一人で執しつ事じを務つとめなければならない。できる限かぎり彼女の手助けをするつもりではあったが、実じつ際さいにこうして招待客が来てしまえば、思った以上に手が足りず、雅音と満足に言葉を交わすこともできなかった。

　応接間から空になったティーポットとカップ類を引き上げてきた吉香は、トレイを持ったまま玄げん関かんホールの方を見やった。雅音は今しがた到とう着ちやくした招待客と言葉を交わしている。その顔には笑えみが浮うかび、緊きん張ちようした様子は見られない。

　ここが私の夢ゆめの在処ありかだと、そう言い切った雅音は、見事なまでに執事という役をこなしている。いくら接客の経けい験けんがあり、慣なれていると言ってはいても、華か族ぞくの屋や敷しきでのパーティーは初めてだろうに、パニックも起こさずよくやっている。とても、二週間の促そく成せい栽さい培ばい執事とは思えない、堂々たる振る舞いだった。

　ほっと息を吐ついて厨ちゆう房ぼうに向かおうとしたそのとき、不意にエプロンの裾すそを強く引かれ、慌あわてて足を止めた。トレイの上の茶器がかちゃりと音を立てる。

「ねえねえ」

　裾を摑つかんでいるのは小さな男の子だった。彼も招待客の一人で、彼の父親である栗くり源もと伯はく爵しやくは佐さ倉くら家の遠とお縁えんにあたる華族だった。会社も持っていて、かつては佐倉貿ぼう易えきと取引もしていたらしいが、真琴の婚こん約やく破は棄きを聞きつけるやいなや契けい約やくを破棄し、以来没ぼつ交こう渉しようとなっていた。

　それが今回のパーティーの噂うわさを聞きつけて、どういうわけだか招待するよう要求してきたとかで、急きゆう遽きよ招待客リストに付け加えられたのである。

（確たしか……栄えい司じさま）

　栄司は上等な織おりのスーツを着せられ、ぴかぴかに磨みがかれた靴くつを履はいている。パーティーの支度もすっかり済すんで、館の中を探たん検けんでもしていたのだろう。

「どうなさいました？」

「これ、取れちゃった」

　栄司が背せ中なかに回していた左手をぱっと突つき出すと、色とりどりの花びらが床ゆかへ散った。栄司は軽く目を見開いた吉香を見て、にやりと笑う。

　内心でため息をつきながら、吉香はにっこりと笑い返した。

「教えて下さってありがとうございました。すぐに片かたづけます」

　その言葉に、栄司は眉まゆを寄よせて、ちぇっと舌した打うちする。更さらには舌まで突き出して、ホールの階かい段だんを駆かけ上がっていった。

　栄司がむしり取ったのは、今朝、皆で手分けして飾かざった花のどれかだろう。ホールや廊ろう下かの花か瓶びんは背が高くて届とどかないだろうから、おそらくは伯はく爵しやく一家が入った青の部屋のものだ。

（あとで生け直さないと）

　ずらずらと続いていく頭の中の覚え書きに新たな項こう目もくを書き足して、吉香は厨房に入った。

　そこはさながら戦場だった。

「八や千ち代よさん、前菜の準備終わりました！」

「オーブンは!?」

「あともう少しです！　それからそっちの青いボールが黄身です」

「ほいきた。白身を泡あわ立てといとくれ」

「はい……あ、下した茹ゆでがまだ──」

「白身先行だよ！」

「はい！」

　八千代と諒りよう子こはそれぞれ四、五人分は働いているのではないだろうか。広い厨ちゆう房ぼうの中、二人は無む駄だのない動きで行き交かいながら、一つ一つ確かく実じつに料理を仕上げていく。パーティーは立食形式なので、コースのときほど出来上がり時間に縛しばられることはないが、客が前菜を食べている間に肉を焼く、ということもできないため、コーヒーやデザートの一部を除のぞいて、ほとんどの料理をパーティーの始まる前までに用意しなくてはならない。

　しかも、最大で五十人近くになる招待客に対応できる量となると、二人で作るのは厳きびしい。こなせているのはそれが八千代であり、その優ゆう秀しゆうな助手である諒子だからだろう。

「そろそろ前菜を運びますか？」

　吉香が声をかけると、二人は揃そろって「わあっ！」と声を上げた。

「いつからいたんだい？」

「今さっきです。そろそろ、食堂に運び始めたほうがいいですよね？」

「そうさね、食堂の方はいいんだよね？」

「そっちは春はる生きちゃんと千ち尋ひろさんが。二人も手が空いたら来ると思います」

　千尋の名が出た途と端たん、諒子の肩かたがぴくりと動いた。

　一度気づいてしまえば、諒子の想おもいは明らかだ。

（諒子さん……いつか気づくのかな）

　千尋の中から千ち広ひろが去ってしまったことに。

「ほら、何ぼーっとしてんだい！　まずは緑に金ラインの皿からだよ！」

「はい！」

　吉香は厨房の端はしで待機しているワゴンを作業台近くへ運ぶ。あの日、東金の腰こしに最後の一いち撃げきを加えてしまったワゴンは、綺き麗れいに磨みがかれて出番を待ちわびている。

　吉香は気持ちを切り替かえて、八千代の指し示じ通り、皿をワゴンへと移うつし替えていく。

　今は余よ計けいなことを考えている暇ひまはない。千尋のことも諒子のことも雅音のことも──自分のことも、すべてはこのパーティーが終わってからだ。

　玄げん関かんホールが、また一いつ層そう賑にぎわしくなった。

　吉香はよし、と小さく気合いを入れて、ワゴンとともに厨房を飛び出した。
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　パーティーは予想していたような大きな混こん乱らんもなく、順調に進んでいた。八千代渾こん身しんのパーティー料理も好こう評ひようで、多めに見積もって作っていたのに、ほとんどの皿が空になっている。

　テーブルの上に残っているのは、小皿に取り分けられた小さな菓か子しやチーズ類ばかりで、メイドたちはその小皿とコーヒー、あるいは酒を客の求めに応じて給きゆう仕じしながら、食堂と居い間まとを行き交かっていた。

　腹はらを満たした人々が次に求めるのは会話だ。美お味いしいデザートや味わい深い酒に舌したも滑なめらかになって、皆みな随ずい分ぶんと話が弾はずんでいる。

　その中には、佐倉貿ぼう易えき飛ひ躍やくのきっかけを作った神こう崎ざきもいる。神崎の作る家具がなかったら、今日この日、佐倉邸ていでパーティーが開かれることもなかったろう。

　吉香は神崎や会社の部下たちと笑い合っている真琴を見て、つられるように微笑ほほえんだ。

　学校を辞やめるという決けつ断だんは、真琴にとって軽いものではなかった。そこまでしなくても、と復ふく学がくを勧すすめる役員もいたという。それでも真琴は佐倉貿易一本に絞しぼることを決めた。パーティーの始まりでその決意表明を聞いた招しよう待たい客きやくたちは、その決断を大いに歓かん迎げいしていた。

　会社の部下たちはもちろんのこと、例の事じ件けん以後も付き合いの変わらなかった取引先、神崎のように新たに契けい約やくを交わしてくれた人──真琴の招まねいた客たちは、これまで真琴と会社を支ささえ、これからもともに手を取り合って歩んでくれる、大切な人々だ。

「あんなに楽しそうな真琴様、久ひさしぶりだね」

　吉香同様、トレイの上を空いたグラスや灰はいの積もった灰皿でいっぱいにした春生が、吉香に囁ささやきかけてきた。笑えみを含んだ声にそちらを見やると、眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみが細められている。

　今年に入ってから、真琴の周囲では大変なことばかり起こっていた。両親である先代夫ふ妻さいが不ふ慮りよの事じ故こで亡なくなり、多た額がくの借金を負った先々代はそれをすべて孫まごの背せに放ほうり投げ、使用人のほとんどを連れて隠いん居きよしてしまった。

　借金という弱みから、望まぬ婚こん約やくも強しいられた。その最中、異い世せ界かいの写し身と入れ替わり、異い性せいとして過すごす羽目にもなった。

　戻もどってきてからは押おしかけ婚約者騒そう動どうも起こり、この一年の間、気の休まるときはほとんどなかったのではないだろうか。

　その大変な一年の終わりに、真琴は信しん頼らいする人たちとこうして笑い合っている。そのことを、吉香は誰だれかに感かん謝しやしたい気分だった。

「そうだね」

「あっちもあっちで楽しそうだけど……」

　春生が見やっているのは、居間の奥に陣じん取どった栗源伯はく爵しやくだった。葉は巻まきを吹ふかし、酒をあおり、ご機き嫌げんな様子だ。彼のすぐ脇わきにあるサイドテーブルには、大理石の灰皿が置かれている。さっき取り替えたばかりなのに、既すでに中身が入っているのがここからもよく見える。回かい収しゆうしたグラスの数もかなりのものだった。

　ここからでは会話の内ない容ようは聞こえないが、きっとまた、左手にはめた指輪を自じ慢まんしているのだろう。立食のときに、場ば違ちがいなほど大きな赤い石を招待客に自慢しているのを見かけた。伯爵夫人もまた、よく似にた赤い石をペンダントとして首から下げていて、栗源が誰かに自慢しているとさりげなく寄よってきて、揃そろいであることを強調した。吉香の目には、同じ華か族ぞくはさほど興きよう味みを示しめしていないように見えたし、華族でない者たちは皆引きつったような笑えみを浮うかべているようだった。

「さっきなんてね、わざわざ指輪を外して、相手に持たせたりしてるの。『どうです、重いでしょう？』なんて言っちゃって。あのぶっとい指から外すの面めん倒どうだろうに、ねぇ？」

　小声ながらも嫌けん悪お感を露あらわにした春生は、トレイを軽く掲かかげると、早足で厨房へと去って行った。

（私も早く、これを置いてこなくちゃ）

　食堂を出ようとしたところで、吉香は足に衝しよう撃げきを感じる。見れば、未来の伯爵がにやにやしながら吉香の足に抱だきついていた。

「何か御ご用ようですか？」

「べっつにー」

　そう言って、ぱっと手を離はなす。痛いたみがあったようにも思うが、きっと勢いきおい良く抱きつかれたからだろう。訝いぶかりながらも吉香は礼をして厨房へと向かった。そこには一足先に厨房へとやって来ていた春生が、八千代を手伝ってグラス類を洗あらっていたが、吉香を見るなり「あー！」と素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「吉香ちゃん、ストッキング！」

「え……？」

　トレイを置き、足を見下ろすと、右側のストッキングだけが膝ひざ上うえ辺りまで下がっている。厨房の奥へ行ってそっとスカートの裾すそをめくり上げてみると、右のガーターベルトが見事に断たち切られていた。

「なんで──あっ！」

　さっき抱きつかれたときに感じたのは、ゴムに弾はじかれたような痛みだった。ガーターベルトが支ささえを失って、太ももを叩たたいたのだろう。

「切れちゃったの？」

「……多分、切られちゃったんだと思う」

「切られた!?　誰に!?」

「ちょいと、そりゃ穏おだやかじゃないね。引っかけたんじゃなくて？」

　吉香はストッキングの上の方を持ち上げて、八千代と春生に見せた。本来ガーターベルトが留とめられているべき場所が、ストッキングとともに切られている。

「うわっ、ほんとだ！　こんな風には裂さけないよね、普ふ通つう」

「さっき、そこで栄司様に抱きつかれて、そのとき──」

「あー、あの子か！　私さっき、エプロンにチョコレートケーキべったりつけられたんだけど、なんかやることエスカレートしてない？」

「ハサミかナイフか知らないが、親は注意しないのかい？」

「無理無理。伯爵様は指輪の自慢に忙いそがしくてらっしゃるから」

「私、替かえてきますね、これ」

　吉香は持ってきたトレイを春生に任まかせ、厨ちゆう房ぼうを出る。そのまま西せい翼よく奥の自分の部屋へ向かおうとしたが、話し声に気がついて足を止めた。

「本日はお運びいただき、ありがとうございました」

「いや、いいパーティーだった。君もこれからは、学生という枷かせはなくなり、更さらに飛ひ躍やくすることだろうね」

「……皆みな様さま方のおかげです」

　玄げん関かん扉とびらの側から聞こえてくるのは、真琴の声だった。相手は取引先の会社の人間だろう。泊とまらずに帰るのを、真琴が見送りに出ているのだ。

　そこへ新たな声が加わった。

「おお、横よこ芝しばさん、あなたもお帰りですか？」

「おや、蓮はす沼ぬま翁おうも？」

「悪いがあんた、うちの車を」

「はい、今すぐ」

　答えたのは雅音だった。あれ以来、蓮沼はすっかり雅音が気に入ってしまったらしく、パーティーの最中、雅音を見つけるとなにがしか話しかけていた。

（そろそろ、ここも人通りが多くなるかも……）

　吉香は右足に手を添そえて、そそくさと自室へ向かった。

　扉を閉しめてしまえば、パーティーの最中とは思えないほどに静かだ。思わずほっと息を吐つく。

　スタンドの灯あかりでもう一度確かく認にんすると、やはり痛かったのはゴムで弾かれたからで、そこが赤くなっている他ほか、ガーターベルトを切ったであろう刃は物ものによる傷きずはなかった。

　クローゼットからストッキングとガーターベルトを取り出して、手早く身につける。早く戻もどらなければ、他の三人に迷めい惑わくがかかってしまう。

　ついでに覗のぞいた鏡で髪かみの乱みだれも直して、吉香は小しよう康こう状じよう態たいを保たもつ戦場に再ふたたび戻った。

　その間、およそ十分ほど。

　しかし、そのたった十分の間に、居い間まの様子は大きく変わっていた。

　さっきまで和なごやかに歓かん談だんしていた客たちは口を閉とざし、居間の奥おくを見つめている。そしてその奥には人だかりができていて、怒ど鳴なり声のようなものが聞こえてきた。

　辺りを見回しても、他の使用人たちの姿すがたはない。慌あわててその人だかりのところへ駆かけつけると、その中心で千尋と栗源伯はく爵しやくが向かい合っていた。

　さっきまで上じよう機き嫌げんだったほの赤い顔は憤いきどおりを孕はらんでより赤みを増まし、その足あし下もとには割われたグラスが転がっている。

「指輪だよ指輪！　お前も見ただろう、赤い石のついた大きな」

「指輪、でございますか？」

　千尋がくり返すと、栗源は更に顔を赤くして、目を見開いた。

　栗源の左手に、場ば違ちがいなほど大きな赤い石があったのは、吉香も覚えている。

　騒さわぎに気づいて夫の下もとへと駆けつけた夫人の首には、件くだんのペンダントがかかっている。栗源はペンダントを指でつまみ上げると、千尋の前に振ふって見せた。

「これだ、これと同じ石なんだ！　確たしかにここにあったんだ」

　ペンダントを摑つかんでいるのとは反対の手で、栗源はサイドテーブルを指差した。そこには、灰はい皿ざらが一つ置かれているばかりで、他には何もない。

　灰皿の中には葉は巻まきの吸すい差しが二本ばかり置かれている。さっき吉香が替えた後、吸ったものだろう。

（でもあのとき……グラスと灰皿以外には何もなかった）

　サイドテーブルからそれらを回かい収しゆうし、汚よごれを拭ぬぐって、新しい灰皿を置いた。そこへ、栗源が中身の入ったグラスを乱らん暴ぼうに置いたのも覚えている。

「あの、千尋さん」

　後ろから声をかけると、千尋より先に栗源が吉香に気づいた。

「なんだ、お前！　何か知ってるのか!?」

「そうなの、吉香？」

「先さき程ほど、そのテーブルの上を片かたづけましたが、指輪はありませんでした」

　そう言うと、栗源は千尋を突つき飛ばし、吉香の腕うでを摑つかんで人だかりの中に引きずり込んだ。勢いきおい余あまってよろけそうになるが、栗源が強く腕を引いて立たせる。肩かたの辺りがきしんで、涙なみだが滲にじんだ。

「お客様、乱らん暴ぼうは──」

　吉香を救おうと人だかりの内へ飛び込んだ春生だったが、夫人が差し出した腕でとどめられてしまう。

「指輪がなかっただと!?　そんなはずがあるか！　あんなに大きなもの、目に入らないはずが──」

　栗源は途と中ちゆうで言葉を切って、吉香の耳元で「なぁるほど」とつぶやいた。もう一度吉香の腕を引っ張ぱり、開いたもう一方の手で腹はらの辺りをまさぐる。周囲の人ひと垣がきから、悲鳴ともつかぬ声が上がった。

「……っ！」

「お前が盗とったんだろう！　どこに隠かくした、ここか!?　ここか!?」

　言うたびに栗源は吉香の身体からだのあちらこちらを乱暴に摑む。引き回されている肩と、摑まれた腕や太ももが痛いたい。けれど、客の前で声を上げることもできず、吉香はぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。

（どうしよう……どうしたら……！）

　なんとかこの場を収おさめなければと思うのだが、痛みを堪こらえるのが精せい一いつ杯ぱいだった。視し界かいの端はしでは、千尋が割わって入る隙すきをうかがっている。しかし、使用人である自分たちが客を傷つけるわけにはいかないから、千尋も慎しん重ちようになっているのだろう。

　ついに栗源の手が、吉香の胸むねに伸のびた。酒に酔よい、加か減げんを知らない男の手に思い切り摑まれて、とうとう耐たえきれずに、吉香は小さな悲鳴を上げた。

　まさに、その瞬しゆん間かんだった。

「何をなさってるんですか、伯はく爵しやく!!」

（真琴様……！）

　荒あら々あらしいその声に、栗源伯爵の手が止まる。その一瞬の隙を逃のがさず、千尋は吉香を引っ張り、吉香は真琴の後ろへと回り込む形となった。

「大だい丈じよう夫ぶ、吉香？」

　抱だき留とめてくれた千尋に小さくうなずいて、吉香は真琴の背せ中なかを見つめる。吉香を追いかけようとする栗源伯爵の前に腕を差し出した真琴は、辺りをぐるりと見み渡わたした。

「伯爵、これはどういうことでしょうか？」

　こんなに荒く冷たい真琴の声は、聞いたことがない。後ろにいる吉香さえ身が竦すくんでしまう。

　相対している栗源伯爵の頰ほおも幾いく分ぶん赤みが消え、目が怯ひるんだように泳ぐ。しかし、咄とつ嗟さに握にぎりしめた自分の手が軽いことを思い出すと、栗源伯爵の腹はらの底からまたふつふつと怒いかりが湧わき上がってきたようだった。

「ゆ、指輪がなくなったんだ！」

「指輪……？　あの赤い石の？」

「そうだ。そのメイドが盗ったんだ！　まだ身につけてるんじゃないかと思って、それで調べていただけだ」

　ゆっくりと振ふり返った真琴は吉香をまっすぐに見つめる。その空色の瞳ひとみに怒りの色を見て取って、吉香は身体からだを硬かたくしたが、真琴は何も言わずに再ふたたび栗源に向き直った。

「私に仕える者に不心得者はおりません」

（真琴様……）

　パーティーの中でも賓ひん客きやくと言うべき栗源伯爵よりも、使用人を信じると断だん言げんした真琴に、周囲からは戸と惑まどいの声が上がる。しかし真琴は自分の言葉を翻ひるがえそうとはしなかった。

「なんだと……!?　おいお前！　さっき、お前外から入ってきたよな!?　ってことは既すでにどっかに隠したんじゃないのか！」

「……そういえば、さっきまでいなかったわねぇ、その子」

　夫の言葉を、夫人が補ほ完かんする。同意するような声がいくつか上がり、吉香は思わず顔を伏ふせてしまった。

　さっきまで居い間まにいなかったのは事実だ。それはもちろん、指輪を隠すためなどではなく、切られてしまったストッキングを交こう換かんするためだったが、栗源の息子むすこにやられたとも言えないし、この場面でそれを言い立てても意味はない。

「早く出すんだ！　今なら、許ゆるしてやっても──」

　栗源はそこで大きく深しん呼こ吸きゆうをすると、近くの椅い子すにどさりと腰こしを下ろした。二、三度荒い呼吸をくり返して、吉香をぎろりと睨にらみつける。

「今なら、許してやってもいい。さ、早く返せ！」

「伯爵には、私の言葉が聞こえなかったようですね？　この屋や敷しきに、私心ある者はおりません」

「この若わか造ぞうが──」

「お疑うたがいとあらば！」

　ぴしりと、居間中に真琴の声が響ひびき渡わたった。

「この私がすぐにでも捜さがし出してみせます。伯爵はそこでおかけになってお待ち下さい。千尋！」

「はい」

「伯爵にお飲物を。皆みな様さま方！　お茶でもお酒でも、お好きなものをお命じ下さい。当家の使用人は、働き者ですゆえ」

　真琴はぎろりと栗源を睨み据すえて、そのまま居間を出ていってしまう。パーティーの余よ韻いんもなく静まり返ってしまった居間だったが、機転を利きかせた春生が食堂からデザートの皿を持って客の間を回り始めると、徐じよ々じよに凍とう結けつした空気は緩ゆるみはじめ、居間には再びざわめきが戻もどった。

　真琴がいなくなったことで、栗源は再び吉香に近づこうとしていたが、それをくるりと回り込んだ春生が遮さえぎる。更には千尋がティーセットを持って戻ったことで、栗源は不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で、ソファに深く座すわり直した。

　それを見て、千尋が吉香に目配せする。小さなうなずきを返した吉香は、そっと居間から抜ぬけ出し、玄げん関かんホールへと出た。

「ああ、吉香さん」

　息を白く弾はずませながら、雅音が玄げん関かん扉とびらをくぐり抜けてきた。今まで外にいたようで、中の騒さわぎにはまったく気づいていないようだった。

「外、星がきれいでしたよ。その分、とっても寒いですけど」

「真琴様見なかった!?」

「……真琴様？」

「さっき、飛び出して──」

　その吉香の言葉を遮るように、遠くでばたん、と大きな音が響いた。

「何の音──あ、吉香さん！　一体どうしたんですか!?」

「他の人に聞いて！」

　雅音を振り切るようにして、吉香は音のした東とう翼よくの廊ろう下かに駆かけ込んだ。そのとき、乱らん暴ぼうに開かれた扉から、真琴が足音も高らかに廊下に飛び出してくる。真琴は出てきた部屋の扉を叩たたきつけるようにして閉しめた。またばたん、と大きな音が響きわたる。

「真琴様……!!」

　吉香の声に、真琴の足が止まった。窓まどから差し込む月光に、真琴の顔が照らし出される。

　冴さえ冴ざえとした月の光が、澄すんだ空色の瞳を、冷たい氷のように見せる。

　パーティーのときは、あんなに楽しそうな笑え顔がおを見せていたのに、今の真琴の表ひよう情じように、それを思わせるものは何もない。

　物心つく前からずっと側そばにいた吉香が、初めて見る顔だった。

　思わず立ち竦すくんでしまった吉香だったが、真琴はその姿すがたをしばらく見つめると、ふいっと顔を逸そらして更に奥おくへと進んでいった。

（真琴様……一体どうして）

　その答えを、吉香は知っているような気がする。けれど言葉にすることはできなくて、ただその後を追った。

　東翼の端はしの階かい段だんを上りかけた真琴は、ふと足を止め、地下へとその進路を変える。その後をついて降おりた吉香は、暗くら闇やみの中、扉が開かれる音を聞いた。

「真琴様……？」

　音を立てたのは、ボイラー室の隣となりにある物置の扉のようだった。上の階のように使わない家具をしまっているのではなく、そうしたものを修しゆう理りしたり、手入れするための道具などが入っている物置で、それを使う東金くらいしかここへ入ることはない。

　吉香もここへ入るのは久ひさしぶりで、おそるおそる中へと足を踏み入れた。

　記き憶おくの中、手て探さぐりで壁かべのスイッチに手を伸のばすが、かちりと音を立てるばかりで、切れてしまっているのか、電でん灯とうがつく気配はない。そうなると、光こう源げんは天てん井じよう近くにある小さな明かり取りの窓から差し込む月光だけで、到とう底てい部屋の奥までは届とどかなかった。

「真琴様……そこにいらっしゃいますか……？」

「……吉香か」

　声にはまだ棘とげが残っている。けれど吉香は答えてくれたことにほっとして、声のした方へ進む。そのとき、何かが落ちる音がして、吉香は思わず小さな悲鳴を上げた。

「真琴様、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　今度はいらえがなく、代わりにまた物が落ちる音が響く。真琴が棚たなに並ならべられた箱をひっくり返して床ゆかに落としているのだと気づき、吉香は慌あわてて奥へと駆け寄よった。

「真琴様、おやめ下さい！　危あぶないですから！」

　道具の中には先の尖とがったものや、刃はが剝むき出しになっているものもあるはずだ。そこに無む造ぞう作さに手を突っ込んでいたら、大おお怪け我がをしかねない。

　がしゃん、とまた大きな音が響く。

　吉香は徐じよ々じよに闇やみに慣なれた目を凝こらし、真琴の輪りん郭かくを見つけ出した。その腕うでの辺りに、勢いきおい良く飛びついていく。

「おやめ下さい！」

「……離はなせっ!!」

「あ……っ！」

　摑つかんだ腕に振ふり払はらわれて、吉香は壁に叩たたきつけられる。そのまま沈しずみ込むような感覚があったが、何かに身体からだを包み込まれて、吉香は暗闇の中に転がり込んだ。

「……っ」

　背せ中なかを少し打ちつけて、吉香は息を洩もらす。そのとき、身の上で何かが動くのを感じた。

「……なに!?」

「私だ」

　すぐ側そばで囁ささやくように言ったのは、真琴だった。

「ちょっと、待ってくれ……狭せまくて」

　身じろぎしていた真琴が、そっと離れる。重みがなくなった吉香も身を起こそうとしたが、何か硬い物におでこをぶつけて、思わず声を上げた。

「いったぁ……」

「……だから、待てと……」

　何かを堪こらえるような真琴の声に、ぶつかったのが物などではなく、真琴だったことに気づき、吉香は慌てて身体を戻もどす。

「すみません、真琴様！」

「……大丈夫だ。もう起きても構かまわない」

　おそるおそる身体を起こし、腰こしを後ろにずらしていくと、すぐに背が壁に触ふれた。

　棚の隙すき間まにでも入ってしまったのだろうか。それにしては、先さき程ほどまでよりも暗い。それに、随ずい分ぶんと風通しが悪いらしく、埃ほこりの臭においがした。

（……この臭い……私、知ってる……？）

　手入れの行き届いた佐倉邸ていで、埃の臭いなどついぞ嗅かいだことはない。それでも吉香は、この狭い空間と、そこに満ちる埃臭くささに記き憶おくの片かた隅すみを刺し激げきされていた。

『まあちゃん、どこ……？』

　不安そうな自分の声が、甦よみがえってくる。そう、あれはかくれんぼのときだ。自分が鬼おにで、どこかに隠かくれてしまった真琴を必死に捜さがしていた。

　どこを探しても見つからなくて、普ふ段だん行ってはいけないと言われている、地下に降おりた。こわごわと扉とびらの一つに手を掛かけたが、ボイラー室の扉は重くて、小さな吉香の腕では開けなかった。

『まあちゃん……』

　泣きそうになるのを必死に堪えて、その隣となりの扉に手を掛ける。少し隙間の空いていた扉は今度はびっくりするくらい軽くて、吉香はその中へと入っていった。

「ここだ……この部屋」

「吉香……？」

「かくれんぼのときに見つけた、あの部屋ですよね……？」

「覚えて……いたのか？」

「この臭いで、思い出しました」

　真琴が隠れていたのは棚と棚の隙間で、吉香を脅おどかすために、そこから飛び出してきたのだ。驚おどろいた吉香がさっきみたいに壁に倒たおれ込こみ、これまたさっきみたいに吉香を助けようとした真琴が手を伸のばしたのだが、受け止めるはずの壁がくるりと半回転してしまって、二人、この空間の中に放ほうり出された。

　誰だれが作ったのか知らないが、物置の壁の奥の隠し部屋を、真琴と吉香は偶ぐう然ぜん発見してしまった。

「あのときも私たち、こうして転がり込んじゃったんでしたね」

　吉香がそう言うと、真琴が笑う気配があった。顔はまだ見えないけれど、笑えるなら大丈夫だろう。

「……さっきは悪かった」

「え……？」

「腕を振り払ったりして」

「いえ、あれは私が手を掛けたりしたから──」

「そうじゃない。私はただ──触ふれられたくなかったんだ」

　触れられたくないという拒きよ絶ぜつの言葉に、吉香は言葉を失う。けれど、あの夜、噴ふん水すいの前で差し出された真琴の手を、拒こばんだのは吉香の方だ。それなのに、真琴の言葉にショックを受けるのは虫が良すぎる。

「……吉香？　怒おこっているのか？」

「……私に、そんな資し格かくはありません」

「資格？　何を言ってる？」

「私のような者が、真琴様に触れるなんて──」

　小さくなっていく吉香の声に、真琴の声がかぶさった。

「違ちがうっ!!　ああ、そうか……すまない。私の言葉が足りなかった。そうではなくて、私は恥はずかしかったんだよ、吉香」

「恥ずかしい……？」

「そうだ。怒いかりを剝むき出しにした、未み熟じゆくな自分が許ゆるせなかった。そんな自分に吉香が触れたら……吉香が……」

「私が……？」

　言葉が足りないことを詫わびながら、真琴はそれ以上語ろうとしない。促うながすような吉香の言葉にも答えることなく、そのままむっつりと黙だまり込んでしまった。

　再ふたたび闇やみに慣なれてきた目に、真琴の輪りん郭かくが映る。手を少し伸ばせば届とどくところに、真琴がいる。あの頃ころはそこで一生暮くらせるくらい、大きな秘ひ密みつ基き地ちだと思っていたのに、大人二人が入ると、随分と狭せま苦くるしい。

　地下室の奥おくの奥だから、外の音はまったく聞こえてこない。聞こえるのは、互たがいの息づかいと、微かすかな衣きぬ擦ずれのみだった。

「もう、怒ってらっしゃらないんですか？」

「……頭は、冷えたよ」

　真琴が身じろぎする気配があって、吉香の膝ひざに何かがぶつかる。狭いのだと気づいて、慌あわてて腰を後ろに引いたが、真琴は追いかけるように膝を進めてきた。

「……真琴様」

「わざとじゃない。本当にここは、狭いんだ」

　その声が笑えみ含ぶくみなのに気づいて、吉香は吹ふき出してしまう。さっきまでの見たこともなく冷たい真琴はもういない。いつもみたいに穏おだやかで優やさしい、吉香の大切な主だ。

「もう少し、そっちへ行ってもいいか？」

「……はい」

　吉香は更さらに後ろに下がろうとして、右手を伸ばした。

「……あれ……？」

「どうした？」

「ここに、何か」

　指先に触ふれたのは硬かたい感かん触しよくだが、壁とは明らかに違っている。その輪郭を辿たどっていくと、薄うすべったい丸いものだとわかった。吉香の手のひらに収おさまってしまうほど小さい。

「お菓か子しの缶かん……？」

　耳元で振ふってみると、かさかさという音がする。

「何か入ってるみたいですね。なんでしょうか」

「お菓子の缶……？　中に───────あぁっ!!」

　不意に素すっ頓とん狂きような声を上げて、真琴が闇の中、手を伸ばしてくる。反はん射しや的にそれを避よけた吉香は、缶を胸むねに抱だいておそるおそる尋たずねた。

「……ど、どうなさいました？」

「吉香、それをこちらに渡わたしてくれ」

「これ、ですか？」

　ざらりとした手て触ざわりはおそらく、錆さびだろう。錆びてしまうほど放置されていたのだから、中にお菓子が入っていたとしても、塵ちりのようになっているに違いない。

「早く！」

「え、でも」

「いいから！」

　真琴が伸ばした手が、吉香の胸を摑つかむ。すぐ横にある缶ではなく、吉香の、豊ほう満まんな胸を。

「ぃゃああああああっ!!」

「うわぁぁぁぁぁぁっ!!」

　メイドに勢いきおいよく突つき飛ばされた主は、どんでん返しの壁かべにぶち当たって、外へと飛び出していく。差し込む月の光に我われに返った吉香は、その後を追って外に出て、真琴の腕を取った。二人の周りに散らばった道具類が、がしゃり、と音を立てた。

「申し訳わけありません……！　あの、お怪け我がは……？」

「……私こそ、その…………………………すまない」

「いえ、最初から、缶を渡していれば──あれ？」

　いつの間にか吉香の手から、缶がこぼれ落ちてしまっていた。慌あわてて床ゆかに散る道具類に目を凝こらしていた吉香は、その中に丸く平べったい缶を発見する。取り上げて手のひらに載のせ、真琴の前に差し出した。

「ありました！　やっぱり、お菓子の缶みたいですね」

「…………」

　無言のまま手を伸のばした真琴は、むんずと缶を摑つかみ上げる。しかしどうしたわけか缶の蓋ふただけがすっぽりと抜ぬけて、吉香の手の上で缶の中身が露あらわになった。

「……これ……」

　缶の中にあったのは、小さく折り畳たたまれた細長い布ぬのきれ──古びて端はしの方が汚よごれてしまっているけれど、薄うす暗くらがりの中でもそうとわかるほど、明るい空の色をしたリボンだ。

　真琴は吉香の手の上からその缶を奪うばい取って、すぐに蓋をしてしまう。けれど吉香の目に、そのリボンはくっきりと焼きついて、遠い記き憶おくを呼よび覚さました。

　小さい頃、真琴の瞳と同じ色をしたそのリボンが大好きで、よくねだって母親につけてもらっていた。編あみ上げた髪かみの右と左に一本ずつ、綺き麗れいに結ゆわえられたリボンは、いつしか片かた方ほうだけ見当たらなくなってしまって、つけなくなったのだった。

「私の……リボン……？」

「……覚えてないかもしれないが、噴ふん水すいで落としたんだ。二人で遊んで、こっぴどく叱しかられたあのときに」

「あのとき……。あ、それじゃあ真琴様がこの間噴水の前でおっしゃった、『また何か落としたのか』っていうのは」

　真琴は黙だまってうなずく。

　かつてあの噴水で吉香が落とし物をしたことを知っていたから、あんなことを言ったのだ。でも吉香は、リボンは全然違ちがう場所でなくしたと思っていたから、あの言葉の意味が理り解かいできなかった。

「すぐに返すつもりだった。でも、お前の両親が会わせてくれなくて。そうこうしている内に、返しそびれてしまって、だから、その……ここなら……誰にも見つからないと……そう、思って──子どもの浅あさ知ぢ恵えだ」

　ぷいっと横を向いた真琴の頰ほおが、青白い月の光の中、ほんのりと赤らんでいる。真琴の膝ひざの上にある缶は、随ずい分ぶんと錆びてしまっていたけれど、七色のパラソルが描えがかれているのがわかる。小さいとき、真琴はこの缶に入った七色の飴キヤンデイが大好きで、いつもポケットに潜ひそませていた。そして庭を駆かけ回った後、木にもたれながらこの缶を取り出して、吉香にはいつも赤い苺いちご味のキャンディーをくれた。一番好きなはずの、苺味を──

「真琴様、それ──」

「まさか、今いま更さら返せなんて言わないだろう？　その……随分と古びて、汚れているし」

「捨すてるんだったら、私に下さい」

「捨てる？　まさか。これは私にとって、た──」

「た……？」

「……なんでも……いや、言葉が足りないと、ついさっき反省したばかりなのに」

　真琴は吉香に向き直り、二人の間に缶を置いた。吉香が訝いぶかりながらその缶に手を伸ばすと、その上から、真琴の手が重ねられる。

「ま、真琴様……!?」

「これは私にとって、大切な宝たから物ものなんだ。だから、捨てたりなんかしない。誰にも、渡したりしない」

　真琴が言っているこれというのが、飴の缶かんだということはわかっている。それでも、真琴の手の中にはもう一つ、吉香の手があった。勘かん違ちがいだとわかっているのに、勝手に頰は赤らみ、耳にまで血が上ってくる。

（違うのに！　何考えてるの、もう！）

　真っ赤な顔を見られたくなくてうつむくと、真琴がぐっと顔を近づけて覗のぞき込こんでくる。

「聞いてる、のか……？」

「……は、い」

　かすれた声に応おうじるように、真琴の手に力が籠こもった。吉香はぎゅっと目をつむる。

（恥はずかしい……こんなことで勘かん違ちがいして……）

「吉香……」

　そんなに近くで囁ささやかれたら、吉香の耳が真っ赤になっていることに気づかれてしまう。離はなれて下さいと、そう声をかけようと、わずかに唇くちびるを開いた、そのときだった。
















「ま」

「真琴様？　いらっしゃいますか？」

　真琴でも吉香でもない第三者の声が、地下で反はん響きようしている。

「千尋さん……？」

　吉香はその名をつぶやいた途と端たん、自分たちがここへ来たそもそもの目的を思い出し、「あ！」と大声を上げた。同時に真琴も立ち上がり、地下室を飛び出していく。

（どうしよう！　こんなこと、してる場合じゃなかったのに……！）

　栗源のなくなった指輪は、まだ見つかっていない。吉香の嫌けん疑ぎが晴れたわけではないのだ。

「真琴様？　ああ、吉香も一いつ緒しよだったのか」

「すまない、まだ見つかって──」

「雅成が見つけました」

「雅成さんが……？　どこで？」

「随ずい分ぶんと、目め端はしの利きく執しつ事じですよ、彼女は」

　千尋の言葉に、真琴と吉香は顔を見合わせた。







　随分と長い時を過すごしたと思っていたが、実じつ際さいには二十分ほどだったらしい。その間、千尋たちは客の気分を落ち着かせるために給きゆう仕じして回りながら、食堂や居い間まなど、栗源伯はく爵しやくが動いた範はん囲い内をくまなく捜そう索さくしたものの、指輪を見つけることはできなかった。

　そこへやってきたのが、それまで玄げん関かんホールにいた雅音である。ただならぬ吉香の姿すがたに、気になって食堂を覗き込んだ雅音は、春生から一部始終を聞いて、指輪を捜さがし始めた。

　ただし、千尋たちと違って、食堂や居間ではなく、廊ろう下かと玄関ホールを端から端まで歩き、時折しゃがみこんでは花台や花か瓶びんの陰かげに手を伸ばす。

　最後に、玄関ホールの時計の裏うら側がわに手を入れた雅音は、会心の笑えみを浮うかべたのだという。

「時計の……裏？」

「はい。彼は、大人しかいないパーティー会場には早々に飽あきてしまっていて、この一階の廊下と玄関ホールにしょっちゅう出てきていましたから。だからきっと、あるならここだろうなって」

　雅音はそう言って、上着の裾すそを見せた。そこには何かが染しみた跡がうっすらと残っている。

「あの子、ひっきりなしに何か仕掛けてたでしょう？　私もやられたんです。他ほかにも花瓶を倒たおしたり、厨ちゆう房ぼうにむしった芝しばを投げ入れたり、それはもう、どこにそんな元気があるんだってくらい、くるくると動き回って。だから私、気にかけていて」

　指輪がなくなったときは、たまたま雅音は外に出ていたため、犯はん人にんの姿は見ていないのだが、雅音が指輪を持って戻もどると、犯人自ら名乗りを上げた。

「なんでお前が見つけちゃうんだよ！　せっかく隠かくしたのに！」

　再ふたたび盛もり上がっていた居間を一いつ瞬しゆんでしんとさせたのは、甲かん高だかい子どもの声だった。

　吉香たちが居間に入っていくと、栗源伯爵は不ふ機き嫌げんそうに椅い子すに座すわり込んでいた。その傍かたわらには、同じようにふくれっ面つらをしたその息子むすこが、母と手を繫つないで立っている。

「栗源伯爵、指輪、見つかったそうですね？」

　真琴が声をかけると、栗源は顔を真っ赤にしてぐうとうなった。

「……子どもの面めん倒どうを見るのも、使用人の仕事だろう」

「なんですって……？」

　真琴が問い返すと、栗源は立ち上がり、指をつき付けて声を上げた。

「子どもが楽しく過すごせるよう気を配ってくれれば、栄司だってこんないたずらしなかったんだ！　あまりにパーティーが退たい屈くつだから、盛り上げてやろうと思ったと、そう言ってるぞ」

「そ、そうだよ！　それなのに、お前がばらしちゃってさ！」

「こんな小さな子にそんな気き遣づかいをさせるなんて、ホストとして失しつ格かくなんじゃございません？」

　あまりの物言いに、真琴も返す言葉を失い、二人をただじっと見やっている。

　吉香も、栗源伯爵親子のその態たい度どには呆あきれ返っていたが、あれだけ大おお仰ぎように騒さわぎ立ててしまった手前恥はずかしいのだろうと思えば、腹はらも立たない。

　しかし、真琴はそうは思わなかったようで、吉香の肩かたに手を掛けると、そっと前に押おし出した。

「謝しや罪ざいしていただけますか？」

「……なんだと？」

「あなたは彼女に濡ぬれ衣ぎぬを着せ、あまつさえこんな大おお勢ぜいの人の前で辱はずかしめた。当家に不心得者はいないと、そう言う私の言葉も信じませんでしたね？」

「真琴様、いいんです、私は──」

「いいや。彼がしたことは、この佐倉公こう爵しやく家けを侮ぶ辱じよくしたも同然のことだ。ホストを罵ば倒とうしたのだから」

　真琴の空色の瞳ひとみが、氷の刃やいばのように光っている。そこに潜ひそむ怒いかりに栗源も気づいたのだろう、一瞬身を引いたが、はっとしたように辺りを見み渡わたして、顔を真っ赤に染そめた。

「……不ふ愉ゆ快かいだ！　せっかく足を運んでやったのに、こんな……こ、んな……こ」

　首から上が不自然なほど真っ赤になり、そして、急速に青ざめていく。栗源の目がぐるぐると回り始め、周囲の人々もその奇き態たいに眉まゆをひそめた。

「……栗源伯爵……？」

「こ……ここ……こっ、こっ……」

　真琴の前で、ゆっくりと栗源が膝ひざを突く。右手は胸むねをかきむしり、左手は助けを求めるように空を搔かいた。

　ぶつぶつと泡あわを吹ふいて、ひときわ高く手を伸ばした栗源は、そのまま真横に倒れていき、どさりと音を立てて仰あお向むけになった後、動かなくなった。

「あなた!?　あなたどうなすったの!?」

　ヒステリックな金切り声が、金かな縛しばり状じよう態たいに陥おちいった居間の空気を解とき放つ。夫人の取り乱みだしぶりからして、それが栗源の酒の上での痴ち態たいなどではないとわかる。

「千尋！」

「ただいま」

　真琴の呼よびかけに短く応こたえて、千尋がすぐに動き出す。松まつ尾お医い師し宅たくへ電話をかけるのだろう。それを見もせずに栗源の脇わきにかがみ込んだ真琴は、その手を鼻の辺りへ持って行き、顔をしかめた。

「……夫人、伯爵は何か持病が？」

「いえ、いえそんな……そんなことは……ああ！」

　夫人はそのままばったりと夫の横に倒れ込んでしまう。夫人までもがと周囲もにわかに色めき立ったが、二、三度真琴が声をかけるとすぐに意い識しきが戻った。他の招しよう待たい客きやくらが手を貸かして、長椅子に座らせると、へなへなと力を失って椅子の背せにもたれかかった。
















「春生、夫人に水を」

「はい！」

「……発作なら、間に合わないかもしれない」

　発作、という言葉に、吉香は雅音を探さがして辺りへと目をやる。医大生である雅音なら、何か応急処しよ置ちができるのではないだろうか。

「雅成さ──」

　雅音は、吉香のすぐ近くにいた。さっき立っていたところと、その位置は変わっていない。ただ、お尻しりをぺたりと床ゆかにつけて座すわり込んでいる。呼びかけようとした吉香は、雅音の顔を見て言葉を失った。

　顔はまっすぐに、倒たおれている栗源に向けられている。しかしその視し線せんは栗源を捉とらえてはいなかった。どこを見ているのか、まったく焦しよう点てんが合っていない。

「あ……あ」

　両側から頭をぐっと押さえ込んで、意味のないつぶやきを洩もらしている。そのままはらはらと静かに泣き出すのを見て、吉香は神社で聞いた話を思い出した。

『──そこに横たわっている遺い体たいを見たとき、あの日の……血を、流し続けるお兄ちゃんの姿すがた、が……どうしても……』

『それが男だん性せいだろうが女性だろうが、老人だろうが子どもだろうが関係なく、全部が兄に見えてしまうんです』

　目の前で兄を亡なくすという痛いたましい傷きずは、雅音の中で癒いえることはなく、今もじくじくと膿うんでいる。横たわる遺体を前にすると、兄の事じ故こを思い出してしまって何もできなくなり、雅音は医大に通えなくなってしまった。

　話の通り、雅音はさっきまでの執しつ事じ然としたところは微み塵じんもなく、少女のように怯おびえている。まるで動かない栗源が、雅音の目には兄に見えているのかもしれない。

（雅音さんなら助けられるかもしれないのに……でも、これじゃ……）

「ねえ母様？　父様どうしたの？」

「ああ……坊ぼうや……」

「……まさか、死んじゃったの……!?」

　栄司の声に、雅音が反はん応のうを見せた、どこを見ているのかわからなかった瞳ひとみが、栄司の上で焦点を結ぶ。

「父様、なんで動かないの!?　ねえ、死んだふりはなしだよ？　僕ぼく、わかってるんだから！　と、父様の負けなんだからね」

　強がりながら栄司は揺ゆさぶり続けるが、栗源が自ら動き出す気配はない。栄司が揺さぶった拍ひよう子しに、身体からだの上にあった栗源の腕うでがだらりと脇わきに落ちて、栄司は「ひっ」と短く息を吸すい込むと、父親の脇に座り込んだ。

「と……父様あぁ！　起きてよ！　起きてったら！　ほら、動かないと本当に死んじゃうもん！　早く、早く動いてよぉ!!」

　いくら栄司が甲かん高だかい声で泣き叫さけんでも、栗源は目を覚まさなかった。そんな栄司を見つめていた雅音が、「お兄ちゃん」とつぶやいた。

「お兄ちゃん、ごめんなさい……私、助けられない……ごめんなさい、ごめんなさい……」

（雅音さん、やっぱり……）

　雅音の目は、佐倉家の居い間まではなく、初はつ詣もうで帰りの交通事故現げん場ばを見つめているのだ。動かない栗源が兄に、そして泣き叫ぶ栄司に自分自身を重ねているのかもしれない。

　居間の隅にある電話には、千尋の姿すがたはない。もしかしたら、直接病院まで迎むかえに行ったのかもしれない。

（どうしよう……どうすれば、助けられるんだろう……）

　知ち識しきのない自分が歯がゆい。それは、周りにいる招待客も同じようで、みな苦しげに顔を歪ゆがめ口々に何かつぶやきながら、栗源と栄司を見つめていた。

「誰だれか助けてよぉ、父様起こしてよ！　──そうだ、お前！　さっきズルしたんだから、何とかしろよぉ!!」

　栄司はすぐ側そばに雅音がいたことに気づいて、その肩かた口ぐちに体当たりした。そうはいっても、子どもの力だから、大したことはないはずなのに、ここではない場所を見み据すえて現実から遊ゆう離りしていた雅音は、その勢いきおいに負けて、そのまま後ろに倒たおれ込んでしまった。絨じゆう毯たん敷じきの居間だというのに、ごすん、と鈍にぶい音がする。

「……っ！」

　思わず雅音と名を呼ぼうとして、吉香はすんでのところで口を閉とざした。それができるなら、こんな風にただ見守ってはいなかった。本当の名前で呼べば、雅音だって気づいてくれたかもしれないのだ。

　それでも、あの音では相当痛かったに違ちがいない。おずおずと近ちか寄よろうとした吉香だったが、突とつ如じよ雅音がはっとしたように起き上がるのを見て、足を止めた。一時的に記き憶おくが混こん乱らんしているのか、眉まゆをひそめながら辺りを見回している。しかし、その視し線せんが再ふたたび倒れている栗源に向けられて、凍こおりついた。

　けれど、その腕に、栄司が取りすがっている。何度も叩たたいて引っ張ぱってつねって、雅音をなんとか父親の元へ連れていこうとしている。まったく抵てい抗こうしないでいる雅音の顔に、徐じよ々じよに血色が戻もどってくるのを見て、吉香は目を見開いた。

「助けろってば！　早くしろよぉ！」

「早く……？　そう……三分以内に、マッサージ、開始……する、こと」

　書き付けを読み上げるようにつぶやくと、雅音は這はうようにして栗源の所へたどり着いた。

　まだその目はどこか遠くを見ているようだったけれど、手は栗源の首を支ささえ、呼こ吸きゆうを探さぐっている。

　そして、その口にためらうことなく口をつけて、息を思いっきり吹ふき込んだ。何度かくり返した後、今度は栗源の胸むねに両手を当てて、力一いつ杯ぱい押す。ざわめいていた人々は静かになり、雅音の行こう為いを見守っていた。

　息を吹き込んで、胸を押して、雅音は汗あせを滴したたらせながら、そんな単たん純じゆん作業をひたすらくり返していく。

　それが何度くり返された頃ころだろうか、くぐもって湿しめった音が微かすかに聞こえた。胸を圧あつ迫ぱくする手を止めた雅音は、栗源の頰ほおを軽く叩く。

「聞こえますか？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……ご……ぶ……ぅ」

　どふり、と息を吐はき出した栗源は、ゆるゆると瞼まぶたを引き上げた。

「父様っ!!」

　縋すがろうとする子どもを制せいして、雅音は栗源の首くび筋すじに指を這わせた。ゆっくりと、でも確たしかに刻きざむ脈みやく拍はくに、雅音はほうっと深く長く息を吐いた。

「もう……大丈夫、です」

　全身汗にまみれ、ぺたりと座すわり込こんだ雅音は、そのままゆっくりと倒れていく。吉香が慌あわてて駆かけ寄って支ささえると、弱々しいながらも笑えみを浮うかべた。

「私……助けられたんだ……」

「はい……」

「私にも……助けられる人が、いるんだ」

　吉香の腕の中で、雅音の身体からだがぐにゃりと力を失う。胸の上にその頭を受け止めたが、上うわ背ぜいのある雅成の身体は、吉香の腕にはいささか荷が重い。思わずぐらついて後ろに傾かたむいた吉香の背せを、しっかりと支える手があった。

「真琴様……」

　吉香の身を起こさせ、そのまま雅音の身体を抱き取ろうとした真琴だったが、思い直して雅音の頭を、吉香の膝ひざの上に寝ねかせてやる。

「今日はよくやったから、大目に見てやる」

「大目に……？　何のことですか？」

「……雅成のことだ。しばらく、その膝を貸かしてやれ」

「はい」

　兄を亡なくした自分と、失われかけていた父親と、その双そう方ほうを救った雅音は、満足した表ひよう情じようで、すっかり眠ねむり込んでいる。

　今、彼女の夢ゆめの在処ありかはどこにあるのだろう。

　吉香は、雅音の汗を拭ぬぐいながら、そんなことを考えていた。







　六、閉ざされた扉







　真ま琴ことの新たなる門出を祝うために催もよおされたパーティーは、招しよう待たい客にとっても、ホストである真琴にとっても、そして準じゆん備びに追われた使用人たちにとっても、一生忘わすれられないような、思い出深いパーティーとなった。

　執しつ事じはぎっくり腰ごしで、代理は素人しろうとで、五十人分の料理を作るのは一人の料理人。そしてメイドはたったの四人だ。およそ公こう爵しやく家けの家名に恥はじないパーティーができるとは思えないが、招待客たちはみな、満足して帰っていった。

　真琴と使用人たちを振ふり回してくれた栗くり源もと伯はく爵しやく一家も、伯爵が雅まさ音ねに命を救われたことでいささか神しん妙みようになり、最後には吉よし香かに謝しや罪ざいらしきものをつぶやいていった。

「よく眠れました？」

「うん……なんだか、四年分の睡すい眠みん、一気に取っちゃったみたいな、そんな感じがします。すごくすっきりしてて」

　雅音が兄を亡なくしたのは、四年前のことだった。そのとき以来の呪じゆ縛ばくから解とき放たれ、雅音は実に生き生きとした、いい顔をしている。

「私……もう医者にはなれないって思ってました。兄の代わりに家を継つがなきゃって、それで必死に頑がん張ばってきたけど、でも、解かい剖ぼうのことがあって……やっぱり私には無理なんだって」

　吉香と一いつ緒しよに客間のベッドのシーツを剝はがしながら、雅音は言った。

「もともとなりたかったわけじゃないから、それでもいいやって。そう、心の中では何度もつぶやいていたのに、医大へ行けない自分が辛つらくて苦しくて悲しくて……すごく、悔くやしかった。自分でもそう感じる理由がわからなくて、ずっと考えないようにしていたんだけど、昨日、わかったんです」

「その理由が……？」

「はい。私、ずっとお兄ちゃんを助けたかった。あのときは何もできなかったけど、いつかこの手でお兄ちゃんを助けたいって──もちろん、兄はもういないから、それは別の誰かってことですよ？　たくさんの兄をこの手で助けるために、私は医者になりたかったんだって」

　栗源が目を覚ましたとき、雅音は嬉うれしそうに笑っていた。直前まで、兄の死の幻げん影えいを見て怯おびえていたとは思えない。

「雅まさ成なりさん──ううん、雅音さん、きっと素す敵てきなお医者さんになれると思います」

「素敵？　立りつ派ぱなとか優ゆう秀しゆうなとかじゃなくて？」

「はい。素敵なお医者さんです。みんなを笑え顔がおにできる、そんなお医者さんに」

「……素敵なお医者さん、か」

　素敵素敵と何度もつぶやいて、雅音はにっこりと笑った。

「それ、目指してみようかな。でも、まずは医大に戻もどらないと」

「戻るんですか？」

「だって、そうしないと私、割われない卵たまごのままになっちゃいますから。いくら素敵でも無む免めん許きよのお医者さんじゃ、家を継がせてもらえないもの」

　手元にシーツをたぐり寄よせながら、雅音はくすくすと笑う。

「ここで執事になるのもいいけど、私の夢の在処は、兄がいたあちらの世界なんです。それを教えるために、兄は私をここへ導みちびいてくれたのかも」

　医大のことを語るとき、雅音は寂さびしそうな憂うれいを帯びた表ひよう情じようをしていたけれど、今は本人も言うようにすっきりと澄すみ渡わたった笑顔がともにある。それは、執事の仕事や、かつてなりたかったというコンシェルジュのことを語っていたときのものとは比くらべものにならないくらい、明るくて美しい笑顔だった。

「でも……一つだけ、兄を恨うらみたいことが」

「なんですか？」

「夕べのアレ……私の、ファーストキスだったんです……」

　脂し肪ぼう分ぶん過か多たで個こ性せい的なパーツ配置の栗源伯爵の顔を思い出して、吉香は思わず吹ふき出してしまった。雅音はそれをじろりと睨にらみつけ、外したばかりの枕まくらカバーを投げつける。

「ほら、吉香さんだってそう思うでしょ？　もう少し、人を選んでくれてもいいのに！」

　笑いながらそう言うが、雅音の目は真しん剣けんだった。女の子にとって、初めてのキスの相手は一生心に刻きざみ込まれる。それがあの伯爵では、さすがに雅音が可哀かわい想そうだ。

「雅音さん、大だい丈じよう夫ぶですよ」

「え？　どうして？」

「あれは雅成さんのファーストキスだから、ノーカウントでしょう？」

「あ……そう、か」

　雅音は指先で唇くちびるをなでながら、ほっとしたように笑う。

「でも、それはそれで悪いですね」

「え？」

　笑いながら、吉香は雅音が投げつけてきた枕カバーを引き寄せてくる。

「だって、アレが本当に雅成さんのファーストキスだったら、気の毒でしょう？」

　床ゆかに置いた籠かごに枕カバーを放ほうり込もうとして、吉香はぽとりと床に落とした。

「……そう、だったんだ」

　摑つかみかねていたたくさんの言葉たちが、吉香の中で今、はっきりと意味を為なす。

『君は君自身の手で、こちらの世界の真琴様の手をちゃんと摑まなくちゃいけない』

　千ち広ひろが残していった言葉。それは、吉香が摑んだ幸せな温ぬくもりは、吉香自身のものでも、真琴のものでもないということ。

『諒りよう悟ごの写し身だからといって、諒りよう子こに恋こいをすることはないから』

　千ち尋ひろが愛した諒悟がいるのは、千尋ではなく千広の世界だ。一生諒悟の側そばにいることができたとしても、彼が見ているのは千広であって千尋ではない。その手は、永えい遠えんに諒悟を捕つかまえることができない。

　あの日、麻ま琴ことの姿すがたをした真琴と吉よし朗ろうの姿すがたをした吉香は、確たしかに幸せなひとときを過すごした。メイドであれば願うことも許ゆるされないことが、あちらでは簡かん単たんに叶かなってしまった。真琴の温もりに手を預あずけた、それが幸せな記き憶おくであることは間ま違ちがいない。

　でも、今こうして真琴を想おもっているのは、吉朗ではなく吉香だ。この世界でともに同じ空を見て、同じ空気を吸すって、ともに噴ふん水すいで遊んだ、この市いち川かわ吉香の十八年の人生が、紡つむぎ上げた想いだ。

　真琴を想って高鳴る胸むねは吉香のもので、吉朗のものではありえない。あの日感じた温もりは、真琴ではなく、麻琴のものなのだ。

　ご主人様とメイドじゃなくて、ただの幼おさななじみで同じ高校生という世界でしか、二人は手を繫つなぐことができないのかもしれない。だから吉香は、あの日の思い出を宝たから物もののように扱あつかっていたし、あちらへ戻りたいという想いも消しきれなかった。

　でも、もうそんなことは願わない。

『君が想っているのは……護まもりたい人は誰だれだ？』

　麻琴じゃない、それは──

「吉香さん？」

「あ……ごめんなさい。なんですか？」

「私、明日帰ります」

「……え？」

「わかってます。タイミングが合わないと帰れないっていうことは。でも、兄がここへ連れてきてくれたのなら、きっと兄が連れて戻もどってくれる。明日は兄の……命日、だから」

　亡なくなったということ、それに類する言葉も、今の雅音からは自然に出てくる。思い出の中で兄を無む理り矢や理り生かし続けなくても、雅音の中に兄の想いが生きているということに、雅音は三年がかりで気がついたのだ。

「きっと、雅成さんもあっちの神社に来てくれますよ」

「だったらこの身体からだ、ちゃんとメンテナンスして返さなきゃいけませんね」

「ちゃんとって、雅音さん一人でお風ふ呂ろ入れるんですか？」

「もう！」

　今いま更さら顔を赤らめて、雅音は今度はシーツの塊かたまりを投げてくる。それをしっかりと受け止めて、吉香は帰ってくる雅成のことを思った。

　雅成は、どんな想いを抱かかえて帰ってくるのだろうか。

　小さな頃のことをただ懐なつかしむように、ふと思い出して口にしてしまうような、そんな思い出だけを胸に戻ってこられればいいのにと願って、吉香は窓まどの外を見やる。

　吉香が戻ってきた日も、この世界の空は青く澄すみ切っていた。

「あ……」

「なんですか、吉香さん？」

「……ううん、なんでもないです」

　あの日、体中がきしんで痛いたくて叫さけびだしたいくらいだったのに、腕うでの中に抱だきしめる重みがあることが嬉うれしかった。そして、見上げた空が真琴の瞳ひとみと重なって、その優やさしい青さに思わず泣いてしまったことを、この空を見て思い出した。

『戻ってこられた……！』

　それ以外の言葉は何も浮うかばなかった。あのときもう、吉香は気づいていたのだ。

　ここが、自分の生きていく世界であることに。

　こここそが、手を繫いでともに歩む人のいる世界であることに──







　その日の夜、雅音は吉香とともに、真琴の書しよ斎さいへと向かった。たまたま真琴に呼よばれて書斎にいた千尋も、そのまま同席する。

「明日、帰ります」

「明日？　そんな風に、決められるものなのか？」

　訝いぶかるように問い返す真琴に、雅音は吉香にも聞かせた理由を語った。命日、という言葉に一いつ瞬しゆんはっとした表ひよう情じようを見せた真琴だったが、やがて納なつ得とくしたようにうなずいた。

「なるほど……それなら多分、彼も来るかもしれないね」

「え……？　雅成さんも、明日何かあるんですか？」

「──彼も、姉を亡くしている」

　真琴の言葉に、吉香と雅音は顔を見合わせた。雅音は兄の導みちびきでタイミングを摑つかむと言ってはいたが、雅成が来るという確かく証しようは何も持っていなかったのだ。

「君のお兄さんよりももっと前のことだ。写し身とは……そんなところでも、繫がっているんだろうね」

　真琴の写し身も、時期は違うが両親を揃そろって亡くしている。身み寄よりのない千尋の写し身も、養父母を亡くしていた。

　大切な人や親友も側そばにいたけれど、側にいない人も繫がっているのだろう。

　しばしの沈ちん黙もくの後、千尋が軽く目を見開いた。

「そういえば……以前、八や千ち代よさんから『正月のある一日だけ、東とう金がねさんの食事は別に作っている』と聞いたことが。確たしか──」

「──そう、姪めい御ごさんの命日だけ、彼は肉や魚を食べないんだ。それが、明日。雅成君はなんとしても、明日こちらに戻ってこようと、始まりの場所であるあの神社に来ると思う」

「だったら私、絶ぜつ対たいに帰れますね。この身体、雅成さんに返して、私の身体に戻らなきゃ」

「そうしてもらわないと、真琴様もいつまでも落ち着かないから」

　千尋の言葉に、雅音はすまなそうな表情になる。

「あ……そうですよね。東金さんにいつばれるともしれないし、所しよ詮せん私は付け焼き刃ばの代理執しつ事じだし、きっといっぱいご迷めい惑わくをかけちゃいましたよね」

「そんなことないですよ！　真琴様、雅音さん頑張ってましたよね？　あの蓮はす沼ぬま様だって、雅音さんのことすごく気に入って、うちにくれっておっしゃってたって」

「それになんて答えたか、吉香は知っている？」

「いえ……千尋さん、もしかしてその場にいたんですか？」

「ええ」

　にっこりと笑って口を開こうとした千尋を、なぜだか妙みように慌あわてた様子で、真琴が制せいした。

「待て、千尋。別にいいだろう、その話は」

「『すぐにでもお連れ下さい』って」

「やっぱり……私、すごく迷惑かけちゃってたんですね……」

　帰き還かんという明るい話題で上向いていた雅音の気持ちが、どんどん下へ下へと沈しずんでいく。雅音の頑がん張ばりやその才を間近で見ていた吉香は、「そんなことないです！」と励はげますが、雅音はすっかり落ち込こんでしまった。

「……本当に、ごめんなさい」

「いや、その、別に……そういうわけでは」

　真琴はおろおろと雅音に弁べん解かいをするが、雅音はうつむいて「いいんです……」とつぶやいている。吉香は隣となりに腰こしを下ろして雅音の肩かたを抱だき、真琴を軽く睨にらみつけた。

「真琴様、あんまりです！　雅音さん、本当に頑張ってくれたのに……」

「だから、そういうことではなくて──」

「確かに、そういうわけではないですね」

「千尋……！」

「きちんと説明して差し上げた方がよろしいですよ、真琴様」

「真琴様!!」

　二人のメイドに責せめ立てられて、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしていた真琴は、やがて意を決したようにうなずいた。

「早く、中身が男だん性せいに戻ってもらわないと……その、いろいろと、差し障さわりが」

「……差し障り……？」

「だから──」

　真琴はちらりと吉香の方を見やるが、吉香は何のことかわからず、眉まゆを寄よせたまま真琴を見つめ返す。そのまま書斎は沈黙に包まれたが、奇き妙みような笑い声が、その気まずい空気を打ち破やぶった。

「千尋……さん？」

　くつくつとのど奥おくで押おし殺したように笑っていた千尋は、ちらりと真琴を見やってついに小さく吹ふき出す。鋭するどく睨にらまれてやっと笑いやむと、いたずらっぽく目を光らせてソファに近づいた。そして、雅音の肩にある吉香の手を摑み、下ろしてしまった。

「どういう……こと、ですか？」

「吉香は、雅音さんを女性だと思ってるでしょう？」

「え？　ええ……」

「雅音さんも、自分は女性だという意い識しきがある」

　戸と惑まどいながらも、雅音は千尋の言葉にうなずく。

「二人は、女の子同士で励はげまし合ってるような気分でいるのかもしれないけれど、傍はたから見たら、恋こい人びと同士がいちゃついているようにも見えるってこと」

「……ええ──────っ!?」

　驚おどろいた吉香はソファから飛び上がって、まじまじと雅音を見つめる。改めて言うまでもなく、それは二十一歳の男性の身体からだであって、柔やわらかい胸むねもふっくらとした頰ほおもない。

　けれど、千尋の言うように、確かに吉香は、雅成の身体ではなく、雅音という魂たましいの性別を基き準じゆんに接せつしていた。

　でなければ、一いつ緒しよにバスルームに入って身体を洗あらったり、トイレで用を足した後の身の処しよし方について、事細かにレクチャーしたりできるはずもない。

　もし相手が真琴だったらと考えて、吉香の顔は一いつ瞬しゆんで真っ赤になった。

（……バ、バスルームはともかく、トイレは絶ぜつ対たい無理──────！）

　ゆでだこのようになっている吉香を見上げながら、雅音もゆるゆると顔を赤らめていく。

「……そう、ですよね。私、そんな風に考えたこと、全然ありませんでした」

「真琴様、やっぱりまったく意識してなかったみたいですね」

「……のようだな」

　なぜか、真琴まで顔を赤らめて、そっぽを向いている。困こん惑わくしたように真琴や吉香を眺ながめていた雅音が、「あ」と声を上げて千尋を見やった。

「あー……やっとわかりました！　ええっと、一いち応おう、お尋たずねしますけど、私、代理執事としてご迷惑かけまくったりはしてなかった、ってことでいいですか？」

「メイド頭がしら歴一ヶ月の私にとって、随ずい分ぶんと頼たよりになる執事さんでしたよ」

「よかったぁ～。あのぅ、真琴様？　私、本当に全然そんな気なくて──」

「わかった、わかってるから！」

「気づかなくって、本当にすみませ──」

「謝あやまる必要はない。私の勝手な解かい釈しやくなんだ。本当に、気にしないでくれ」

　うってかわったように明るさを取り戻もどした雅音に、吉香はほっとしながらも、首を傾かしげていた。

（人の目も考えずに、女の子同士みたいに接してたから、真琴様は嫌がった……ってことだよね？　なのになんで、それを雅音さんがあんな風に真琴様に謝るの……？）

　一人納なつ得とくのいかない表情をしている吉香に気がついて、千尋がまた、そののどを鳴らす。

「千尋、さん？」

「真琴様。戻っていらっしゃる雅成さんが、生き真ま面じ目めな方だとよろしいですね」

「──お前、なんだか千広に似にてきたぞ」

　一方的に真琴をやりこめているように見えていた千尋だったが、真琴の一言に虚きよをつかれたように黙だまり込こむ。しかし、ふっと小さく笑うと、吉香を呼よんだ。

「あちらの麻琴様も、真琴様のように嫉しつ妬と──」

　バン、と机つくえを叩たたいて、ついに真琴が立ち上がった。その勢いきおいに、三人とも黙り込んでしまう。真琴は真っ赤な顔で三人を見やると、扉とびらの方を指さした。

「もういいからお前は黙れ！　とにかく、話はこれで終わりだ。皆、下がっていい！」

「でも……」

「吉香は雅音さんを手伝って、東金の部屋を片かたづけなさい。千尋、黄金の部屋の支し度たくを。最後の一日くらい、うちで一番いい部屋で寝ねてもらう」

「いえ、私はそんな……」

「この二週間、あなたには本当に助けられた。あなたがいなければ、あのパーティーの成功もなかった。伯はく爵しやくのことも、あなたのおかげだ。本当に、ありがとうございました」

　真琴は、雅音に向かって深々と頭を下げた。さっきまで笑っていた雅音の目に、うっすらと涙なみだが滲にじむ。

「私こそ、本当にありがとうございました。これで、医者になる夢ゆめに、まっすぐ進んでいけます」

　三人は今一度扉の方を示しめされて、揃そろって外へ出た。すっきりした表ひよう情じようの雅音と、なにやらのど奥に含ふくんでいる様子の千尋を見やって、吉香はまだ何かもやもやとしている。

「千尋さん、さっき私に何を聞こうとしてたの？」

　吉香の疑ぎ問もんに、千尋は雅音と顔を見合わせて笑い出す。

（……もしかして、バカにされてる……？）

「吉香さん、私、応おう援えんしてますから」

「はあ……」

　気のない返事を返す吉香に、雅音の笑えみは更さらに深くなる。曇くもりのない雅音の笑顔に、最後には吉香もつられて笑い出し、廊ろう下かには男一人に女二人の、けれど年とし頃ごろの女の子らしいかしましい笑い声が響ひびき渡わたった。
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　年明けから随分冷え込むと思っていたら、今朝は一面の銀世界となっていた。

　深夜に降ふり始めた雪は、佐さ倉くら邸ていを覆おおい隠かくすように降り積もって、ついには噴ふん水すいの水を凍こおらせてしまった。

　そして、隣りん接せつする神社も、半ば埋うもれるように真っ白な雪に飾かざられていた。

　今日辺り、うっかり石いし段だんに踏ふみ出そうものなら簡かん単たんに下まで滑すべり落ちてしまうだろう。けれど今、石段の下を見下ろすことはできない。

　石段の上に打ち込まれた二本の杭くいに取りつけられた木もく製せいの扉が、しっかりと閉とざされている。工事が始まるまでの急ごしらえのものだから、頑がん丈じようなものではないが、吉香の背せ丈たけほどはあるので視し界かいが遮さえぎられ、その先に長い石段があるとは一見してわからないようになっていた。

　吉香はその扉の表面にそっと手を当てる。降りしきる雪に濡ぬれ、扉はじっとりと湿しめっていた。そのすぐ下で、二枚まいの扉の取っ手は太い鎖くさりでぐるぐると繫つながれている。

「雪が消えたら、すぐに工事を始めようと思う」

　真琴はそう言って、吉香の横に並ならんだ。その手には、無ぶ骨こつな南なん京きん錠じようがある。しゃがみこんで鎖の合わせ目に錠を掛かけると、吉香を見上げた。

「閉じよう」

「……はい」

　隣にしゃがみ込み、吉香は下から南京錠を支ささえた。さっきまで真琴の手の中にあった南京錠はほんのりと温ぬくもっていたが、大気にさらされてすぐにその熱を失う。真琴は鎖にかけた錠をひねると、その穴あなへ一気に押おし込んだ。

　見かけに寄よらず、南京錠はかちりと軽い音で掛かり、鎖の上にごろりと転がった。これでしばらくの間、誰だれも立ち入ることができなくなる。

　二人は立ち上がり、閉ざされた扉を見つめた。その先の、石段を見通すように。

　雪が消えたら、あの長い石段は取り壊こわされる。すべて取り払われて更さら地ちとなり、他の斜しや面めん同様、ただの崖がけになるだろう。それ以後は、佐倉家の内庭からしか神社に入れなくなってしまうが、そちらから来ても、石段があった痕こん跡せきを探さがすことはできなくなる。

　この扉が閉ざされているのは、工事が始まるまでのほんのわずかの間のことだ。でも吉香にとっては、あちらの世界への扉を永えい遠えんに閉ざす鍵となる。

「いずれ、この神社も移い築ちくすることになるだろう。中身は千尋に整理させているが、これもあまり公おおやけにすべきものではないしね」

　神社の中に納おさめられているのは、かつて今いま有ある太夫だゆうという女じよ性せいが生んだ解げ題だいと呼ばれる文化の名残なごりだ。歴史学者の中には興きよう味みを示しめす者もいるだろうが、いくら史実に残っているとはいえ、元があちらの世界から来た文化なのだとしたら、公表はためらわれる。

　祀まつるものも納おさめられるものもなく、参る者までいなくなれば、ここに神社がある必要もない。そして、かつて石段だった場所とともに神社は緑に飲み込まれていく──そんな光景が、吉香の中に浮かんだ。

　これで、すべてが終わる。でも吉香は、一つだけ、真琴に聞いてみたいことがあった。

「真琴様、一つうかがってもよろしいですか？」

「なんだ？」

「……あちらの世界へもう一度行ってみたいとは、思いませんか……？」

　あちらから帰ってきて、吉香は何度もあの石段を転がることを夢む想そうした。こちらではできないことが、あちらでならできる。たった一つの思い出が、そんな未練を吉香に残した。

　けれど今の吉香は、もう戻もどりたいとは──行きたいとは思わない。

『君が想っているのは……護まもりたい人は誰だ？』

　それがわかっているから、叶かなわない望みがあっても、もう側そばをけして離れない。

　吉香の問いかけに、真琴はしばらくじっと南京錠を見つめ、ふっと小さく笑う。こぼれ落ちた息が、白く濁にごった。

「本当のことを言うと、あれから幾いく度どかここへ来たことがある」

「真琴様も……？」

　真琴はその言葉を問い返そうとはせず、ただ軽く目を見開いて、少しだけうなずいた。

「……ああ。私にとって公こう爵しやく家けは誇ほこるべき家ではあるけれど、その誇りが、ときに私の身体を──心さえも縛しばりつけてしまう。あちらへ行くまでは当然のことだと思っていたが、一度知ってしまった自由は、ずっとここで燻くすぶっていた」

　胸むねの辺りをとん、と一つ叩たたいて、真琴は微笑ほほえんだ。

「あれは思い出にしなくてはならない、いや、忘わすれた方がいいと、そう言い聞かせていても、もう一度だけ……あの日を過すごせたら、と」

「……あの日……？」

「……そう、あの日だ、吉香」

　あちらの世界で、吉香が真琴と過ごしたのは二ヶ月ほど。そのほとんどを、男爵令れい嬢じようの写し身との攻こう防ぼうに費やした。

　繰くり返したくなるような日は、吉香にとってたった一日しかない。そして吉香の知る限かぎり、真琴が険けわしい顔をせずに過ごせた一日も、あの日しかない。

　二人とも、同じ日を胸に抱だいて、あの石段を見下ろしていたのだ。

　真琴はさっき吉香がしたように、扉とびらに手を当てる。

「けれど私は、この決けつ断だんを後こう悔かいしていない。あちらの世界でなければ叶わないのなら、それはただの夢ゆめだ。夜、ベッドの中で見る夢と同じ、ただの幻げん想そうに過ぎない。だからもう、あちらへ行こうとは思わない」

「……私も……もう、行きたいとは思いません」

「そう、か」

「はい」

　吉香はきっぱりとうなずいて、もう一度扉に手を当てた。

　この扉の向こう側に、自分に良く似にた人がいる。でもそれは、自分じゃない。

　扉に当てた手は雪でかじかんで、真っ赤になっている。微かすかに感じる痛いたみこそ、自分の手である証あかしだ。

「吉香」

　その声に、吉香は隣となりに立つ真琴を見上げる。雪の向こうで、空色の瞳ひとみが瞬またたいた。そのとき、吉香の手が温かいものに包まれる。

「……え……？」

　驚おどろいて目をやれば、扉に当てた吉香の手の上に、真琴の手があった。真琴はそのまま吉香の手を包み込んで扉から離し、二人の間に引き寄よせる。冷え切った指先は、温あたためられてじんと痛む。でも、どんどんその熱が凍こおった吉香の手を溶とかして、緩ゆるませた。

　滑なめらかだが女性の手ではない。柔やわらかくもない。大きくて、少し骨ほね張ばっていて、吉香の手をまるごと包み込んでしまう。与あたえられる温もりも、思い出の中のものとは違ちがっていた。

　でも、だからこそ、吉香の胸はいっぱいになる。あの日のことを思い出すたびに感じていたのとは、比ひにならないほどの幸福感が胸の奥おく深ふかくから湧わきあがってきて、両目からこぼれ落ちてしまう。

「吉香」

　二人を取り巻く雪が、斜ななめに流れていく。風が耳元でうなって、その後の真琴の言葉が聞こえない。

　それでも吉香には、真琴の唇くちびるが紡つむぐ言葉が見えた。

　突とつ風ぷうは吹ふいたときと同じくらい急に止やみ、雪はまたしんしんと地に降り積もり始める。

「……帰ろう」

「……はい」

　笑った拍ひよう子しに、涙なみだの最後の一ひと粒つぶがこぼれ落ちた。吉香は、真琴に引かれて歩き始める。

『……その人の手を、けして離しちゃいけない』

　千広が贈おくってくれた言葉に、心の中でうなずいて、吉香はその手をしっかりと握にぎり返した。







　エピローグ







　佐さ倉くら家の朝は、午前五時に始まる。

　一分の隙すきもなく支し度たくを調えた使用人たちは、五時きっかりにミーティングを始めて、邸てい内ないへと散っていく。

　けれどそれも、あと一週間のことだ。

　今日の午後には、料理人の見習いが一人と新しいメイドが三人、この佐倉邸ていにやってくる。彼女たちが使う三階の部屋は、二日がかりで片かたづけた。料理人用の制せい服ふく、そして濃のう緑りよくのメイド服を二人分、深しん紅くのメイド服が一人分、それぞれ部屋に用意してある。

　この屋や敷しきを維い持じしていくのに、メイドが七人というのはけして十分な数とは言えないが、今までのことを考えたら随ずい分ぶんと楽になるはずだ。彼女たちはこれから一週間、研けん修しゆうという形でこの家のやり方を学んでいくことになる。そして仕事に慣なれる頃ころには、以前のようにミーティングの時間が午前六時に戻もどされることになっていた。

「どんな子が来るんだろう？」

　春はる生きは道具入れを閉しめると、スカートを翻ひるがえしながらくるりと一回転してみせた。

　かつて諒りよう子こが入ってきたとき、春生は後こう輩はいができると今みたいに喜んでいたが、諒子はそつなく仕事をこなす上に、年上だったので、なかなか先輩として振ふる舞まうことができずにいた。しかし、今回春生の下に付くのは二人とも中学を出たばかりの十五歳で、メイドはこれが初めてだという。教え甲が斐いがあると何日も前からうきうきしていた。

「ううん、どんな子でもいいわ。吉よし香かちゃんより胸むねが小さければ」

「む……胸は関係ないでしょ！」

　胸を隠かくすようにして春生を睨にらみつけると、春生は眼鏡めがねの奥の目をスッと細めて、胸むな元もとを見やった。

「そうね。吉香ちゃんの胸はまだまだ成長期だから、どんな子が来たって大だい丈じよう夫ぶだもんね」

「成長なんかしてないもん！」

「噓うそだね。カップこそ変わってないけど、絶ぜつ対たい微び妙みように右みぎ肩かた上がりに成長してるね」

「だから──」

　更さらに抗こう弁べんしようとした吉香の頭に、ぽん、と手が置かれた。驚おどろいて振り返ると、そこには泣く子も黙だまるメイド頭がしらが立っていた。

　帰き還かんから三ヶ月が過すぎ、千ち尋ひろの仕事ぶりは前任者千広と遜そん色しよくないものになっている。吉香と同じように頭に手を置かれた春生は、びくっと肩をすくめた。

「廊ろう下かで騒さわがない。後輩に示しめしがつかないでしょう？」

「「……すみません」」

「何の話ですか？　随分と楽しそうだったけど」

　厨ちゆう房ぼうから出てきた諒子が、にっこりと笑う。千尋の手の下から抜け出した春生が、吉香の胸を指さして言った。

「諒子さんも思うでしょう？　吉香ちゃんの胸が日々膨ふくらんでいってるって」

「え!?　毎日大きくなるの？　な、何したら大きくなるの？　特別な体たい操そうとか、そういうの？」

　吉香の胸をまじまじと見つめる諒子に、吉香は慌あわてて胸を隠す腕うでに力を入れた。

「ないですよ、そんなの！　それに、毎日なんて噓ですから」

「でも……大きいですよね、吉香さん……」

「……諒子もけして小さくはないと思うけど」

　千尋が平へい坦たんな口調でそう言うと、諒子は「もう！」と笑いながらその肩を叩たたく。吉香の見る限かぎり、それは女の子同士の自然な会話で、以前のようにぎくしゃくしたところは少しも見られない。

　千尋が何をどう説明したのか、あるいは何もしていないのか、それは吉香にもわからないが、諒子にも、千尋の想おもいが伝わったのかもしれない。諒子が探さがしている人は、もうここにはいないのだと……。

「吉香、そろそろ」

　千尋が示したのは玄げん関かんホールの時計で、その針はりの位置を確かく認にんした吉香は目を見開いた。

「やだ、もうこんな時間!?」

　メイドの輪の中から抜ぬけ出して、吉香は居い間まへと向かった。その中央のソファの前に、この館やかたの主が立っている。既すでに上着に袖そでを通しているのを見て、吉香は頭を下げた。

「申し訳わけありません、真ま琴こと様」

「これくらい、自分で着られるといつも言っているだろう？　鞄かばんを頼たのむ」

「はい……！」

　上着のボタンを留とめながら、真琴は吉香を従したがえて、玄関へと向かう。扉を開けたのは、メイドたちに先んじて佐倉邸の新たな使用人となった、雅まさ成なりだった。

　この先、佐倉家への人の出入りは増ふえる一方で、東とう金がね一人で運転手と兼けん務むしていくのは厳きびしくなる。そこで、東金の補ほ助じよとして雇やとわれることになった雅成は、専せん門もん教育を受けているだけあって、雅まさ音ね以上にその有ゆう能のうさを発はつ揮きしている。ここへ出入りしている取引先の華か族ぞくたちからも、早くも引き抜きの声がかかるほどだった。いずれ、東金の右腕となり、佐倉家の看かん板ばん執事になっていくことだろう。

「行ってらっしゃいませ」

　ひょろりとしているくせに、芯しんに鉄てつ骨こつでも入っているのではとメイドたちが噂うわさしている身体は、今日もぴしりと綺き麗れいに曲げられていて、真琴は軽く手を振ってその礼に答えた。

　車寄せにつけられた車の脇わきには、見事復帰を果たした東金が、扉を開けて待っていた。その車と平行に、さっきまで廊下で賑にぎわしく会話していたメイドたち三人が、整列している。

　吉香は、真琴の手がわずかに浮き上がるのを見て、さっと鞄を差し出した。真琴が伸のばした手に、鞄の取っ手はぴたりと収おさまる。真琴付きのメイドとしての経けい験けんが培つちかった、絶ぜつ妙みような間だ。

　その手が、鞄を持つ吉香の手に触ふれることはないけれど、その温ぬくもりを、吉香は知っている。けして離はなさないと、もう二度と会えないくらい遠くにいる友人に、そして何より自分自身に誓ちかったその手の温もりは、今も吉香の手を温めてくれる。

「行ってくる」

　たった四人きりのメイドに向かってそう言うと、真琴は車に乗り込こんでいった。その車を見送るメイドたちの声が、元気に響ひびきわたった。

「行ってらっしゃいませ！」

　いたずらな風がメイドたちの裾すそを乱みだし、桜さくらの枝えだを揺ゆらして空へと駆かけ上がっていく。今はまだ堅かたい蕾つぼみも、いずれほろりとほころんで、美しい花を咲さかせるだろう。

　春は、もうすぐ近くまで来ている。





終


















　あとがき







　前回はうかつなことを書かなかったはずなのに、三巻が出てしまいました。世の中、不思議なことだらけです。

　この作品は、実は出るまでに結けつ構こう時間がかかってます。一巻を書いている最さい中ちゆうに、メイドやご主人様という言葉が連れん日じつテレビから聞こえてくるような事が起おこってしまい、どうしたものかと寝ねかせている時期があったのです。

　だから、一巻が無ぶ事じ発売されたときは担当Ｋさんと二人、ほっと息を吐ついたものでした。

　もともと一巻こっきりの予定でしたので、次はどんな話を書こうかとＫさんと相そう談だんしていたのですが、「次は『ぼくのご主人様!?』の続編で」となったのは皆様もご存じの通りです。

　その二巻が出た後、またまたＫさんと「次は──」という話を進めてました。それが今、こうして三巻のあとがきを書いています。

　本当に、世の中不思議なことだらけです。




　思えば『ぼくのご主人様!?』ではいろいろな初めてを体たい験けんしました。

　初めての秋あき葉は原ばら、初めてのメイド喫きつ茶さはしご、初めてのＦカップブラ、そして初めてのハードディスククラッシュ──

　実はこの三巻を書いている真っ最中、ノートパソコンがぶっ壊こわれました。それも〆しめ切きり間ま際ぎわに。

　少しでも壊こわれる前ぜん兆ちようがあれば、対たい処しよのしようもあったんですが、突とつ如じよ異い音おんを発はつしてどうにも動かなくなり、次に立ち上げたときには『ＯＳが見つかりません』という非ひ情じようなメッセージが出たのでした。

　日頃バックアップを怠おこたっていたので、ハードディスクと一緒に私の頭も真っ白に。月に一度、データの一部はＵＳＢフラッシュメモリに保存してはいましたが、資し料りようは原げん稿こうを書き上げてからバックアップを取ることにしていたためアウト。中には消えてしまった原稿も……。

『ぼくのご主人様!?』も資料とプロットがダメになり、丸一日分の原稿が消えました。しつこいようですが、〆しめ切きり間際に。

　幸さいわいプロットはプリントアウトしてあり、邸てい内ない図ずと時系列表なんかもたまたま試ためし刷ずりしたものがあったのと、丸一日前までならばフラッシュメモリに原稿が保存してあるため、なんとか執筆継続は可能かと思われました。

　しかし、ここでまた新たな問題が。

　ノートパソコンは引き取り修しゆう理りで、一週間から十日しないと戻ってきません。他にあるのは先代のデスクトップのみ。ウィンドウズ95搭とう載さいの年代物です。

　そう──ＵＳＢを認にん識しきしないのです。というか、挿さすところすらないです。

　いくら原稿が無事でも、読み出せなければどうしようもありません。

　ここら辺で、担当Ｋさんに経緯を記しるした携けい帯たいメールを送った記き憶おくがあります。もし私が編集だったら、〆切間際にパソコンが壊れたなんて言う作家がいたら、「ひねりのない噓うそついてんじゃねぇ！」とぶっ飛ばすと思うんですが、パソコン以上にメールの文章が壊こわれていたため、後にＫさんは「メールの様子がおかしいので、あまりのことにどう声を掛かけたらよいかわからなかった」と語りました。

　ともあれ、ハードを確保しないことにはどうにもならないので、妹の家まで車を走らせ、ノートパソコンを借り出してきました──が、ここでまた問題発生。

　私は普段、小説を書くのに一太郎というソフトを使ってます。この十五年で四台のパソコンを使ってますが、どれにもワードが入っていたことはなく、一太郎一筋。でも妹はワード派でして……これがまた、一太郎ユーザーからすると激はげしく使いづらい！

　それでも書かざるを得ないので、ワードでたどたどしく書いていたのですが、執筆速度が格段に落ちてしまい、漢字変へん換かんもままならないので誤ご字じ脱だつ字じの嵐あらし。そのとき目に入ったのが、先代のデスクトップでした。これなら古いバージョンだけど一太郎が入っているのです。

　妹のノートパソコンはＵＳＢが挿せるだけじゃなく、ＦＤＤもついているので、読み出した原稿をフロッピーディスクに落として、それをデスクトップに読み込ませるという七しち面めん倒どうくさい方法でデータを移し、いざ執筆──と思ったところでまたまた問題が発生。

　日頃使わないマシンだけに、とりあえず場所を作って置いてはあるものの、使い勝手についてはまったく考えられておらず、キーボードはディスプレイの上に載のせてあります。たまに使うときもそのまま、ディスプレイの上で打だ鍵けんしてました。それ以外に置き場がなかったのです。

　しかし、小説を書くのにそういうわけにもいかず、いろいろと試し行こう錯さく誤ごしたあげく、段ボール箱を四つ積つみ上げて、その上に板を載せ、即席キーボード台を作りました。この台、ただ箱を積んだだけなので、テーブルやデスクのように足を入れる場所はありません。足を揃そろえると膝ひざがつかえてしまって、キーボードに手が届かなくなってしまうのです。

　──どんなに身体が固かたくても、せっぱ詰つまってると、人間なんとかなるもんだな、と思いました。フェンシングの練習思い出したよ……。

　ただ、あまりにせっぱ詰つまりすぎて身体中にじんましんが発生してしまい、刺し激げきしないために襟えりぐりが開いていて、腕うでや足に布が触ふれない服しか着られないという状態に。

　行き着いたのはタンクトップに短パン。最初の内は「秋なのにリゾートだよ。一人マイアミビーチだよ」とツッコんでいたんですが、途と中ちゆうで気づきました。

　まるで、かの有名な放ほう浪ろうの画家のようであることに……。

　服装といい執筆スタイルといい、万が一見られたら地の果てまで追っていって口を封ふうじなければならない有様でした。




　〆切当日の朝、修理の終わったパソコンが戻ってきましたが、どうやらどこかの神じん社じやの石段から転がり落ちたようで、中身はまるっきりの別人に。半日かけて使えるようにし、最後は新生ノートパソコンで仕上げました。

　三つのパソコンを渡わたり歩いた物語も無事こうして発刊までたどりつき、このあとがきもノートパソコンで書いています。

　今回のことで、バックアップとデータ互ご換かんが可能なサブマシンは必要なんだなと実感しました。備そなえがないと憂うれいも深いんですよ、本当に。仕事となればなおのこと、洒落しやれになりません。

　たまたま周囲でもクラッシュが相次ぎ、警けい戒かいしていた矢先だったんですが、今年に入ってエアコンにテレビにビデオデッキと壊れまくり、家電買かい換かえ貧びん乏ぼうになっていたため、バックアップ用品を先延のばしにしていたのでした。今更ながら、テレビっこすぎて優先順位を間違えた自分が悔やまれます。

　皆様も、他人事と思わずにこまめにバックアップを取ることをお勧すすめします。クラッシュは、一番来て欲しくないときを狙ねらい澄すましてやってくるのです。

　──とかいいつつ、新生パソコンになってから、まだバックアップ取ってないんですけどね。三巻が出たら外付けハードディスク買いに行きます。




　あれよあれよという間に三巻まで来てしまった『ぼくのご主人様!?』、これも応援してくださった皆様と、あとがきのどんな些さ細さいな記き述じゆつも見逃さない担当Ｋさんのおかげです。思いがけず活かつ躍やくの場を広げられて、メイドたちも喜んでいることでしょう。

　最後に、ここまでメイドたちを育てて下さった担当のＫさん、ありがとうございました。〆切直前に絶対零れい度どなメール送ってすみませんでした。私以上に肝きもを冷ひやされたことと思います。

　タイトルの命名者である前編集長のＴさん、ありがとうございました。おかげさまで『ご主人様』も三巻まで来ることができました。

　そして、お忙しい中またまたまた挿さし絵えを引き受けて下さった和泉いずみつばすさん、今回もフリフリなメイドたちをありがとうございました！　いただいたカバーがあまりに可愛かわいらしかったので、カバーに合わせた話に書き換えようかと本気で思いました（笑）。

　さて、ここまで書いたことを三度読み返してみました。多分、うかつなことは書いていないと思いますが、もはやなにがうかつなのかわかりませんし、なにより不思議なことだらけの世の中です。本当になにが起こるかわかりません。

　皆様にまたお目にかかることができたら幸いです。





鷹野　祐希　　
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